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1　計画の概要

  

（１） はじめに

大竹市まちづくり基本構想（以下「基本構想」といいます。）は、本市がまちづくりを行う上での最上位に位置付けている計画で

す。計画期間を定めずに、将来にわたって掲げたいまちづくりの理念や実現したい将来像を示したものです。

基本構想を踏まえて、令和7(2025)年度から令和11(2029)年度までを計画期間として、基本構想の具体化に向けて取り組

む施策の体系や方向性を示し、各分野における目標や取組、評価指標などを示した中期計画が、第２期大竹市まちづくり基本計

画（以下「第２期基本計画」といいます。）です。

（２） 実施計画について

実施計画では、第２期基本計画に掲載している主

な事業及び当該年度における具体的な取組内容と

予算額、数値目標などを定めています。また、これら

の事業は、大竹市総合戦略に該当する事業や、大竹

市国土強靭化地域計画に関連する事業も含みます。

なお、第２期基本計画の計画期間は、毎年度実施

計画事業の検証を行い、翌年度以降の事業の見直

しを行うとともに、予算編成の基礎資料として活用し

ます。

基本構想

将来像 笑顔・元気♡かがやく大竹

基本計画

国土強靭化

地域計画

重点戦略

総合戦略

実施計画 実施計画

土地利用方針

基本目標 人口ビジョン

【個別施策】

教育・文化

産業・雇用

生活・環境

安全・安心

健康・福祉

自治・行政運営

この第２期基本計画に定めた各施策を実現する

ための具体的な事業内容を定めたものが、第２期大

竹市まちづくり基本計画実施計画（以下「実施計画」

といいます。）であり、第２期基本計画の計画期間に

合わせて毎年度見直しを行い当該年度版を策定す

るものです。

国土強靭化地域計画（リスクシナリオに対する基本目標）

「自治・行政運営」の施策

「教育・文化」の施策 「産業・雇用」の施策 「生活・環境」の施策

「健康・福祉」の施策「安全・安心」の施策

①人命の保護 ②行政機能の確保 ③市民の財産・公共施設の被害最小化 ④迅速な復旧復興

重点戦略１ 大竹市に仕事をつくる

重点戦略２ 大竹市への人の流れをつくる

重点戦略３ 出産・子育ての希望をかなえる

重点戦略４ 魅力的な大竹市をつくる

分
野
１

教
育
・文
化

分
野
２

産
業
・雇
用

分
野
３

生
活
・環
境

分
野
４

安
全
・安
心

分
野
５

健
康
・福
祉

分
野
６

自
治
・行
政
運
営

（３） 大竹市地方創生総合戦略との関係について

大竹市地方創生総合戦略では国の指針を踏まえた4つの基本目標を掲げ、第２期基本計画の各分野と横断的な取組として

位置づけるとともに第２期基本計画の重点戦略として取り組みます。

（４）大竹市国土強靭化地域計画との関係について

大竹市国土強靭化地域計画は、国の国土強靭化基本計画や広島県強靭化地域計画との調和を図りつつ、基本構想及び第２

期基本計画が示す将来のまちの姿や取組の方向性とも整合した、分野ごとの取組を横断的･網羅的に整理するための計画で、

本市の強靭化に関する施策を総合的、計画的に推進するための指針としています。
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未来にあふれる
８つの幸せ

幸せづくりの
未来宣言

大竹市
地方創生総合戦略

1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実

1-2 未来を担う青少年の健全な育成

1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進

1-4 豊かな心身を育むスポーツの推進

1-5 まちへの愛着と誇りを育む歴史・文化の保存・継承の推進

1-6 人権と多様性を尊重する社会づくり

2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興

2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興

2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興

2-4 暮らしの基盤となる雇用促進と労働者・消費者支援

3-1 快適で魅力的な都市空間の創造

3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造

3-3 生活を支える公共交通の充実

3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港の整備

3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備

3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備

3-7 暮らしを支える上下水道の整備

3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり

3-9 生活環境に配慮した墓地等の管理

4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり

4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づくり

4-3 火災を防ぐ取組の強化

4-4 市民の命を守る消防体制の充実

5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援

5-2 子どもと子育てを支える体制の充実

5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援

5-4 見守り支え合う地域福祉の推進

5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実

5-6 正しい食生活と食文化を学ぶ食育の推進

6-1 市民と行政の協働による地域づくり

6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営

6-3 公営企業等の健全な経営

6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信

２　施策体系

学び楽しむ心豊かなまち
広く社会で活躍する人を育むまち
歴史や文化を大切にするまち
一人ひとりを大切にするまち

地域経済が元気なまち
安心して働けるまち

自
治
・

行
政
運
営

災害に強いまち
事故や犯罪の少ないまち
命を大切にするまち

快適で暮らしやすいまち
自然と調和するまち
楽しさと憩いにあふれるまち
環境にやさしいまち

子どもが健やかに育つまち
誰もが自分らしく生きるまち
見守り支え合うまち
みんないきいき元気なまち

市民と行政の協働
地域を愛する人づくり
健全で柔軟な行財政運営
情報通信技術の活用

分野別施策

教
育
・
文
化

産
業
・
雇
用

生
活
・
環
境

安
全
・
安
心

健
康
・
福
祉

分野別取組宣言

●
自
然
・
暮
ら
し
・
産
業
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

●
あ
た
た
か
い
心
で
支
え
合
い
、
笑
顔
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

●
新
し
い
歴
史
と
文
化
の
創
り
手
と
し
て
、
未
来
に
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
を
つ
く
り
ま
す

豊かな自然と

共存できる幸せ

笑顔と優しさに

包まれる幸せ

活気とにぎわい

にあふれる幸せ

子どもが健やか

に育つ幸せ

生涯安心して

暮らせる幸せ

安全で快適に

過ごせる幸せ

大好きなまちで

生きられる幸せ

学び、成長

できる幸せ

基 本 構 想 第2期基本計画将来像 『笑顔・元気♡かがやく大竹』

基本目標１

（重点戦略１）

大竹市に

仕事をつくる

基本目標２

（重点戦略２）

大竹市へ

人の流れをつくる

基本目標３

（重点戦略３）

出産・子育ての

希望をかなえる

基本目標４

（重点戦略４）

魅力的な

大竹市をつくる

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 2-1 2-2 2-3 2-4 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8 3-9 4-1 4-2 4-3 4-4 5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 5-6 6-1 6-2 6-3 6-4

子
ど
も
の
学
び
と
成
長
を
支
え
る
教
育
の
充
実

未
来
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成

生
き
が
い
と
創
造
性
を
育
む
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進

豊
か
な
心
身
を
育
む
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進

ま
ち
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
む
歴
史
・
文
化
の
保
存
・
継
承
の
推
進

人
権
と
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
の
振
興

地
域
経
済
の
元
気
と
成
長
を
支
え
る
商
工
業
の
振
興

に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
む
観
光
の
振
興

暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
雇
用
促
進
と
労
働
者
・
消
費
者
支
援

快
適
で
魅
力
的
な
都
市
空
間
の
創
造

安
全
で
利
便
性
の
高
い
道
路
環
境
の
創
造

生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
の
充
実

ま
ち
の
産
業
と
物
流
を
支
え
る
港
湾
・
漁
港
の
整
備

住
み
よ
さ
と
安
心
を
生
む
住
環
境
の
整
備

楽
し
さ
と
憩
い
を
提
供
す
る
公
園
・
緑
地
の
整
備

暮
ら
し
を
支
え
る
上
下
水
道
の
整
備

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

生
活
環
境
に
配
慮
し
た
墓
地
等
の
管
理

自
然
災
害
や
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

事
故
や
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

火
災
を
防
ぐ
取
組
の
強
化

市
民
の
命
を
守
る
消
防
体
制
の
充
実

生
き
が
い
に
満
ち
た
高
齢
者
の
暮
ら
し
の
支
援

子
ど
も
と
子
育
て
を
支
え
る
体
制
の
充
実

障
害
の
あ
る
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
支
援

見
守
り
支
え
合
う
地
域
福
祉
の
推
進

元
気
・
健
康
・
安
心
を
つ
く
る
保
健
・
医
療
体
制
の
充
実

正
し
い
食
生
活
と
食
文
化
を
学
ぶ
食
育
の
推
進

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り

将
来
を
見
据
え
た
計
画
的
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

公
営
企
業
等
の
健
全
な
経
営

時
代
に
対
応
し
た
情
報
政
策
と
ま
ち
の
魅
力
発
信

大竹市に仕事をつくる ● ● ● ●

大竹市へ人の流れをつくる ● ● ● ● ●

出産・子育ての希望をかなえる ● ● ● ●

魅力的な大竹市をつくる ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　　　　  分野別施策

　総合戦略

３  分野別施策と総合戦略の対応表
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４　記載内容の見方

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.6 未定 未定

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

0.6 予算額

評価
 (成果・課題)

事業指標 総合戦略推進会議の開催回数
目標値 1回以上 1回以上 1回以上 1回以上 1回以上

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 大竹市まちづくり基本構想等策定条例 担当課 企画財政課

関連する計画 まちづくり基本計画・まちづくり基本計画実施計画
総合戦略 ○

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・まちづくり基本構想を実現に向けた進捗管理を行いま
す。事業名

まちづくり基本構想等策定・推進事
業

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市民アンケートを実
施します。
●総合戦略推進会議を
実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●市民アンケートの実
施
●総合戦略推進会議の
実施
●次期基本計画の策定
（事業者選定等）

●市民アンケートの実
施
●総合戦略推進会議の
実施
●次期基本計画の策定

0.6

②

③

④

①

⑧

⑥

⑨

⑦

⑤

ー

①分野、施策名、事業名
　まちづくり基本計画の分野と施策名を記載しています。
　原則として、予算書の事業名を記載しています。
　一部、複数の事業をまとめた事業名や予算書にない事業名があります。

②根拠法令等、関連する計画 　市条例・規則・要綱等の根拠となる法令と関連する計画等を記載しています。

③事業方針・概要 　事業の方針と概要を記載しています。

④担当課
　事業の所管課を記載しています。
 （　　）書きがある場合は令和7年度の所管課を記載しています。

⑤総合戦略・国土強靭化 　該当する場合に〇をつけています。

⑥主な事業内容 　各年度の主な取組を記載しています。

⑦予算額、決算額
　予算額について、決算が確定した年度には補正予算を含めた予算額を記載し、
　決算前の年度には当初予算額を記載しています。

⑧事業指標、目標値、実績値
　事業の進捗を図るための事業指標と目標値、実績値を設定しています。
　維持管理が目的の事業や、指標を定めて実施することが馴染まない事業等
  については未記載となっています。

⑨評価（成果・課題）
　当該年度の評価は翌年度に決算が確定した後（6月以降）、決算額と合わせて
　記載します。
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1 教育・文化

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実 小・中学校の教育活動に満足している保護者の割合
（学校評価アンケート）

90％以上の水準維持を目指し
ます。

93.3%
(R5実施)

90.0%以上
(R10実施)

全国学力・学習状況調査における全国平均との比較値
（小学６年生、中学３年生）

小学６年生、中学３年生の平
均点が共に全国平均を上回る
状態を目指します。

2.9%(小)
▲0.6％(中)
(R6公表)

小、中学校
共にプラス
(R11公表)

1-2 未来を担う子ども・青少年の健全な育成 放課後子ども教室事業に満足している児童の割合
（参加者アンケート）

現状の水準維持を目指しま
す。

95.4%
(R5)

95.0%以上
(R10)

1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教
育の推進

生涯学習・社会教育・文化活動など様々な学びの場が
整っていると感じる人の割合（まちづくりアンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状
態を目指します。

51.0%
(R6実施)

61.0%
(R11実施)

1-4 豊かな心身を育むスポーツの推進 スポーツ行事（大会・教室・体験イベント）の延べ参加
者数

各事業の見通しに合わせて設
定している目標を目指しま
す。

6,837人
(R5)

7,500人
(R10)

スポーツ推進委員数 23人の定数維持を目指しま
す。

20人
(R5)

23人
(R10)

1-5 まちへの愛着を育む歴史・文化の保存・継
承の推進

地域の歴史や伝統文化が大切にされ、未来に引き継がれ
ていると感じる人の割合（まちづくりアンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状
態を目指します。 66%

(R6実施)
71%

(R11実施)

1-6 人権と多様性を大切にする社会づくり 自分の人権が保障されていると答えた人の割合
（まちづくりアンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状
態を目指します。 79.6%

(R6実施)
85.0%

(R11実施)

実現したい
まちの姿

●広く社会で活躍する人を育むまち
●学びを楽しむ心豊かなまち
●歴史や文化を大切にするまち
●一人ひとりを大切にするまち

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 幼児教育推進事業 総務学事課

2 学校教育振興事業 ● 総務学事課

3 遠距離通学支援事業 ● 総務学事課

4 奨学金貸付事業 ● 総務学事課

5 こども相談室運営事業 ● 総務学事課

6 小中学校事務センター運営事業 総務学事課

7 小・中学校管理運営事業 ● ○ 総務学事課

8 小・中学校教育振興事業 ● 総務学事課

9 小・中学校教育支援事業 ● 総務学事課

10 小・中学校学習環境サポート・読書活動推進事業 ● 総務学事課

11 学校保健事業 総務学事課

12 学校給食費支援事業 ● 総務学事課

13 給食センター運営事業 ● ○ 総務学事課

1 青少年育成事業 ● 生涯学習課

2 学校連携・子どもの居場所づくり事業 ● 生涯学習課

1 社会教育施設等維持管理事業 ○ 生涯学習課

2 生涯学習推進事業 ● 生涯学習課

3 玖波交流館整備事業 ● ○ 生涯学習課

4 総合市民会館管理事業 ○ 生涯学習課

5 大竹会館管理事業 ○ 生涯学習課

6 玖波交流館管理事業 生涯学習課

7 玖波公民館管理事業 生涯学習課

8 栄公民館管理事業 生涯学習課

9 図書館運営事業 ● 生涯学習課

10 図書館管理事業 生涯学習課

1 教育・文化

1-1　子どもの学びと成長を支える教育の充実

1-2　未来を担う青少年の健全な育成

1-3　生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進
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施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 教育・文化

11 自然の家やさか管理事業 生涯学習課

12 海の家あたた管理事業 生涯学習課

1-4　豊かな心身を育むスポーツの推進 1 スポーツ振興事業 ● 生涯学習課

1-5　まちへの愛着と誇りを育む歴史・文化の保存・継承
の推進

1 文化財保護事業 ● 生涯学習課

1 多文化共生促進事業 企画財政課

2 人権啓発推進事業 ● 市民課

3 男女共同参画推進事業 市民課

1-6　人権と多様性を尊重する社会づくり

1-3　生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

担当課 総務学事課

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値

事業指標

根拠法令等

関連する計画

国土強靭化

総合戦略

 ・事業方針
 ・概要

・子ども・子育て支援制度のもと、無償化を実施します。
・入園料及び保育料や預かり保育料の無償化、給食副食費補足
給付事業を実施します。

●入園料及び保育料や
預かり保育料を無償化
します。
●給食副食費補足給付
事業を実施します。

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

2.4予算額 予算額

ー

予算額 2.4 2.4

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

（単位：百万円）
0.1以下の事業は
一律0.1とする

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】

2.4

主な
事業内容

事業No

事業名

1

幼児教育推進事業

決算額 決算額

子ども・子育て支援法

●前年度の取組を継続
します。

2.4

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業指標 市主催研修会が「役立つ」「まあまあ役立つ」と回答した割合
目標値 95% 95% 95% 95% 95%

評価
 (成果・課題)

実績値

 ・事業方針
 ・概要

・教職員対象の研修を実施します。
・児童生徒一人ひとりが学習しやすい教育環境を整えま
す。

事業名 学校教育振興事業 国土強靭化

2.3 予算額 2.3 2.3 2.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●教職員対象の研修を
実施します。
●児童生徒一人ひとり
が学習しやすい教育環
境を整えます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

2.2

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 学校教育法、学習指導要領 担当課 総務学事課
関連する計画 大竹市利活用促進計画

総合戦略 ○
事業No 2

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 25.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 対象となる保護者への支給割合（遠距離通学支援事業）

目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 26.4 予算額 25.4 予算額 25.4 予算額 25.4

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田地区の児童生徒
に乗船定期券を支給しま
す。
●学校統合の行われた地
区の児童生徒の通学のた
めに、スクールバス及び
タクシーを運行します。
●阿多田地区から通学し
ている高校生等の通学を
支援します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等
大竹市阿多田地区高校生等就学支援費補助金交付要綱、大竹市補助金等交付規
則

担当課 総務学事課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No 3

 ・事業方針
 ・概要

・阿多田地区の児童生徒に乗船定期券を支給します。
・学校統合の行われた地区の児童生徒の通学のために、スクールバス及びタク
シーを運行します。
・阿多田地区から通学している高校生等の通学を支援します。

事業名 遠距離通学支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 認定要件に該当する者に対する認定割合

目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 9.1 予算額 8.2 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●経済的理由により修学が困難
な生徒などに学資の貸付を行い
ます。
●若者の定住促進を図るため、
一定の要件を満たす返還義務者
に対し、貸付金の返還を免除し
ます。
●高校への募集案内の配布、市
広報･市ホームページへの掲載
などにより、制度の周知を行い
ます。
●必要な方に確実にいきわたる
よう必要な認定要件の見直しを
検討します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 4

 ・事業方針
 ・概要

・奨学金の貸付と若者の定住促進のための返還免除を実施します。制度利用の漏れがない
よう、周知を強化します。
・扶養者が市内居住者であり、経済的理由により修学が困難な生徒などに学資の貸付を行
います。また、2年以上市内に居住し一定の要件を満たす返還義務者に対し、貸付金の返
還を免除します。

事業名 奨学金貸付事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 大竹市奨学金貸付条例、教育基本法第4条第3項 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 相談・通室対応件数（（1日あたり相談２件＋通室２件）×200日の確保）
目標値 ー 800 800 800 800

（単位：百万円） 予算額 10.9 予算額 11.6 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●家庭や学校などで問題
や悩みを抱えながら生活
している子どもや保護者
に対する幼児期から青年
期までの一貫した相談業
務を行います。
●不登校等にかかわる
様々な状況が改善される
よう支援及び指導を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 大竹市こども相談室の設置に関する規則 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No 5

 ・事業方針
 ・概要

・家庭や学校などで問題や悩みを抱えながら生活している子どもや保護者
に対する幼児期から青年期までの一貫した相談業務を行います。
・不登校等にかかわる様々な状況が改善されるよう支援及び指導を行いま
す。

事業名 こども相談室運営事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.4 予算額 0.4 予算額 0.4 予算額 0.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●毎週1回水曜日に、小
方学園に設置された共
同事務室で学校事務職
員未配置校の事務支援
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 6

 ・事業方針
 ・概要

・毎週1回水曜日に、小方学園に設置された共同事務室で
学校事務職員未配置校の事務支援を行います。事業名 小中学校事務センター運営事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第47条の4、大竹市立小中学校の管
理及び学校教育法の実施に関する規則第31条の4

担当課 総務学事課
関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 体育館空調の設置校数
目標値 ー 1 3 5 5

（単位：百万円） 予算額 627.6 予算額 412.2 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●学校教育現場との連携し
学校施設の修繕を行い、児
童生徒が安全に過ごせる環
境を整えます。
（今年度は大竹小学校、小
方小・中学校の照明器具を
LED照明に更新します）
●学校運営に必要な物品の
購入及び役務の提供等を行
います。
(今年度は学習用端末を更新
します。)

●学校教育現場との連携し
学校施設の修繕を行い、児
童生徒が安全に過ごせる環
境を整えます。
（今年度は大竹中学校校舎空調
設備の改修と大竹中学校屋内運

動場に空調設備を整備します）

●学校運営に必要な物品の
購入及び役務の提供等を行
います。（今年度は電子黒板
を計画的に整備します。）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 担当課 総務学事課
関連する計画 大竹市学校施設等長寿命化計画（学校施設等個別施設計画）

総合戦略 ○
事業No 7

 ・事業方針
 ・概要

・安全性を考慮しつつ、学校教育現場との連携により、
学校施設の修繕並びに学校運営に必要な物品の購入及び
役務の提供等を行います。

事業名 小・中学校管理運営事業 国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 中学校３年生の英検３級以上を取得している者の割合
目標値 ー 35% 35% 35% 35%

（単位：百万円） 予算額 41.8 予算額 32.8 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内の中学校に通う中学３
年生を対象に、日本英語検定
協会が実施する実用英検技能
検定の検定料を、年１回全額
助成します。
●英語教育の指導や評価の補
助、児童生徒との交流活動な
どを行うため、英語指導助手
（ALT）を配置します。
●ICT機器の活用推進や情報セ
キュリティ対策等のため、専
門的な知識を有するICT支援員
を配置します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 8

 ・事業方針
 ・概要

・児童生徒及び教職員への学校運営上必要な費用を負担
することで充実した学習環境を整えます。事業名 小・中学校教育振興事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 ー 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 対象となる保護者への支給割合
目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 39.8 予算額 45.4 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●特別支援学級に在籍す
る児童生徒の日常生活や
学習上の支援を行うため
に、特別支援学級支援員
を配置します。
●特別支援学級に在籍す
る児童生徒の保護者に対
し、経済的な援助（特別
支援教育就学奨励費の支
給）をします。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 特別支援教育就学奨励費負担金等及び要保護児童生徒援助費補助金交付要綱 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No 9

 ・事業方針
 ・概要

・特別支援学級に在籍する児童生徒をサポートするために、特別支援
学級支援員を配置します。
・特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し、経済的な援助を
します。

事業名 小・中学校教育支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 一人当たりの年間平均学校図書貸出冊数
目標値 40冊 40冊 40冊 40冊 40冊

（単位：百万円） 予算額 29.3 予算額 31.7 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●【学級支援員】通常の
学級に在籍する発達障害
等のある児童生徒をサ
ポートするため、個に応
じたきめ細やかな支援を
行います。
●【読書活動推進員】学
校図書館に読書や学習活
動を支援し、幅広い視野
を持った心豊かな児童生
徒を育成します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 10

 ・事業方針
 ・概要

・学習環境をサポートするため、通常学級に学級支援員を配置しま
す。
・学校図書室の蔵書整理など、貸出環境の整備をするため、読書活動
推進員を配置します。

事業名
小・中学校学習環境サポート・読書
活動推進事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 ー 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

11

未定未定 未定

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 学校保健法 担当課 総務学事課
関連する計画 ー

総合戦略
事業No

 ・事業方針
 ・概要

・児童生徒及び教職員の健康診断や就学時健康診断を実施します。
・環境衛生検査を実施します。
・怪我等に対応するため、日本スポーツ振興センター共済や全国市長
会賠償保険に係る事務を行います。

事業名 学校保健事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●児童生徒及び教職員
の健康診断や就学時健
康診断を実施します。
●環境衛生検査を実施
します。
●怪我等に対応するた
め、日本スポーツ振興
センター共済や全国市
長会賠償保険に係る事
務を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額（単位：百万円） 予算額 19.9 予算額 20.3 予算額 予算額

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 12
 ・事業方針
 ・概要

・大竹市立学校に在籍する児童生徒の保護者が負担する学校給食費を全額免除
します。
・食物アレルギーのために弁当を持参している児童生徒の弁当代に係る費用
や、市外の特別支援学校に通う小中学生の学校給食費を補助します。

事業名 学校給食費支援事業 国土強靭化

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 大竹市学校給食費条例施行規則、大竹市学校給食食物アレルギー対応補助金交付要綱、特別支援学校通学
児童等学校給食費支援事業補助金交付要綱 担当課 総務学事課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●対象となる児童生徒
の学校給食費を無償化
します。
●申請のあった児童生
徒の弁当代や学校給食
費を補助します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 84.9 予算額 32.1 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額 決算額

事業指標 対象者への支援割合
目標値 ー 100% 100% 100% 100%
実績値

評価
 (成果・課題)

決算額

予算額 未定

関連する計画 ー
総合戦略 ○

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-1 子どもの学びと成長を支える教育の充実】 根拠法令等 学校給食法、食育基本法 担当課 総務学事課
関連する計画 大竹市食育推進計画

総合戦略 ○
事業No 13

 ・事業方針
 ・概要

・児童生徒の健全な成長を促すための学校給食を給食センターで調理し、市内小中学校へ
配送します。
・給食センターを維持管理します。
・児童生徒が食に関わる知識を身につけ、生活の中で実践できるよう、家庭・地域と一体
となって食育を推進します。

事業名
給食センター運営事業
（食育推進事業を含む）

国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●学校給食に係る給食管理業務は
市が行い、給食の調理・配送業務
は民間業者へ委託して実施しま
す。
●給食センター施設の維持管理を
行います。（今年度は照明設備を
LED照明に更新します。）
●学校給食を食育の教材として活
用し、地産地消等に取り組むとと
もに、食文化の継承や郷土への愛
着を深めるため学校給食献立年間
計画を作成し取り組みます。
●家庭・地域を対象に学校給食を
活用した食に関する取組を行いま
す。

●学校給食に係る給食管理業務は市
が行い、給食の調理・配送業務は民
間業者へ委託して実施します。
●給食センター施設の維持管理を行
います。
●配送車２台のうち老朽化した１台
を更新します。
●学校給食を食育の教材として活用
し、地産地消等に取り組むととも
に、食文化の継承や郷土への愛着を
深めるため学校給食献立年間計画を
作成し取り組みます。
●家庭・地域を対象に学校給食を活
用した食に関する取組を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 246.6 予算額 249.2 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 家で家族の人と一緒に、または一人で料理を作ることが出来る児童生徒（小学５年生、中学２年生）の割合（大竹市「食に関する実態調査」）

目標値 ８０％以上 ８０％以上 ８０％以上 ８０％以上 ８０％以上

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 未定
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 16人 18人 20人 22人 24人

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●中学生交歓交流事業
を実施します。
●ジュニアリーダー育
成事業を実施します。
●青少年問題協議会等
を運営します。
●市民のつどい等を実
施します。
●市PTA連合会事務局
を運営します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定 予算額 未定

根拠法令等 ー 担当課 生涯学習課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No 1

 ・事業方針
 ・概要

・青少年の人材育成や幅広い分野で構成された体制を構
築し青少年問題対策に向けた活動を行います。事業名 青少年育成事業 国土強靭化

0.1以下の事業は
一律0.1とする

1　教育・文化

【1-2 未来を担う青少年の健全な育成】

事業指標 ジュニアリーダー参加者数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 2.4 予算額 2.8 予算額 2.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
４０教室以上 ４０教室以上

予算額 87.0 予算額 87.0
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 おおたけっ子らんらんカレッジの教室数

（単位：百万円） 予算額 85.8 予算額 87.0 予算額 87.0

目標値 ４０教室以上 ４０教室以上 ４０教室以上

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●放課後子ども教室事
業を実施します。
●おおたけっ子らんら
んカレッジ事業を実施
します。
●あすなろ児童クラ
ブ、みどり児童クラ
ブ、ひかり児童クラブ
の運営を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

担当課 生涯学習課
関連する計画 子ども・子育て支援事業計画

総合戦略 ○
事業No 2

 ・事業方針
 ・概要

・学校運営協議会と連携して地域学校協働本部で子ども
の居場所を創出します。
・放課後児童クラブの運営を行います。

事業名
学校連携・子どもの居場所づくり事
業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-2 未来を担う青少年の健全な育成】 根拠法令等 ー
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値

（単位：百万円） 予算額 48.5 予算額 44.7 予算額 44.7

目標値

決算額 決算額 決算額

関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・利用者の安全で快適な利用環境を確保するため、生涯
学習課が所管する社会教育施設等を維持管理します。事業名 社会教育施設等維持管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●生涯学習課が所管す
る総合市民会館（総合
体育館含む）、図書
館、大竹会館、公民館
などの社会教育施設等
の維持管理を行ないま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 各社会教育施設等の設置及び管理条例・同施行規則 担当課 生涯学習課

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 44.7 予算額 44.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標

決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 53講座 56講座 59講座 62講座 65講座

事業指標 公民館などで開催する年間講座数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 3.5 予算額 3.2 予算額 3.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●社会教育委員会議を開
催します。
●公民館講座等を実施し
ます。
●公民館祭りを実施しま
す。
●大竹市文化協会への支
援を行い、文化際等を実
施します。
●二十歳のつどいを実施
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 3.2 予算額 3.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 社会教育法、生涯学習グループ活動実施要綱 担当課 生涯学習課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No 2

 ・事業方針
 ・概要事業名 生涯学習推進事業 国土強靭化

・地域社会のニーズを踏まえた社会教育講座等を行います。
・生涯学習の支援･育成を行うとともに学習発表の場を提供し
ます。

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値 40% 100%

予算額 ー 予算額 ー（単位：百万円） 予算額 563.5 予算額 846.0 予算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●令和6年度に引き続き
設計を行い、建設工事
に着手します。

●令和7年度に引き続き
建設工事を行います。
新施設は令和9年3月か
ら供用開始予定です。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画、玖波地域交流施設基本構想・基本計画
総合戦略 ○

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・公共施設集約化などの方針を踏まえ、老朽化した玖波公民館の安全
対策、地域住民の交流機能の強化、利用者の利便性の向上のため、玖
波公民館とコミュニティサロン玖波を統合した新たな地域交流施設
「玖波交流館」を整備します。

事業名 玖波交流館整備事業 国土強靭化 ○

事業指標 玖波交流館の建設工事進捗率　※予定工期を15か月とし各年度の月数で割合を算出。

ー

実績値

評価
 (成果・課題)

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 ー 担当課 生涯学習課

決算額決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

根拠法令等 社会教育法、大竹市総合市民会館条例・同施行規則

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 4

 ・事業方針
 ・概要

・総合市民会館（総合体育館・中央公民館・老人福祉センター）
を管理し、利用者の安全で快適な利用環境を確保することで、市
の文化・スポーツの振興と市民の福祉の増進を図ります。事業名 総合市民会館管理事業 国土強靭化 ○

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 66.8 予算額 49.1 予算額 49.1 予算額 49.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値
実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 49.1

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】

【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。
〔主な工事など〕
・屋外受電設備改修工
事
・総合体育館ステージ
上部防水改修工事

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 大竹会館条例・同施行規則 担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 5

 ・事業方針
 ・概要

・大竹会館（アゼリアおおたけ）を管理し、利用者の安全で快適
な利用環境を確保することで、市民にゆとりとふれあいの場を提
供し、豊かな生活の確立と地域の連帯を図ります。事業名 大竹会館管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。
〔主な工事など〕
・照明設備LED化工事

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 34.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 50.5 予算額 34.6 予算額 34.6 予算額 34.6

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 玖波交流館設置及び管理条例（予定）・同施行規則（予定） 担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 6

 ・事業方針
 ・概要

・令和9年3月開館予定の玖波交流館を管理し、利用者の安全で快適な利用
環境を確保することで、市民にゆとりとふれあい、交流の場を提供し、教
養の向上、豊かな生活の確立及び地域の連帯を図ります。事業名 玖波交流館管理事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。
※令和9年3月1日開館予
定です。

●前年度の取組を継続
します。
●ソフト事業（国補助
事業）として玖波交流
館を拠点に玖波地区の
地域活性化に寄与する
取組を企画・実施しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

（単位：百万円） 予算額 予算額 1.9 予算額 26.4 予算額 26.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 24.4

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画
総合戦略

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・地域住民の教養の向上、健康の増進などを図り、生活文化の
振興、社会福祉を増進するため、玖波公民館を管理し、利用者
の安全で快適な利用環境を確保します。事業名 玖波公民館管理事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。
※玖波交流館の整備に
伴い、現在の施設は令
和8年7月末をもって廃
止します。

（単位：百万円） 予算額 11.5 予算額 4.8 予算額 予算額
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値
実績値

評価
 (成果・課題)

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 社会教育法、大竹市立公民館設置及び管理条例・同施行規則、大竹市立公民館使用条例・同施行規則 担当課 生涯学習課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

予算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 社会教育法、大竹市立公民館設置及び管理条例・同施行規則、大竹市立公民館使用条例・同施行規則 担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 8

 ・事業方針
 ・概要

・地域住民の教養の向上、健康の増進などを図り、生活文化の
振興、社会福祉を増進するため、栄公民館を管理し、利用者の
安全で快適な利用環境を確保します。事業名 栄公民館管理事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 11.8 予算額 12.6 予算額 12.6 予算額 12.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 12.6
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業は
一律0.1とする

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 4.4点 4.4点 4.5点 4.5点 4.5点

事業指標 市民1人あたりの図書等貸し出し点数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 9.8 予算額 9.8 予算額 9.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●図書・資料の確保
し、貸出サービスを行
います。
●レファレンス（図書
資料を基にした調べ物
サポート）サービスを
提供します。
●集会行事を実施しま
す。（おはなし会な
ど）

●前年度の取組を継続
します。

予算額 9.8 予算額 9.8

関連する計画 大竹市子どもの読書活動推進計画

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・利用者のニーズに応えられる図書・資料の確保、貸出サービ
ス、レファレンスサービス、読書推進活動に取り組みます。事業名 図書館運営事業

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 図書館法、大竹市立図書館条例・同施行規則 担当課 生涯学習課

総合戦略 ○

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

国土強靭化

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 図書館法、大竹市図書館条例・同施行規則 担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 10

 ・事業方針
 ・概要

・市民の教養の増進や調査研究・レクリエーションなどを促進
するため、市立図書館を管理し、利用者の安全で快適な利用環
境を確保します。事業名 図書館管理事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の維持管理を行
います。
●ギャラリーの使用受
付・許可を行います。

●前年度の取組を継続
します。
〔主な工事など〕
・エントランス改修工事

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 39.1 予算額 47.7 予算額 42.7 予算額 42.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 42.7

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等 大竹市自然の家やさか設置及び管理条例・同施行規則 担当課 生涯学習課
関連する計画 大竹市公共施設等総合管理計画

総合戦略
事業No 11

 ・事業方針
 ・概要

・児童生徒などを中心にした、豊かな自然環境のもとでの教育活動の
促進を図るため、集団宿泊研修施設「自然の家やさか」を管理し、利
用者の安全で快適な利用環境を確保します。事業名 自然の家やさか管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額

事業指標
目標値
実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 4.8 予算額 4.9 予算額 4.9 予算額 4.9
0.1以下の事業は
一律0.1とする

予算額 4.9

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

国土強靭化

1　教育・文化

【1-3 生きがいと創造性を育む生涯学習・社会教育の推進】 根拠法令等

関連する計画

事業No 12
 ・事業方針
 ・概要

・観光レクリェーション客の増大及び交流を図り、活力ある地域社会の形成及び青少年の
健全育成のため、集団宿泊研修施設「海の家あたた」及び旧安芸白石航路標識事務所を活
用し航路標識としての灯台に対する市民の理解と愛着を深めるための施設「灯台資料館」
を管理し、利用者の安全で快適な利用環境を確保します。

事業名 海の家あたた管理事業

大竹市海の家あたた設置及び管理条例・同施行規則 担当課 生涯学習課

大竹市公共施設等総合管理計画
総合戦略

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の使用受付・許
可を行います。
●施設の維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 10.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

（単位：百万円） 予算額 10.0 予算額 10.8 予算額 10.8 予算額 10.8

評価
 (成果・課題)

事業指標
目標値
実績値
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

目標値 77 77 77 78 79

予算額 19.1 予算額 19.1

【事業計画】または【事業実績】

●市内スポーツ団体やスポー
ツ推進委員と連携し、各種ス
ポーツ大会・教室・体験イベ
ント（市直営事業、市スポー
ツ協会委託事業、市総合型地
域スポーツクラブ共催事業な
ど）を開催します。
●夏休み時期に小方学園プー
ルを市民に開放します。
●小・中学校の体育施設（グ
ラウンド、体育館など）を地
域のスポーツ団体などに開放
します。

●前年度の取組を継続
します。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 各種スポーツ大会・教室・体験イベントの開催数（市直営事業・委託事業・共催事業の合計）

●前年度の取組を継続
します。
●スポーツ基本法及び
広島県スポーツ推進計
画を踏まえながら、市
の総合的なスポーツ推
進のための計画策定に
取り組みます。

●市内スポーツ団体やスポー
ツ推進委員と連携し、各種ス
ポーツ大会・教室・体験イベ
ント（市直営事業、市スポー
ツ協会委託事業、市総合型地
域スポーツクラブ共催事業な
ど）を開催します。
●夏休み時期に小方学園プー
ルを市民に開放します。
●小・中学校の体育施設（グ
ラウンド、体育館など）を地
域のスポーツ団体などに開放
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 18.3 予算額 19.1 予算額 19.6

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・スポーツ人口の増加や市民の健康増進に加えて、スポーツを通じた
まちの活性化に繋げるため、スポーツ団体などと連携し、担い手の確
保や、多世代がスポーツに触れる機会の充実のための各種事業に取り
組みます。

事業名 スポーツ振興事業 国土強靭化

生涯学習課

1　教育・文化

【1-4 豊かな心身を育むスポーツの推進】 根拠法令等 スポーツ基本法、大竹市立小・中学校体育施設開放事業実施要綱 担当課

予算額

決算額 決算額決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

目標値 450人以上 450人以上 450人以上 450人以上 450人以上

予算額 7.7 予算額 7.7

【事業計画】または【事業実績】

●文化財審議会の運営を行
います。
●文化財の調査・指定・保
存等を行います。
●説明板の設置等により文
化財の周知を行います。
●手すき和紙保存の支援を
行います。
●無形民俗文化財伝承者育
成支援を行います。
●郷土の歴史・文化財等に
関する講座等を開催しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 手すき和紙作業所における体験・見学者数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 9.7 予算額 7.7 予算額 7.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・未指定文化財の調査・指定等を行います。
・文化財等の保存・継承・活用について取り組みます。事業名 文化財保護事業 国土強靭化

生涯学習課

1　教育・文化

【1-5 まちへの愛着と誇りを育む歴史・文化の保存・継承の推進】 根拠法令等 大竹市文化財保護条例・同施行規則 担当課

予算額

決算額 決算額決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 3以上 3以上 3以上 3以上 3以上

事業指標 国際交流協会との連携事業数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 4.2 予算額 4.7 予算額 4.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●国際理解講演会な
ど、国際交流協会との
連携事業を実施しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 4.7 予算額 4.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

1　教育・文化

【1-6 人権と多様性を尊重する社会づくり】 根拠法令等 ー 担当課 企画財政課
関連する計画 ー

総合戦略
事業No 1

 ・事業方針
 ・概要

・他の国の歴史や文化に接する機会などを増やします。
事業名 多文化共生促進事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 10回 10回 10回 10回 10回

事業指標 人権教室の実施回数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 1.0 予算額 0.9 予算額 0.9

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●小学校や保育所などで人権擁
護委員と人権教室を開催しま
す。
●小学校で人権擁護委員と人権
の花運動を行います。
●人権擁護委員による特設人権
相談所を開設します。
●人権（男女共同参画含む。）
に関する講演会などを実施しま
す。
●パートナーシップ宣言制度を
導入します。
●人権啓発物品を作成し、配布
する啓発を行います。

●小学校や保育所などで人権擁
護委員と人権教室を開催しま
す。
●小学校で人権擁護委員と人権
の花運動を行います。
●人権擁護委員による特設人権
相談所を開設します。
●人権（男女共同参画含む。）
に関する講演会などを実施しま
す。
●パートナーシップ宣言制度に
ついて、周知を行います。
●人権啓発物品を作成し、配布
する啓発を行います。

予算額 0.9 予算額 0.9
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 大竹市人権教育・啓発推進指針
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・人権擁護委員などと連携して、一般向けの人権啓発の強化に取り組みます。
・人権擁護委員などと連携して、学校や保育所などでの人権教室を開催しま
す。また、人権に関する講演会、啓発活動、人権相談所の開設を行います。事業名 人権啓発推進事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

1　教育・文化

【1-6 人権と多様性を尊重する社会づくり】 根拠法令等 人権教育及び人権啓発の推進に関する法律 担当課 市民課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
5回 5回

予算額 0.1 予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 男女共同参画啓発活動の実施回数

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

目標値 5回 5回 5回

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市ホームページなど
で、男女共同参画に関
する情報を発信しま
す。
●男女共同参画（人
権）に関する講演会な
どを実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 おおたけ男女共同参画プラン
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・「男女共同参画プラン」により、あらゆる分野に男女が共に参画できる社会
の実現をめざします。
・男女共同参画社会の実現に向けた啓発を行います。市ホームページなどで、
男女共同参画に関する情報を発信します。

事業名 男女共同参画推進事業 国土強靭化

1　教育・文化

【1-6 人権と多様性を尊重する社会づくり】 根拠法令等 男女共同参画社会基本法 担当課 市民課

決算額 決算額 決算額
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２ 産業・雇用

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興 海面漁業漁獲量（過去5年平均） 平均漁獲量（過去5年間）を目標と
して維持を目指します。 3,516t

(R3)
3,500t

(R8)

新規就農者数（累計） 新規就農者の確保を目指します。
0人

(R5)
1人

(R10)

2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振
興

製造業出荷額（年間）（経済センサス、経
済実態調査）

現状の水準維持を目指します。
2,635億円
(R6公表)

2,700億円
(R11公表)

創業支援者件数 認定創業支援等事業計画の目標を設
定しています。 25件

(R5)
40件

(R10)

2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興 市内観光客数（１月～12月） 毎年5%ずつ程度の増加を目指しま
す。 386,462人

(R6公表)
500,000人
(R11公表)

2-4 暮らしの基盤となる雇用促進と労働者・消
費者支援

新規求人数に対する新規求職者数の年間割
合

求人と求職のバランスが取れた状態
を目指します。

1.34倍
(R5)

1倍以上
2倍未満

(R10)

斡旋から解決に至った割合 90％以上の水準を目指します。 85.7％
(R5)

90.0％以上
(R10)

実現したい
まちの姿

●活気ある産業のまち
●多くの人が訪れるまち
●地域経済が元気なまち
●安心して働けるまち

２ 産業・雇用

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 農業振興対策事業 ● 産業振興課

2 農業振興地域整備促進事業 ● 産業振興課

3 水田農業経営所得安定対策等事業 産業振興課

4 経営所得安定対策事業 産業振興課

5 鳥獣被害防止対策支援事業 ● ○ 産業振興課

6 広原農村公園管理事業 産業振興課

7 新規就農者育成総合対策事業 ● 産業振興課

8 農道・水路管理事業 ○ 土木課

9 農道・水路維持補修事業 ○ 土木課

10 農地海岸維持管理事業 ○ 土木課

11 農林振興センター管理運営事業 産業振興課

12 マロンの里管理運営事業 ● ○ 産業振興課

13 林業振興事業 産業振興課

14 造林間伐事業 産業振興課

15 林道維持管理事業、林道橋りょう長寿命化事業 ○ 土木課

16 水産業振興事業、おおたけカキ水産まつり事業 ● ○ 産業振興課

17 漁業経営安定支援事業 産業振興課

1 商工振興事業 ● 産業振興課

2 中小企業経営安定支援事業 ● 産業振興課

3 商店街等振興奨励事業 ● 産業振興課

4 企業立地促進事業 産業振興課

2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興

2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振
興
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２ 産業・雇用

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振
興

5 工業用水道設備維持管理事業 ● 上下水道局

1 憩の森管理事業 産業振興課

2 観光宣伝等事業 ● 産業振興課

3 三倉岳休憩所維持管理事業 ● 産業振興課

1 勤労者生活等支援事業 ● 産業振興課

2 消費生活相談事業 産業振興課

2-4 暮らしの基盤となる雇用促進と労働者・消
費者支援

2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

事業指標 農業生産近代化施設設置事業実施件数
目標値 ー 1件 1件 1件 1件

（単位：百万円） 予算額 0.5 予算額 0.5 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

事業名 農業振興対策事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●各種団体への補助
金・負担金を支出しま
す。
●農業生産近代化施設
設置支援を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・農業関係団体や農業者の経営支援を行います。
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 2.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 多面的機能支払補助金活用団体数
目標値 7地区 7地区 7地区 7地区 7地区

（単位：百万円） 予算額 2.4 予算額 2.4 予算額 2.4 予算額 2.4

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 大竹農業振興地域整備計画、農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
総合戦略 〇

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・農業を営むための整備促進を行います。
事業名 農業振興地域整備促進事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●多面的機能支払補助
金を支出します。
●中間管理機構との農
地の貸し借り等の調整
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 農業経営基盤強化促進法、農業を有する多面的機能の発揮の促進に関する法律 担当課 産業振興課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・水田農業の経営所得安定対策の推進を図ります。
事業名 水田農業経営所得安定対策等事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●営農計画書の配布・
回収、農業共済との調
整を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・経営所得安定対策の推進及び円滑に実施に取り組みま
す。事業名 経営所得安定対策事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹市農業再生協議
会への補助を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 獣類の被害額
目標値 1,449千円 787千円 748千円 710千円 675千円

（単位：百万円） 予算額 8.8 予算額 5.5 予算額 未定 予算額 未定

関連する計画 大竹市鳥獣被害防止計画
総合戦略 〇

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・農地の保全のため有害鳥獣対策に取り組むとともに、農地の
被害防止のための防護柵設置等の支援を行います。また、有害
鳥獣捕獲従事者の確保に取り組みます。事業名 鳥獣被害防止対策支援事業 国土強靭化 〇

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●有害鳥獣駆除の体制整
備を行います。
●被害防除施設設置支援
を行います。
●狩猟免許取得支援を行
います。
●国の鳥獣被害防止総合
対策事業を実施します。
●広島広域都市圏で鳥獣
被害対策の広域対応など
を研究します。

●鳥獣被害対策実施隊を拡
充し、民間人隊員を新たに
任命します。
●被害防除施設設置支援を
行います。
●狩猟免許取得支援を行い
ます。
●国の鳥獣被害防止総合対
策事業を実施します。
●広島広域都市圏で鳥獣被
害対策の広域対応などを研
究します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律、鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のため

の特別措置に関する法律 担当課 産業振興課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●公園の管理（光熱費
ほか）を行います。
●公園の修繕を実施し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・広原農村公園の維持管理を行います。
事業名 広原農村公園管理事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●地域計画の農業の担
い手となる新規就農者
への支援を行います。
●農業研修参加負担金
を支出します。
●地域計画に基づく地
域との協議の場で農業
の担い手の確保に取り
組みます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 農業経営基盤強化促進法 担当課 産業振興課

関連する計画 農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想
総合戦略 〇

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・農業の担い手となる農業者の必要な支援に取り組むとともに、作成
した地域計画を各地区と話し合いながら随時変更していきます。ま
た、農業研修の参加負担金を負担することで研修に参加しやすい環境
を整えます。

事業名 新規就農者育成総合対策事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 9.0
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 事業の啓発回数（市広報、市HP、地域との協議の場、就農相談）
目標値 4回 4回 4回 4回 4回

（単位：百万円） 予算額 9.0 予算額 9.0 予算額 9.0 予算額 9.0

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 8

事業名 農道・水路管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内に設置の樋門等（玖波新
開、中市井堰、大竹会館、大樋
筋、南栄3丁目、立戸地区堰
板）の年間管理を住民・業者に
委託することにより管理を行い
ます。
●市内の農道（上大河原、秋
葉、松ケ原、阿多田農道）の草
刈りを地元自治会等に委託する
ことにより管理を行います。
●民有地内一部にある農業用水
路（油見）を所有者から借上げ
することにより管理を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 2.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 2.6 予算額 2.6 予算額 2.6 予算額 2.6

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

 ・事業方針
 ・概要

・農業用施設の維持管理を行い現状の機能を保持します。
・農道の草刈り、民有地内にある市管理水路の借上契約、市内の
樋門管理を行います。

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●パトロールや住民から
の要望を受け現地確認を
行い、総合的な維持管
理を行います。
また、地域ごとに農業委
員や自治会長と協働し
て、修繕・工事箇所の抽
出と優先箇所を決定し、
修繕を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●パトロールや住民から
の要望を受け現地確認を
行い、総合的な維持管
理を行います。
また、地域ごとに農業委
員や自治会長と協働し
て，修繕・工事箇所の抽
出と優先箇所を決定し、
修繕を行います。
●農道橋りょうの定期点
検を実施します。

●パトロールや住民から
の要望を受け現地確認を
行い、総合的な維持管
理を行います。
また、地域ごとに農業委
員や自治会長と協働し
て，修繕・工事箇所の抽
出と優先箇所を決定し、
修繕を行います。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

関連する計画 大竹市橋梁長寿命化修繕計画
総合戦略

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・農道･農水路の機能を維持します。
・農道･水路の維持修繕を行います。
・農道橋りょうの長寿命化を図ります。事業名 農道・水路維持補修事業 国土強靭化 ○

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 令和7年度からの農道･農水路の修繕件数(累計)
目標値 10件 20件 30件 未定 未定

（単位：百万円） 予算額 7.0 予算額 6.6 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●必要に応じて農地海
岸保全施設補修工事等
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・広島県分権改革推進計画により，平成23年4月1日から大竹市
が農地海岸（大竹海岸阿多田地区）の移管を受けている。海岸
施設の維持管理を行います。事業名 農地海岸維持管理事業 国土強靭化 ○

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●農林振興センターの
管理（光熱費や警備委
託ほか）を行います。
●老朽箇所の修繕を実
施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・農林振興センターの管理運営を行います。
事業名 農林振興センター管理運営事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 2.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 1.6 予算額 2.3 予算額 2.3 予算額 2.3

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●指定管理者の選定及
び運営管理を行いま
す。
●老朽化に伴う大規模
改修工事を実施しま
す。
●その他安定した運営
のための維持管理を行
います。

●指定管理者の選定及
び運営管理を行いま
す。
●安定した運営のため
の施設の維持管理及び
魅力向上につながる事
業を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 12
 ・事業方針
 ・概要

・マロンの里の指定管理者を選定し、都市と農村の交流
を通じて地域農業の活性化を図ります。事業名 マロンの里管理運営事業 国土強靭化 〇

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 16.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 マロンの里直売所への出荷者数
目標値 47人 47人 47人 47人 47人

（単位：百万円） 予算額 236.2 予算額 16.4 予算額 16.4 予算額 16.4

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●関係団体へ会費、負
担金を拠出します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 13
 ・事業方針
 ・概要

・林業振興のため、関係団体へ会費、負担金を支出しま
す。事業名 林業振興事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●分収林の森林整備等
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 14
 ・事業方針
 ・概要

・玖波財産区で締結した分収林契約に基づき人工林の整
備等を行います。事業名 造林間伐事業 国土強靭化

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.5 予算額 0.5 予算額 0.5 予算額 0.5

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

予算額 0.5

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

関連する計画 林道施設個別施設計画（橋梁）
総合戦略

事業No 15
 ・事業方針
 ・概要

・林道の機能を維持します。
・林道施設の維持修繕を行います。
・林道橋りょうの長寿命化を図ります。事業名

林道維持管理事業
林道橋りょう長寿命化事業

国土強靭化 ○

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 令和7年度からの林道の修繕・補修件数(累計)
目標値 1件 2件 未定 未定 未定

（単位：百万円） 予算額 1.7 予算額 7.9 予算額 未定 予算額 未定

実績値

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●小栗林林道・松ケ原
奥谷尻林道・立戸山林
道の補修工事を行いま
す。

●可能な範囲で修繕を
行いつつ機能維持を図
ります。
●定期点検（5年に1
回）を実施します。
（全１１橋）

●可能な範囲で修繕を
行いつつ機能維持を図
ります。
●点検結果を踏まえて
測量設計業務を行いま
す。

●可能な範囲で修繕を
行いつつ機能維持を図
ります。
●点検結果を踏まえて
補修工事を行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

28回

根拠法令等

関連する計画

（単位：百万円）
0.1以下の事業は
一律0.1とする

ー
ー

予算額 2.2 2.2

【事業計画】または【事業実績】

●種苗放流支援を行い
ます。
●あたたハマチｔｏレ
モンのPRを行います。
●おおたけカキ水産ま
つりの実施を支援し大
竹市の水産物をＰＲし
ます。

【事業計画】または【事業実績】

16

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

2.2

担当課 産業振興課

評価
 (成果・課題)

水産物のイベント等でのPR回数

実績値
目標値

事業指標
30回 30回29回28回

3.0

主な
事業内容

事業No

事業名
水産業振興事業
おおたけカキ水産まつり事業

国土強靭化

総合戦略 〇

〇
 ・事業方針
 ・概要

・種苗の放流や水産基盤整備により漁獲量や魚価の向上を図ります。
・おおたけ水産GOGO市などのイベント等を活用して大竹市の水産物のPR
を図ります。
・生産者と連携してあたたハマチｔｏレモンの販路維持を図ります。

●種苗放流支援を行い
ます。
●海域漁場調査を行い
ます。
●あたたハマチｔｏレ
モンのPRを行います。
●おおたけカキ水産ま
つりの実施を支援し大
竹市の水産物をＰＲし
ます。

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

2.2予算額 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

予算額 29.6 29.6 29.6

事業指標
目標値

２ 産業・雇用
【2-1 自然の恵みを生かした農林水産業の振興】 根拠法令等 漁業災害補償法、漁船損害等補償法 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 17
 ・事業方針
 ・概要

・漁業者に対して経営支援を行うとともに、カキ種苗の
安定化を図ります。事業名 漁業経営安定支援事業 国土強靭化

決算額

漁業共済及び漁船保険加入割合
100% 100% 100% 100% 100%

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●県内関係自治体で広島
かき種苗安定強化事業へ
参加します。
●漁業共済加入奨励のた
め補助金を支出します。
●漁船保険、船主責任保
険加入奨励のため補助金
を支出します。
●漁業者が融資を受けや
すいような融資資金預託
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

29.5 29.6

決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 5件 5件 5件 5件 5件

事業指標 中小企業融資新規貸付件数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 178.6 予算額 24.5 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●産業振興奨励金の交付
を行います。
●産業振興審議会を実施
します。
●中小企業融資審査会を
実施します。
●キャッシュレス推進事
業(キャッシュレス講座)
を実施します。
●物価高騰対策臨時消費
対策事業を実施します。

●産業振興奨励金の交
付を行います。
●産業振興審議会を実
施します。
●中小企業融資審査会
を実施します。

予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

２ 産業・雇用
【2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興】 根拠法令等 大規模小売店舗立地法、大竹市産業振興奨励条例、大竹市附属機関設置に関する条例 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・産業振興審議会や中小企業融資審査委員会、大規模小売店舗立地協議会など
の運営を行います。また、固定資産税課税標準額に応じた産業振興奨励金の交
付や物価高騰対策としての消費喚起事業やキャッシュレスなどの商工業におけ
るデジタル化の推進を行います。

事業名 商工振興事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 25件 25件 25件 25件 25件

事業指標 中小企業人材育成事業補助件数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 188.4 予算額 187.5 予算額 187.5

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●中小企業融資を実施します。
●セーフティネット保証の認定
を行います。
●中小企業の人材育成及び人材
確保に取り組みます。
●地域経済活性化事業補助金の
交付(①商品開発･改良、②販路
拡大、③創業支援、④商品開発
改良の継続事業、⑤販路開拓)
●中小企業相談を実施します。
●動向調査、需要開拓、地域経
済活性化のための取組を行いま
す。

●中小企業融資を実施します。
●セーフティネット保証の認定
を行います。
●中小企業の人材育成及び人材
確保に取り組みます。
●地域経済活性化事業補助金の
交付(①商品開発･改良支援、②
販路拡大支援、③創業支援など)
●中小企業相談を実施します。
●大竹商工会議所などの中小企
業支援団体に補助金を交付しま
す。

予算額 187.5 予算額 187.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 経営発達支援計画、同意導入促進基本計画、認定創業支援等事業計画
総合戦略 〇

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・関係機関との連携を強化し、中小企業の実態や課題、ニーズを的確に把握しながら、効果的な
施策を検討し、実施します。
・創業希望者に対し、経営･財務･人材育成･販路開拓などの創業支援を行います。
・中小企業の経営の維持･発展のための商品開発、販路拡大、経営相談や融資などの支援事業を行
います。

事業名 中小企業経営安定支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

２ 産業・雇用
【2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興】 根拠法令等 中小企業等経営強化法、産業競争力強化法、大竹市中小企業融資資金条例 担当課 産業振興課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 1件 1件 1件 1件 1件

事業指標 商業活性化事業実施件数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 2.5 予算額 2.9 予算額 1.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●商業活性化事業補助
金の交付を行います。
●商業共同施設管理事
業補助金の交付を行い
ます。
●大竹市商店街連合会
補助金の交付を行いま
す。

●商業活性化事業補助
金の交付を行います。
●商業共同施設管理事
業補助金の交付を行い
ます。

予算額 1.8 予算額 1.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・新たな社会環境に適応した個性的で魅力ある商店などの創出に向けて、関係
機関と連携して支援を行います。
・商店街などの団体が実施する事業に対して経費の一部を助成する事業や、共
同設置した施設の維持管理に要する経費の一部を助成します。

事業名 商店街等振興奨励事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

２ 産業・雇用
【2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値

評価
 (成果・課題)

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.4 予算額 0.4

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●加盟する次の関係団
体の負担金を支出しま
す。
・ひろしま産業振興機
構
・広島県企業立地推進
協議会
・日本貿易振興機構

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・効率的な情報収集・提供等により各種企業を誘致するため、
国・県等関係団体に加盟します。事業名 企業立地促進事業 国土強靭化

２ 産業・雇用
【2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

予算額 0.4 予算額 0.4
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

２ 産業・雇用
【2-2 地域経済の元気と成長を支える商工業の振興】 根拠法令等 工業用水道事業法 担当課 工務課

関連する計画 大竹市工業用水道事業経営戦略
総合戦略 ○

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・施設の老朽化に伴う更新費用の増加を踏まえながら、管路のダウンサイ
ジングを含め効率的な施設の改良･更新･耐震化に取り組みます。
・「大竹市工業用水道事業経営戦略｣及び「大竹市工業用水道施設更新計
画」に基づき、施設の改良･更新を行います。

事業名 工業用水道施設更新事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●受水企業に安定供給
できるよう、工業用水
道施設の改築更新を行
います。
●旧第2期工業用水道管
理棟の電気設備更新工
事（直流電源盤ほか）
を行います。

●受水企業に安定供給で
きるよう、工業用水道施
設の改築更新を行いま
す。
●防鹿水源地のデータロ
ガ装置更新を行います。
●旧第2期工業用水道管
理棟の電気設備更新工事
（現場操作盤ほか）を行
います。

●前年度の取組を継続
します。
●旧第1期工業用水道管
のダウンサイジングで
の更新設計を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 40.1 予算額 39.8 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 給水の制限又は停止を行った件数（工事・天災地変などやむを得ない場合を除く。）
目標値 0件 0件 0件 0件 0件

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 未定

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値

評価
 (成果・課題)

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 1.1 予算額 1.1 予算額 1.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●清掃等業務の委託を
行います。
●老朽化対策や修繕を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 1.1 予算額 1.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

２ 産業・雇用
【2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・市民の保健、休養のための場の提供として、憩の森の
管理を行います。事業名 憩の森管理事業 国土強靭化

決算額 決算額

憩の森の利用者数
4,000人 4,000人 4,000人 4,000人 4,000人

決算額

事業指標

実績値

決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値 2件 2件 2件

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 大竹生まれ商品新規登録件数

（単位：百万円） 予算額 7.0 予算額 20.0 予算額 12.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●観光振興計画の基礎調査を
実施します。
●観光パンフレットを増刷し
ます。
●大竹生まれ商品及びふるさ
と納税返礼品のＰＲを行いま
す。
●三倉岳県立自然公園におけ
るイベントを開催します。
●広島・宮島・岩国地方観光
連絡協議会や商工会議所等と
協力し市内飲食店や企業等PR
します。

●観光振興計画を策定します。
●観光振興計画策定の参考とする
ため県の宿泊税交付金を活用し
て、ＦＡＭツアー（旅行会社等を
招待して市の観光地を巡り意見を
もらう事業）を実施する予定で
す。
●大竹生まれ商品及びふるさと納
税返礼品のＰＲを行います。
●三倉岳県立自然公園におけるイ
ベントを開催します。
●広島・宮島・岩国地方観光連絡
協議会や商工会議所等と協力し市
内飲食店や企業等PRします。

●観光振興計画に基づき事業
を実施します。
●観光パンフレットを改訂し
ます。
●大竹生まれ商品及びふるさ
と納税返礼品のＰＲを行いま
す。
●三倉岳県立自然公園におけ
るイベントを開催します。
●広島・宮島・岩国地方観光
連絡協議会や商工会議所等と
協力し市内飲食店や企業等PR
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・観光振興計画策定に取り組みます。
・関係機関や広域都市圏と連携した市内の観光資源や観光ルートの開発促進、
魅力発信などに取り組みます。
・｢大竹生まれ商品登録制度｣に登録された商品のPRに取り組みます。

事業名 観光宣伝等事業 国土強靭化

２ 産業・雇用
【2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興】 根拠法令等 観光立国推進基本法、ひろしま観光立県推進基本計画 担当課 産業振興課

決算額 決算額 決算額

2件 2件

予算額 12.0 予算額 12.0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

２ 産業・雇用
【2-3 にぎわいと交流を生む観光の振興】 根拠法令等 自然公園法、広島県立自然公園条例、大竹市三倉岳県立自然公園休憩所設置及び管理条例 担当課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・三倉岳県立自然公園の優れた自然の風景を保護しつ
つ、公園の利用を促進します。
・公園利用者の利便性の向上を図ります。

事業名 三倉岳休憩所維持管理事業 国土強靭化

評価
 (成果・課題)

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●休憩所の維持管理
（簡易な修繕を含
む。）を行います。
●公園利用者数調査を
実施します。
●公園利用者の利便性
向上のための物販等を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

2.6 予算額 2.6 予算額 2.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

実績値

予算額 2.6

事業指標 三倉岳県立自然公園観光客数
目標値 26,000人 27,000人 28,000人 29,000人 30,000人

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

（単位：百万円） 予算額 2.4 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

産業振興課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値 5件 5件 5件 5件 5件

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 120.0 予算額 120.0 予算額 120.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●労働金庫の自治体提
携融資制度を実施しま
す。
●地区労働祭への補助
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 120.0 予算額 120.0

２ 産業・雇用
【2-4 暮らしの基盤となる雇用促進と労働者・消費者支援】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・働きやすい環境づくりに向けて、関係機関と連携して、勤労者の支
援や、働き方改革などの啓発に取り組みます。
・勤労者の福祉向上を目的とした労働祭への補助や、労働金庫への預
託による融資などを行います。

事業名 勤労者生活等支援事業 国土強靭化

評価
 (成果・課題)

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 自治体提携融新規貸付件数

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

予算額 2.5 予算額 2.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 消費生活講座の開催件数

（単位：百万円） 予算額 3.0 予算額 2.5 予算額 2.5

決算額 決算額 決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●消費生活センターの
運営を行います。
●消費者生活講座を実
施します。
●消費生活に係る啓発
グッズ 等を作成します
●迷惑電話防止機能付
電話機等購入費補助事
業を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・消費生活相談員や担当職員の技能向上など、相談体制の充実に取り
組みます。
・消費者へのさまざまな情報の提供や消費者の意識啓発に積極的に取
り組みます。

事業名 消費生活相談事業 国土強靭化

２ 産業・雇用
【2-4 暮らしの基盤となる雇用促進と労働者・消費者支援】 根拠法令等 消費者基本法、消費者安全法 担当課 産業振興課

3回

評価
 (成果・課題)

決算額

3回目標値 3回 3回 3回
実績値
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３ 生活・環境

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

3-1 快適で魅力的な都市空間の創造 生活に必要なインフラ（上下水道、鉄道、バス、道路など）が整い、快
適な生活環境になっていると感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

49.6%
(R6実施)

60.0%
(R11実施)

居住誘導区域内の人口密度 市立地適正化計画の目標を設定していま
す。

34.5人/ha
(R4)

現状維持
(R10)

3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造 生活に必要なインフラ（上下水道、鉄道、バス、道路など）が整い、快
適な生活環境になっていると感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

49.6%
(R6実施)

60.0%
(R11実施)

健全性が保たれている橋りょうの割合 現状の水準維持を目指します。 80.0%
(R5)

80.0%以上
(R10)

3-3 生活を支える公共交通の充実 「目的地までの移動がしやすいまちだと思う」と答えた人の割
合（幸せ実感アンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

39.0%
(R6実施)

50.0%
(R11実施)

3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港の整備 大竹港で取り扱う貨物の量 毎年5％ずつ程度の増加を目指します。 106万t
(R5)

130万t
(R10)

3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備 市営平屋住宅の解体件数(過去5年間） 毎年15件程度の解体を目指します。 90件
(R1～R5)

75件
(R6～R10)

住宅リフォーム補助事業の申請件数 現状の水準維持を目指します。 25件
(R5)

25件
(R10)

3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備 公園など、様々な世代が楽しめる場所があり、居心地がよいと
感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

52.8%
(R6実施)

58.0%
(R11実施)

3-7 暮らしを支える上下水道の整備 生活に必要なインフラ（上下水道、鉄道、バス、道路など）が
整い、快適な生活環境になっていると感じる人の割合（幸せ実
感アンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

49.6%
(R6実施)

60.0%
(R11実施)

水道管路更新延長（累計） 市水道事業経営戦略に沿って設定していま
す。

330m
(R5)

10,000m
(R10)

3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり 「環境美化の取組が進んでおり、まちがきれいで気持ちがい
い」と答えた市民の割合（幸せ実感アンケート）

毎年2％ずつ程度上昇する状態を目指しま
す。

62.4%
(R5実施)

73.0%
(R11実施)

家庭ごみの排出量（１人１日あたり） 市一般廃棄物処理基本計画に沿って算定し
ています。

558g
(R5)

522g
(R10)

森林の間伐、枝打ち、皆伐等の施業面積（累計） 毎年1ha程度の森林整備を目指します。 218.83ha
(R5)

224.0ha
(R10)

3-9 生活環境に配慮した墓地等の管理 管理が適切でない墓地区画数 現状の水準維持を目指します。 0区画
(R5)

0区画
(R10)

実現したい
まちの姿

●快適で暮らしやすいまち
●自然と調和するまち
●楽しさと憩いにあふれるまち
●環境にやさしいまち

３ 生活・環境

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

3-1 快適で魅力的な都市空間の創造 1 地籍再調査事業 ● 監理課

2 大竹駅周辺施設維持管理事業 都市計画課

3 駅前油見線道路整備事業 ● ○ 都市計画課

1 環境維持事業 ○ 土木課

2 道路・橋りょう管理事業 ○ 土木課

3 国道等整備促進事業 ○ 監理課

4 橋りょう等長寿命化事業 ○ 土木課

5 交通安全施設整備事業 あ ○ 土木課

6 道路・橋りょう維持事業 ○ 土木課

7 大竹駅自由通路等維持管理事業 ○ 土木課

8 道路・橋りょう新設、改良事業 ● ○ 土木課

9 県道等整備事業 監理課

3-3 生活を支える公共交通の充実 1 地域公共交通整備事業 ● 市民課

2 玖波駅西口駅舎維持管理事業 市民課

1 漁港施設維持管理事業、漁港施設改良事業 ● ○ 土木課

2 港湾施設の修築・改良事業 監理課

3 港湾施設管理事業【港湾施設管理受託特別会計】 ● ○ 土木課

1 空家対策事業 ● ○ 都市計画課

2 住宅改修等補助事業 ● ○ 都市計画課

3 市営住宅維持管理事業 ○ 都市計画課

4 市営住宅長寿命化事業 ○ 都市計画課

1 公園維持管理事業 ○ 都市計画課

2 大河原公園整備事業 ○ 都市計画課

3 晴海臨海公園維持管理事業 ○ 都市計画課

4 晴海臨海公園整備事業 ● ○ 都市計画課

3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港
の整備

3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の
整備

3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備

3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造
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３ 生活・環境

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

3-7 暮らしを支える上下水道の整備 1 し尿処理事業 環境整備課

2 し尿処理場整備事業（次期し尿受入施設の整備） ○ 環境整備課,上下水道局

3 上水道事業（建設改良事業） ● ○ 上下水道局

4 公共下水道事業（建設改良事業） ● ○ 上下水道局

1 小型合併処理浄化槽設置事業 ○ 環境整備課

2 地域不法投棄対策事業 ● 環境整備課

3 環境衛生推進事業 ● 環境整備課

4 公衆便所維持管理事業 環境整備課

5 地域猫活動等支援事業 環境整備課

6 ごみ処理場維持管理事業 環境整備課

7 可燃ごみ広域処理事業 環境整備課

8 ごみ処理事業 環境整備課

9 ごみ減量化・資源化促進事業 ● 環境整備課

10 環境監視指導事業 ● 環境整備課

11 環境学習事業 ● 環境整備課

12 ひろしまの森づくり事業 ● ○ 産業振興課

13 森林環境税関連森林整備事業 ● ○ 産業振興課

3-9 生活環境に配慮した墓地等の管理 1 市営墓地維持管理事業 ○ 環境整備課

2 斎場管理事業 ○ 環境整備課

3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

（単位：百万円）
0.1以下の事業
は一律0.1とす

３ 生活・環境
【3-1 快適で魅力的な都市空間の創造】

18.0

主な
事業内容

事業No

事業名

1

地籍再調査事業

決算額 決算額

国土調査法、国土調査法施行令、国土調査法施行規則等

●第３調査地区（西栄二丁
目）の地籍調査の成果の認
証手続きを行い、県が認証
した後、成果の写しを法務
局に納めます。
●第４調査地区（西栄一丁
目）の地籍図及び地籍簿案
を閲覧します。
●第５調査地区の現地調査
及び測量を実施します。
●第６調査地区の現地調査
に必要となる地図等の作成
を行います。

18.9

決算額 決算額

国土強靭化

総合戦略 ○

 ・事業方針
 ・概要

・精度の高い地図を作成し、地図混乱地域の解消、土地
の有効活用の促進、公共事業の円滑化などを図るため、
地籍の再調査を実施します。

●第１調査地区（南栄一
丁目）の地籍図及び地籍
簿案の閲覧を実施しま
す。
●第２調査地区（西栄三
丁目の一部）の現地調査
及び測量を実施します。
●第３調査地区（西栄二
丁目）の現地調査に必要
となる地図等の作成を行
います。

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●第４調査地区（西栄一丁
目）の地籍調査の成果の認
証手続きを行い、県が認証
した後、成果の写しを法務
局に納めます。
●第５調査地区の地籍図及
び地籍簿案の閲覧を実施し
ます。
●第６調査地区の現地調査
及び測量を実施します。
●第７調査地区の現地調査
に必要となる地図等の作成
を行います。

未定予算額 予算額

第７次国土調査十箇年計画

予算額 未定 未定

【事業計画】または【事業実績】

●第１調査地区（南栄一丁目）
の地籍調査の成果の認証手続き
を行い、県が認証した後、成果
の写しを法務局に納めます。
●第２調査地区（西栄三丁目の
一部）の地籍図及び地籍簿案の
閲覧を実施します。
●第３調査地区（西栄二丁目）
の現地調査及び測量を実施しま
す。
●第４調査地区（西栄一丁目）
の現地調査に必要となる地図等
の作成を行います。

【事業計画】または【事業実績】

●第２調査地区（西栄三丁目の
一部）の地籍調査の成果の認証
手続きを行い、県が認証した
後、成果の写しを法務局に納め
ます。
●第３調査地区（西栄二丁目）
の地籍図及び地籍簿案の閲覧を
実施します。
●第４調査地区（西栄一丁目）
の現地調査及び測量を実施しま
す。
●第５調査地区の現地調査に必
要となる地図等の作成を行いま
す。

【事業計画】または【事業実績】

担当課 監理課

評価
 (成果・課題)

大竹市域内の不動産登記法第１４条第１項地図の新規整備面積

実績値
目標値

事業指標
0.10㎢ 0.12㎢0.09㎢ー 0.07㎢

根拠法令等

関連する計画

決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-1 快適で魅力的な都市空間の創造】 根拠法令等 ー 担当課 都市計画課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・大竹駅東口・西口駐輪場及び大竹駅東口・西口送迎用
駐車場の維持管理を行います。事業名 大竹駅周辺施設維持管理事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹駅東口・西口駐
輪場及び大竹駅東口・
西口送迎用駐車場の維
持管理を行います。

●大竹駅東口・西口駐
輪場、大竹駅東口・西
口送迎用駐車場及び大
竹駅前交流広場の維持
管理を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 23.3 予算額 19.9 予算額 20.0 予算額 20.00.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 駐輪場・駐車場の利用台数
目標値 1,800台 2,500台 2,500台 2,500台 2,500台

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 20.0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-1 快適で魅力的な都市空間の創造】 根拠法令等 ー 担当課 都市計画課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・大竹駅西側地区において、駅周辺へのアクセスなど住みやすく利便
性の高い生活道路網の形成や、災害時の避難路や延焼防止等の防災機
能を強化するため、都市計画道路「駅前油見線」の整備を進めます。事業名 駅前油見線道路整備事業 国土強靭化 〇

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●都市計画事業として
実施するため、事業認
可を取得します。
●詳細設計を実施しま
す。

（単位：百万円） 予算額 13.0 予算額0.1以下の事業
は一律0.1とす

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】

●用地測量、物件調査
及び一部用地買収を実
施します。

●用地買収及び物件補
償を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●用地買収、物件補償
及び道路整備工事を実
施します。

67.4 予算額 180.0 予算額 180.0

事業指標 駅前油見線道路整備率（事業費ベース）
目標値 2%

決算額 決算額

実績値
11% 37% 62% 88%

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 180.0
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業
は一律0.1とす

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ― 担当課 土木課

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・道路や河川・水路等の土木施設、街路樹等の維持管理により生活環境を維持します。
・パトロールや市民からの要望等に基き土木施設の維持修繕を行います
・業務委託により、市道の環境維持・樹木管理等行います。
・権限移譲に伴い、県道の維持修繕及び樹木管理等行います。

事業名 環境維持事業 国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額

事業指標

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 60.9 予算額 63.0 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市道環境維持業務を
実施します。
●市道樹木管理業務を
実施します。
●環境維持工事・環境
整備工事を実施しま
す。
●動物死骸処理（市
道・県道）等を実施し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定 予算額 未定

実績値
目標値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

道路法 担当課 土木課

0.1以下の事業
は一律0.1とす

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・道路法に基づき、市管理道路台帳やシステムにより道路・橋りょうの管理を行うととも
に、関係機関に対しては道路整備の促進を働きかけます。
・①市道認定や道路拡幅等があった場合に、道路台帳の補正を行います。②アセットマネ
ジメントシステムを利用して橋りょうの維持管理を行います。③関係市町村とともに、関
係機関に対して道路整備促進の要望活動を行います。

事業名 道路・橋りょう管理事業 国土強靭化 ○

目標値 3 6 10 13 16
事業指標 補修が必要な道路のうち補修が完了した箇所数(累計)

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 1.6 予算額 1.4 予算額 1.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●新たな市道認定や道路拡幅
部分について、業者へ委託す
ることにより台帳の図面訂正
等の補正を行います。
●より適切で効率的な管理手
法について、県等の関係機関
と共に検討していきます。
●道路整備促進のため、加入
団体（中国国道協会、日本道
路協会）の総会に参加すると
ともに、国等の関係機関に対
して要望活動を行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 1.4 予算額 1.4

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

総合戦略
事業No 3

 ・事業方針
 ・概要

・早期の完成に向けて地元の協力を得るとともに、事業主体で
ある国や県への要望活動を行う。

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ー 担当課 監理課

事業名 国道等整備促進事業 国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●国道2号、国道186
号、岩国大竹道路の整
備促進（充実強化）を
図るため、期成同盟会
が一体となり、国、
県、国会議員等に対し
て要望活動を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 0.1 予算額 0.10.1以下の事業
は一律0.1とす

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

関連する計画 ー

目標値 100% 100% 100% 100% 100%
事業指標 岩国大竹道路事業に関する事業用地の取得率(事業用地の総面積に対する取得済み用地面積の割合)

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.1 予算額 0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

評価
 (成果・課題)

実績値

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・長寿命化修繕計画等に基づき、5年に1度の定期点検と診断結
果の分析により、メンテナンスサイクルを構築しながら、老朽
化が進む橋りょう･トンネルを計画的に改修･保全します。事業名 橋りょう等長寿命化事業 国土強靭化 ○

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

関連する計画 大竹市橋梁長寿命化修繕計画、大竹市橋梁維持管理計画
総合戦略

目標値 19 23 28

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●橋りょう・トンネル次期
長寿命化計画策定を行いま
す。
●橋梁長寿命化修繕計画や
その他の個別施設計画に基
づき、施設の点検や補修工
事などを行います。
・橋りょう補修設計1橋
・橋りょう補修工事5橋
（城山陸橋補修工事、JR委託工
事含む）
・橋りょう点検業務29橋

●橋梁長寿命化修繕計画
やその他の個別施設計画
に基づき、施設の点検や
補修工事などを行いま
す。
・橋りょう補修工事5橋
（城山陸橋補修工事、JR
委託工事含む）
・橋りょう点検業務31橋

●橋梁長寿命化修繕計画
やその他の個別施設計画
に基づき、施設の点検や
補修工事などを行いま
す。
・橋りょう補修工事4橋
・橋りょう補修設計1橋
・橋りょう点検業務30橋

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 60.0 予算額 60.00.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 補修が必要な橋りょう･トンネルなどのうち補修が完了した箇所数(累計)

（単位：百万円） 予算額 125.0 予算額 496.7 予算額 60.0

決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値
32 36
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ― 担当課 土木課

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・交通安全施設の改修及び維持修繕を行い、安全な交通環境を整備します。
・ガードパイプ、視線誘導標等交通安全施設の整備・修繕、路面標示の引換え
等を行います。
・歩道床版の改修を実施します。

事業名 交通安全施設整備事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●都市計画事業として実施
するため、事業認可を取得
します。
●詳細設計を実施します。
●歩道床版改修工事
歩道床版の改修工事を実施
します。
●交通安全施設等整備工事
必要に応じてガードパイプ
や視線誘導標等交通安全施
設の設置や修繕、路面標示
の引き換え等を実施しま
す。

●歩道床版改修工事
歩道床版の改修工事を
実施します。
●交通安全施設等整備
工事
必要に応じてガードパ
イプや視線誘導標等交
通安全施設の設置や修
繕、路面標示の引き換
え等を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 144.6 予算額 23.6 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額

予算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
【事業計画】または【事業実績】

●一般道路や排水施設，その他付
属施設の補修や冬季の除雪対策等
を行います。
●舗装の個別施設計画に基づき下
記舗装補修工事を行います。
・玖波青木線舗装補修工事（みど
り橋～立戸郵便局間）
・小栗林後原線舗装補修工事（登
里橋～佐古田神社間）
・西栄本町1号線舗装補修工事
（郷水第二踏切～2号線間）
●より適切で効率的な維持手法に
ついて、県等の関係機関と共に検
討していきます。

●一般道路や排水施設、その他付属施
設の補修や冬季の除雪対策等を行いま
す。
●舗装の個別施設計画に基づき下記舗
装補修工事を行います。
・北栄西栄1号線舗装補修工事（西栄2
丁目4番～西栄2丁目13番間）
・西栄南栄1号線舗装補修工事（西栄3
丁目1番～南栄3丁目9番間）
・白石元町2号線舗装補修工事（白石1
丁目19番～白石1丁目10番間）
・次期舗装個別施設計画策定業を行い
ます。（R10 ～R14）
●新たな手法の検討を継続します。
●私道の舗装に係る費用を補助しま
す。（R8 １件該当）

●一般道路や排水施設，その他付属
施設の補修や冬季の除雪対策等を行
います。
●舗装の個別施設計画に基づき下記
舗装補修工事を行います。
・港町3号線舗装補修工事（黒川1丁
目交差点～港町2丁目3番）
・駅前油見線舗装補修工事（大竹駅
西口ロータリー～大竹駅北交差点）
・南栄東栄線舗装補修工事（南栄2
丁目交差点～南栄3丁目4番地）
・木野線舗装補修工事（木野1丁目8
番～木野1丁目9番間）
●新たな手法の検討を継続します。

●一般道路や排水施
設，その他付属施設の
補修や冬季の除雪対策
等を行います。
●次期舗装個別施設計
画より舗装補修工事
（R10 ～R14）3カ所行
います。
●新たな手法の検討を
継続します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 6

 ・事業方針
 ・概要

・日常の道路巡視や舗装路面調査により舗装の個別施設計画作成し、
老朽化が進む道路の舗装を計画的に維持・修繕します。
・計画的な舗装補修及び、適宜必要に応じた道路施設の維持修繕を行
います。

事業名 道路・橋りょう維持事業 国土強靭化 ○

関連する計画 舗装の個別施設計画

予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

（単位：百万円） 予算額 158.3 予算額 165.1

事業指標 補修が必要な道路のうち補修が完了した箇所数(累計)
目標値 3 6 10 13 16

決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額 決算額

予算額 未定

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ー 担当課 土木課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ― 担当課 土木課

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・令和6年度に整備した大竹駅自由通路等（市道認定済み）の道路及
び関連施設の維持管理に取り組みます。
・道路施設（通路、東西口ロータリー）及び関連施設（トイレ、エレ
ベーター）の維持管理を行います。

事業名 大竹駅自由通路等維持管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●道路施設（通路、東
西口ロータリー）及び
関連施設（トイレ、エ
レベーター）の清掃、
点検等を年間通して業
者委託することによ
り、維持管理を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 10.40.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 10.2 予算額 10.4 予算額 10.4 予算額 10.4

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 ― 担当課 土木課

関連する計画 ―
総合戦略 ○

事業No 8
 ・事業方針
 ・概要

・地域のニーズや道路の利用状況などを把握しながら、
安全に課題がある箇所や狭あい道路の改善など、計画的･
効果的な道路整備を行います。

事業名 道路・橋りょう新設、改良事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●安全に課題のある箇所の道路
整備及び小方のまちづくり基本
構想に基ずく道路設計を実施し
ます。
・北栄南栄1号線道路改良詳細
設計
・北栄南栄1号線無電柱化詳細
設計
・玖波29号線用地買収
・白石元町1号線道路改良工事
・小方4号線道路改良工事
・小方まちづくり道路設計等
・小方御園1号線道路改良工事

●安全に課題のある箇所
の道路整備を実施しま
す。
・北栄南栄1号線道路改良
測量設計業務
・玖波29号線用地買収
・本町白石2号線歩道整備
測量設計業務
・北栄南栄１号線（大竹
駅東口前）無電柱化詳細
設計業務

●安全に課題のある箇所
の道路整備を実施しま
す。
・北栄南栄1号線道路改良
工事
・玖波29号線道路改良工
事（廿日市市委託工事）
・本町白石2号線歩道整備
工事
・北栄南栄１号線（大竹
駅東口前）無電柱化工事

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 274.3 予算額 105.8 予算額 90.0 予算額 90.00.1以下の事業
は一律0.1とす 決算額 決算額 決算額 決算額

事業指標 安全に課題がある箇所や狭あい道路を改善した箇所数(累計)
目標値 1 1 2 3 3
実績値

評価
 (成果・課題)

決算額

予算額 60.0
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-2 安全で利便性の高い道路環境の創造】 根拠法令等 広島県建設事業負担金条例 担当課 監理課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・道路法等の法令に基づき定められた広島県建設事業負
担金条例の規定により，本市に利する道路の改修工事等
の県施工事業等に対する負担金を支払うもの

事業名 県道等整備事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●次の地区等について
計画される道路改良事
業等へ負担金を支出し
ます。
・大竹湯来線（玖波地
区）

・市内一円

●次の地区等について
計画される道路改良事
業等へ負担金を支出し
ます。
・大竹湯来線（玖波地
区）
・国道186号（翠橋）
・市内一円

（単位：百万円） 予算額 10.0 予算額 8.5 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 未定

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

 

３ 生活・環境
【3-3 生活を支える公共交通の充実】 根拠法令等 道路運送法、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 担当課

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・市民の移動環境を確保、維持するため、こいこいバス、大竹・栗谷
線バス、坂上線バス、デマンド型乗合タクシーの運行経費を負担し、
谷和、広原地区タクシー運行や阿多田～小方航路の補助を行います。事業名

市民課
関連する計画 大竹市地域公共交通計画

総合戦略 ○

国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】
●定時定路線型バス（こいこいバス、大
竹・栗谷線バス、坂上線バス）の運行を
行います。
●デマンド型乗合タクシーの運行を行い
ます。
●広原、谷和地区等タクシー運行事業の
補助を行います。
●阿多田～小方航路の運航支援を行いま
す。
●こいこいバスの車両を更新します。
●バスＩＣＯＣＡシステムを導入しま
す。
●乗務員確保に向けた取組を推進しま
す。
●デマンド型乗合タクシーの新規導入地
域への支援を行います。
●地域公共交通の利用促進につながる情
報提供を推進します。

●定時定路線型バス（こいこいバ
ス、大竹・栗谷線バス、坂上線バ
ス）の運行を行います。
●デマンド型乗合タクシーの運行を
行います。
●広原、谷和地区等タクシー運行事
業の補助を行います。
●阿多田～小方航路の運航支援を行
います。
●乗務員確保に向けた取組を推進し
ます。
●デマンド型乗合タクシーの新規導
入地域への支援を行います。
●地域公共交通の利用促進につなが
る情報提供を推進します。

地域公共交通整備事業

事業指標 地域公共交通（定時定路線型バス、デマンド型乗合タクシー）の利用者数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 232.9 予算額 153.4 予算額 未定 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす 決算額 決算額 決算額 決算額

目標値 15.8万人 16.2万人 16.6万人 17.0万人 17.4万人
実績値

評価
 (成果・課題)

決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

市民課
３ 生活・環境

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・玖波駅西口の市所有都市施設（駅舎、公衆トイレ、階
段、スロープ等）の維持管理を行う事業名 玖波駅西口駅舎維持管理事業 国土強靭化

評価
 (成果・課題)

実績値

0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

予算額 2.4 予算額 2.4 予算額（単位：百万円） 予算額 2.5 予算額 2.4

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

2.4

【事業計画】または【事業実績】

●玖波駅西口駅舎（ト
イレ、階段、スロープ
等を含む。）につい
て、定期的な清掃、機
械警備等を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

【3-3 生活を支える公共交通の充実】 根拠法令等 ― 担当課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業
は一律0.1とす

３ 生活・環境
【3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港の整備】 根拠法令等 漁港及び漁場の整備等に関する法律 担当課 土木課

関連する計画 水産物供給基盤機能保全計画
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・定期点検結果を踏まえた計画的な修繕、更新により、漁港施設を維持管理し
ます。
・漁港漁場整備法に基づき、漁港施設の整備･維持修繕や水域管理などを行
い、長寿命化を進めます。

事業名
漁港施設維持管理事業
漁港施設改良事業

国土強靭化 〇

決算額 決算額 決算額

事業指標 漁港施設で対策が必要な箇所のうち、改修などに着手した箇所数(累計)

●阿多田・玖波漁港機能保全計
画等により、漁港施設の整備･
維持修繕を行います。
●阿多田漁港漁港機能保全計画
による補修設計業務、及び補修
工事
●玖波漁港漁港機能保全計画に
よる補修設計業務、及び補修工
事
●阿多田漁港本浦中浮桟橋浮
函・渡橋製作工事
●阿多田漁港本浦中浮桟橋浮
函・渡橋設置工事

●阿多田・玖波漁港機能保
全計画等により、漁港施設
の整備･維持修繕を行いま
す。
●阿多田漁港漁港機能保全
計画による補修設計業務、
及び補修工事
●玖波漁港漁港機能保全計
画による補修設計業務、及
び補修工事
●阿多田漁港本浦中浮桟橋
浮函・渡橋設置工事

●阿多田・玖波漁港機能
保全計画等により、漁港
施設の整備･維持修繕を行
います。
●阿多田漁港漁港機能保
全計画による補修設計業
務、及び補修工事
●玖波漁港漁港機能保全
計画による補修設計業
務、及び補修工事

（単位：百万円） 予算額 175.0 予算額 314.5 予算額 250.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田・玖波漁港機能
保全計画等により、漁港
施設の整備･維持修繕を行
います。
●玖波漁港3号防波堤補修
工事
●阿多田漁港本浦西浮桟
橋補修工事
●阿多田漁港本浦中浮桟
橋改良調査設計業務
●漁港灯LED化工事

●阿多田・玖波漁港機能保全
計画等により、漁港施設の整
備･維持修繕を行います。
●阿多田漁港漁港機能保全計
画更新業務
●玖波漁港8号物揚場補修工事
●玖波漁港14号護岸外3施設測
量調査設計業務
●阿多田漁港本浦中浮桟橋浮
函・渡橋製作工事
●阿多田漁港本浦中浮桟橋積
算設計業務

予算額 240.0 予算額 100.0

実績値
目標値 3 4 6 7 9

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港の整備】 根拠法令等 広島県建設事業負担金条例 担当課 監理課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・市の産業基盤の中心部である臨海工業地帯の活力を増大させるため、県
が施工する港湾施設の整備を推進します。
・大竹港への道路の舗装工事や防波堤の補修等に対する負担金の支払を行
います。

事業名 港湾施設の修築・改良事業 国土強靭化

0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標

（単位：百万円） 予算額 200.3 予算額 169.8 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●次の地区等について
計画される整備事業等
へ負担金を支出しま
す。
・大竹港（小方橋橋梁架
替）
・大竹港（小方・飛石地区
再編）
・大竹港（東栄臨港道路）
・大竹港（東栄岸壁補修）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

実績値
目標値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定 予算額 未定

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

3
 ・事業方針
 ・概要

・利用実態に合わせた施設と管理体制の整備について、関係機関と協議しながら取り組み
ます。
・大竹港の管理事務を港湾管理者の広島県から受託しており、港湾施設の維持管理を行い
ます。物流の拡充や渋滞緩和のため、国道2号から大竹港のアクセス道路の早期整備を、
関係機関に働きかけます。

事業名
港湾施設管理事業
【港湾施設管理受託特別会計】

国土強靭化 〇

３ 生活・環境
【3-4 まちの産業と物流を支える港湾・漁港の整備】 根拠法令等 地域再生法 港湾法 広島県港湾施設管理条例 担当課 土木課

関連する計画 地域再生計画（広島湾の歴史遺産と海の幸を世界に向けて発信するみなとづくり計画）

総合戦略 ○
事業No

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹港東栄地区の荷
捌き地の舗装補修を計
画的に進めます。（全
体面積：1,867㎡）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 58.7 予算額 59.4 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 大竹港東栄地区の荷捌き地の舗装補修完了面積の割合
目標値 ー 38% 46% 53% 62%

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

〇

0.1以下の事業
は一律0.1とす

空き家に関する年間相談件数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.9 予算額 1.7 予算額

３ 生活・環境
【3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備】 根拠法令等 空家等対策の推進に関する特別措置法 担当課 都市計画課

関連する計画 大竹市空家等対策計画
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・危険な空き家への対応や危険な空き家にならないための所有者へアドバイスを行います。
・定住促進の観点から、空き家の有効活用を検討します。
・｢空家等対策の推進に関する特別措置法｣に基づき、空き家などの管理の促進と危険な空き家に
対する指導･助言などを行うとともに、可能な範囲で危険な空き家などの除却を促進し、可住地の
確保に努めます。

事業名 空家対策事業 国土強靭化

事業指標
目標値 40 40 40 40 40

未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●適正管理されていな
い危険な空き家への対
応や、危険な空き家に
ならないためのアドバ
イスを行います。
●広島司法書士会と連
携した、空き家問題に
関する啓発活動を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定 予算額 未定

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・大竹市耐震改修促進計画に基づき、市内の住宅や多数の者が利用する建築物の耐震化を
進めます。耐震化の重要性を啓発し耐震診断や耐震改修･住宅リフォーム補助制度の利用
を促進します。
・個人住宅の安全と質の向上、定住促進のため、市内居住者又は予定者に対して、住宅改
修など各対象工事の費用の一部を補助します。

事業名 住宅改修等補助事業 国土強靭化 〇

３ 生活・環境
【3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備】 根拠法令等 建築物の耐震改修の促進に関する法律 担当課 都市計画課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●リフォーム申請件数
の維持等、補助制度の
積極的な利用を進め、
耐震化の促進を図りま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

30件 30件

予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 リフォーム補助事業の年間相談件数

（単位：百万円） 予算額 16.6 予算額 18.9 予算額 未定

目標値 30件 30件 30件

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額

関連する計画 大竹市耐震改修促進計画
総合戦略 〇
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 収納率
目標値 98.50% 98.50% 98.50% 98.50% 98.50%

（単位：百万円） 予算額 76.0 予算額 75.6 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●整備・維持管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・市民の意見やニーズを反映しつつ、整備・維持管理を
行います。事業名 市営住宅維持管理事業 国土強靭化 ○

３ 生活・環境
【3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備】 根拠法令等 公営住宅法 担当課 都市計画課

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

関連する計画 大竹市営住宅等長寿命化計画
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・居住者の早期移転を積極的に促し、市営木造平屋住宅の解体を進めます。
・解体が完了した市営住宅跡地の利活用を検討します。
・｢大竹市営住宅等長寿命化計画｣に基づき、団地別･住棟別の改修工事や
老朽化した市営木造平屋住宅の解体を行います。

事業名 市営住宅長寿命化事業 国土強靭化 〇

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●老朽化した木造市営平
屋住宅の解体及び改修を
実施します。
●白石2号棟配管（ガス・
排水）改修工事
白石3号棟配管（ガス・排
水）改修工事白石4号棟配
管（ガス・排水）改修工
事
白石5号棟外壁等改修工事
平屋住宅解体工事

●老朽化した木造市営平屋
住宅の解体及び改修を実施
します。
●団地別･住棟別の改修工事
を行います。
排水ガス設備改修設計業務
白石3号棟外壁等改修工事
白石4号棟配管（ガス・排
水）改修工事
白石5号棟配管（ガス・排
水）改修工事
平屋住宅解体工事

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 133.0 予算額 144.0 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 市営木造平屋住宅の管理戸数
目標値 111 96 81 66 51
実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

予算額 未定

３ 生活・環境
【3-5 住みよさと安心を生む住環境の整備】 根拠法令等 公営住宅法 担当課 都市計画課

48



令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業指標

0.1以下の事業
は一律0.1とす

公園施設の年間修繕・更新数

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●公園施設の点検を随
時行い、必要な修繕・
更新を行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 28.5 予算額 28.5（単位：百万円） 予算額 35.0 予算額 28.5 予算額 28.5

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

主な
事業内容

〇

30施設 30施設 30施設

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

３ 生活・環境
【3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備】 根拠法令等 都市公園法 担当課 都市計画課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・市民の意見や時代のニーズを反映しつつ、整備・維持
管理を行います。事業名 公園維持管理事業 国土強靭化

目標値 30施設 30施設

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備】 根拠法令等 ー

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●状況を見ながら整備
工事を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・眺望条件や豊かな緑など、その特質を生かした自然環
境に重点をおいた公園として整備を継続する。事業名 大河原公園整備事業 国土強靭化 ○

担当課 都市計画課

目標値

決算額 決算額

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

予算額 0.5 予算額 0.50.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標

（単位：百万円） 予算額 0.5 予算額 0.5 予算額 0.5

決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 32.6 予算額 34.7 予算額 34.7 予算額 34.7

目標値 15.0万人 15.0万人 15.0万人 15.0万人

0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 晴海臨海公園の利用者数

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●公園施設の点検を随
時行い、必要な修繕・
更新を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

３ 生活・環境
【3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備】 根拠法令等 都市公園法 担当課 都市計画課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・市民の意見やニーズを反映しつつ、整備・維持管理を
行います。事業名 晴海臨海公園維持管理事業 国土強靭化 〇

決算額 決算額 決算額 決算額

15.0万人

予算額 34.7

決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-6 楽しさと憩いを提供する公園・緑地の整備】 根拠法令等 都市公園法 担当課 都市計画課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・子どもから大人まで幅広い世代が集える憩いの場所と
なるよう、西側駐車場、四阿、シェルター及び遊具広場
に人工芝を整備します。

事業名 晴海臨海公園整備事業 国土強靭化 〇

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●引き続き西側駐車場
等整備工事を継続しま
す。
●四阿等整備工事を実
施します。
●遊具広場に人工芝を
整備します。

●遊具広場付近の園路
にミストポールを整備
します。

未定 未定 未定

（単位：百万円） 予算額 381.6 予算額 10.1 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 晴海臨海公園の整備率（面積）
目標値 100% 100%

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

予算額 未定
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・市内のし尿（下水道未接続世帯や仮設トイレ）収集を業者委託し実施しま
す。
・下水道施設として整備されたし尿前処理施設の運転及び維持管理に係る経費
を負担し、し尿及び浄化槽汚泥を処理します。

事業名 し尿処理事業 国土強靭化

３ 生活・環境
【3-7 暮らしを支える上下水道の整備】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

【事業計画】または【事業実績】

●市内のし尿（下水道
未接続世帯や仮設トイ
レ）収集を業者委託
し、実施します。

●市内のし尿（下水道
未接続世帯や仮設トイ
レ）収集を業者委託
し、実施します。
●施設の運転及び維持
管理に係る経費を負担
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画
総合戦略

目標値

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

予算額 34.8 34.80.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標

（単位：百万円） 予算額 22.0 予算額 34.8 予算額 34.8 予算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

目標値

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額41.30.2 30.3
85.0 72.0 343.0

【環境整備課】
●第1貯留槽の汚泥を、維持管
理業務受託者へ委託し、可能な
限り現行処理ルートにて下水処
理を実施します。
●残った第1貯留槽の汚泥を、
処理業者へ委託し、撤去及び処
分を行います。
●電線移設工事に着手します。
●新受け入れ施設へのし尿投入
開始。
●既設し尿処理場の解体及び場
内整備工事。

【環境整備課】
●電線移設工事・不燃
物処理場作業員詰所撤
去・場内側溝工事・場
内舗装工事を行いま
す。
●既設し尿処理場の解
体及び場内整備工事の
完成。（事業完了）

予算額
0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標

決算額

 ・事業方針
 ・概要

・下水道施設と一体的に運営･管理できる、最も合理的で効率的な処理方式の
し尿処理施設を整備します。
・し尿及び浄化槽汚泥の処理施設を下水道施設と統合し、共同処理を行うた
め、新たなし尿受入施設を整備します。

事業名
し尿処理場整備事業
（次期し尿受入施設の整備）

国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

【環境整備課】
●翌年度に実施見込み
である第1貯留槽の汚泥
撤去及び処分業務につ
き、入札に向けた準備
を行います。
●し尿受入施設建設工
事を実施します。

３ 生活・環境
【3-7 暮らしを支える上下水道の整備】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課、上下水道局工務課

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画、社会資本整備総合計画
総合戦略

事業No 2

決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

○
事業No 3

 ・事業方針
 ・概要

・｢大竹市水道事業経営戦略｣及び「水道事業管路施設最
適化更新計画」、「大竹市鋳鉄管更新計画」に基づき、
老朽化した施設の更新及び耐震化を行います。

事業名 上水道事業（建設改良事業） 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●老朽化した配水管の
改良工事を行います。
令和７年度の全体改良延長
L=1,535.4ｍ
・元町地内
・南栄二丁目地内
・白石一丁目地内
また、元町地内の一部は、繰越
事業で実施します。

●老朽化した配水管の改
良工事を行います。
令和８年度の全体改良延長
L=820.3ｍ
・玖波地区(1工区）
・西栄三丁目・東栄一丁目地内
・油見一丁目・本町一丁目地内

●大竹配水池更新及び送
水管路改良詳細設計に着
手します。

●前年度の取組を継続
します。
●岩国大竹道路整備事
業に伴い送水管（φ300
×3条）の移設工事に着
手します。

●前年度の取組を継続
します。
●大竹配水池更新工事
及び送水管外更新工事
に着手します。

●前年度の取組を継続
します。
●岩国大竹道路整備事
業に伴う配水管移設工
事を実施します。

（単位：百万円） 予算額 471.4 予算額 529.9 予算額 未定 予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 100家屋以上の区域が半日以上断水する件数（天災地変など止むを得ない場合を除く。）
目標値 0件 0件 0件 0件 0件

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額

予算額 未定

３ 生活・環境
【3-7 暮らしを支える上下水道の整備】 根拠法令等 水道法 担当課 工務課

関連する計画 大竹市水道事業経営戦略、水道事業管路施設最適化更新計画、大竹市鋳鉄管更新計画
総合戦略

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-7 暮らしを支える上下水道の整備】 根拠法令等 下水道法第7条の3 担当課 工務課

関連する計画 大竹市下水道ストックマネジメント計画
総合戦略 〇

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・老朽化した下水道施設に対し、大竹市下水道ストック
マネジメント計画に基づき、下水道処理場等の施設の改
築更新を実施します。

事業名 公共下水道事業（建設改良事業） 国土強靭化 〇

予算額 未定 予算額

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●設備のストックマネ
ジメント計画を変更し
ます。
●処理場設備（搔き寄
せ機械）の更新を行い
ます。

●大竹下水処理場内の
老朽化した下水道施設
（処理場・ポンプ場・
管渠）の改築更新を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 計画期間内における更新率（５年間の予定改築更新事業の実施率）
目標値 12% 36% 56% 82% 100%

（単位：百万円） 予算額 739.2 予算額 976.4 予算額 未定

実績値

決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

○

0.1以下の事業
は一律0.1とす

合併処理浄化槽の新規設置数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 2.7 予算額 2.7 予算額

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 大竹市小型合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱 担当課 環境整備課

関連する計画 生活排水処理基本計画
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・公共下水道や集落排水処理区域以外でも生活排水の適切な処理を進めるため、生活雑排
水の未処理世帯（単独処理浄化槽設置世帯、し尿収集世帯）に対し、合併処理浄化槽への
転換を図るべく、「大竹市小型合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付要綱」に基づき、
合併処理浄化槽設置者（一部の地区）への補助を行います。

事業名 小型合併処理浄化槽設置事業 国土強靭化

事業指標
目標値 2基 2基 2基 2基 2基

2.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●公共下水道や集落排
水処理区域以外におい
て、生活排水の適切な
処理を進めるため、合
併処理浄化槽の普及に
努めます。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 2.7 予算額 2.7

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・市民･関係団体･事業者･市の協働により、不法投棄の防止や早期発見、早期対応などに取り組
みます。また、公衆衛生推進協議会などの環境美化･公衆衛生活動に取り組む団体や自治会など
を支援します。
・大竹市公衆衛生推進協議会と連携し、不法投棄監視パトロール及び不法投棄防止啓発看板･幟
の設置･配付などを行います。

事業名 地域不法投棄対策事業 国土強靭化

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●不法投棄監視パト
ロール及び啓発看板の
設置などによる普及啓
発活動を実施します。
●台風等の影響があっ
た場合、海岸漂着物等
地域対策推進事業（県
補助）により、海岸漂
着物の運搬・処理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

30箇所以下 30箇所以下

予算額 15.4 予算額 15.40.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 年間不法投棄箇所数

（単位：百万円） 予算額 13.8 予算額 15.4 予算額 15.4

目標値 30箇所以下 30箇所以下 30箇所以下

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額

関連する計画 第2次大竹市環境基本計画
総合戦略 ○
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 7.50.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 市民花壇の設置箇所数(市民や市民団体などが管理する花壇の数)(累計)
目標値 50箇所 50箇所 50箇所 50箇所 50箇所

（単位：百万円） 予算額 7.0 予算額 7.5 予算額 7.5 予算額 7.5

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●｢おおたけクリーン
キャンペーン｣を実施し
ます。
●｢花いっぱい運動｣を
実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 第2次大竹市環境基本計画
総合戦略 ○

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・市民･環境美化関係団体に｢花いっぱい運動｣への参加を促します。
・自治会や老人クラブなどの参加により、市内全域において清掃活動(おおたけクリーン
キャンペーン)を行います。また、市内の任意の団体を募り、花苗と肥料を無料配付し、
沿道などの公共的な場所に市民花壇を設置する｢花いっぱい運動｣を行います。

事業名 環境衛生推進事業 国土強靭化

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 環境基本法 担当課 環境整備課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 1.00.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 1.0 予算額 1.0 予算額 1.0 予算額 1.0

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●蛇喰磐公衆便所の維
持管理を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 4

 ・事業方針
 ・概要

・蛇喰磐公衆便所の維持管理を行います。
事業名 公衆便所維持管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 環境整備課

関連する計画 ー
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

事業指標
目標値
実績値

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

（単位：百万円） 予算額 予算額 0.3 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●広報やホームページ
で事業の周知を行いま
す。
●ボランティア団体等
に、不妊去勢手術の費
用の一部を助成するこ
とで、地域に生息する
野良猫の減少に努めま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 大竹市地域猫活動補助金交付要綱(仮) 担当課 環境整備課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・野良猫によるトラブルを減らすとともに、不幸な野良猫の頭数を減らし、住みよい地域
にしていくため、ボランティア団体等が地域に生息する野良猫に対して、不妊去勢手術を
実施した費用の一部について助成します。事業名 地域猫活動等支援事業 国土強靭化

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 117.2 予算額 104.2 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●搬入された一般廃棄
物を分別及び処分しま
す。
●不燃物処理場の搬送
コンベアについて交換
工事を行います。
●古くなったトラク
ターショベルを廃棄し
フォークリフトを購入
します。

●搬入された一般廃棄
物を分別及び処分しま
す。

●前年度の取組を継続
します。
※工事等は未定。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画
総合戦略

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・リサイクルセンターに搬入された一般廃棄物を、資源物と廃棄物に分別
し、資源物については業者等に売却、廃棄物については委託等によりそれ
ぞれ最終処分します。また、不燃物処理場の維持管理を行います。事業名 ごみ処理維持管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 187.0 予算額 215.0 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●搬入された可燃ごみ
を廿日市市へ搬出しま
す。
●可燃ごみ中継施設の
運転・維持管理を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 7

 ・事業方針
 ・概要

・大竹市可燃ごみ中継施設の運転・維持管理を行います。また、可燃ごみ
広域処理施設である「はつかいちエネルギークリーンセンター」の維持管
理に要する経費を、両市のごみ投入率で按分し負担金として支払います。事業名 可燃ごみ広域処理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 140.00.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 135.3 予算額 140.0 予算額 140.0 予算額 140.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●ごみステーションに
排出された一般廃棄物
の収集を業者委託し実
施します。
●指定ごみ袋の製造保
管業務、ふれあい戸別
収集業務、粗大ごみ戸
別収集業務を業者委託
し実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画
総合戦略

事業No 8
 ・事業方針
 ・概要

・ごみステーションに排出された一般廃棄物の収集を業者委託し実施しま
す。また併せて、指定ごみ袋の製造保管業務、ふれあい戸別収集業務、粗
大ごみ戸別収集業務を業者委託し実施します。事業名 ごみ処理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 5.70.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 ごみのリサイクル率(総排出量に対する資源化した量の割合)
目標値 23.2% 23.7% 24.2% 24.7% 24.9%

（単位：百万円） 予算額 5.6 予算額 5.7 予算額 5.7 予算額 5.7

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市広報などを活用
し、市民に対し、適正
な分別などに関する周
知･啓発を行います。
●資源回収実施団体に
対する報奨金の交付及
び生ごみ処理容器購入
費の助成を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 〇
事業No 9

 ・事業方針
 ・概要

・ごみの適正な分別、ごみ出しルールの遵守への指導とリサイクル化の取組周知･啓発を強化します。ま
た、生ごみの堆肥化や資源ごみのリサイクル化、食品ロスの削減などにより、ごみの減量化を進めます。
・市広報などを活用し、市民に対し、適正な分別や生ごみの減量化及び資源ごみのリサイクルに関する周
知･啓発を行います。また、資源回収実施団体報奨金の交付及び生ごみ処理容器購入費の助成を行いま
す。

事業名 ごみ減量化･資源化促進事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 担当課 環境整備課

関連する計画 大竹市一般廃棄物処理基本計画

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 環境基本法 担当課 環境整備課

関連する計画 第2次大竹市環境基本計画
総合戦略 〇

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・市の環境の現状や、事業所の環境保全の取組を積極的に周知し、正しい理解
を促します。
・市内の大気･水質･臭気･騒音･振動などを定期的に計測し、環境基準を満たし
ているかを監視し、指導を行います。

事業名 環境監視指導事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内の大気･水質･臭
気･騒音･振動などを定
期的に計測し、環境基
準を満たしているかを
監視し、指導を行いま
す。
●公共施設にある低濃
度PCBの廃棄処分を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●市内の大気･水質･臭
気･騒音･振動などを定
期的に計測し、環境基
準を満たしているかを
監視し、指導を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 降下ばいじん量及び二酸化窒素濃度の測定回数
目標値 ー 108回 108回 108回 108回

（単位：百万円） 予算額 23.2 予算額 15.8 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

関連する計画 第2次大竹市環境基本計画
総合戦略 〇

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・市の環境の現状や事業所の環境保全の取組を積極的に周知し、正しい理解を促します。
・｢第2次大竹市環境基本計画｣に基づき、総合的･計画的な環境保全活動を進めます。
・環境学習、環境教育を通じて、市民に市の自然の現状を把握してもらうことで、自然の
大切さを理解してもらい、環境保全に関する意識を高め、市民と共に環境保全活動を行い
ます。

事業名 環境学習事業 国土強靭化

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●自然体験型の環境学習
として、小瀬川干潟観察
会と川の生き物観察会を
実施します。
●環境学習に取り組む小
学校への出前講座の実施
や、中学生の職場体験学
習でリサイクルセンター
に来る生徒などへの啓発
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

事業指標 環境学習会の参加者数(延数)
目標値 300 300 300 300 300

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
0.1以下の事業
は一律0.1とす

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 2.0

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律 担当課 環境整備課

（単位：百万円） 予算額 1.9 予算額 2.0 予算額 2.0 予算額 2.0

主な
事業内容

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 産業振興課

関連する計画 ひろしまの森づくり事業に関する推進方針（県計画）
総合戦略 〇

事業No 12

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●里山林整備を行いま
す。
●人工林間伐の支援を
行います。
●林業体験活動の支援
を行います。
●里山保全活動の支援
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

6.2予算額

目標値 120.0ha 121.0ha 122.0ha 123.0ha 124.0ha
事業指標

0.1以下の事業
は一律0.1とす

ひろしま森づくり事業で整備した面積（累計）

（単位：百万円） 予算額 6.2 6.2 6.26.1 予算額 予算額 予算額

評価
 (成果・課題)

実績値

 ・事業方針
 ・概要

・森林の保全や水源涵養などの森林の持つ公益的機能を持続的に発揮
するため、人工林や天然林の整備のほか、多くの市民に森林に親しみ
を持ってもらうような取組を行います。事業名 ひろしまの森づくり事業 国土強靭化 〇

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

森林経営管理法、森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律 担当課 産業振興課
関連する計画 新たな森林経営管理制度に関する取組の基本方針

総合戦略 〇
事業No 13

 ・事業方針
 ・概要

・法律及び市計画に基づき森林の管理を行います。
事業名 森林環境譲与税関連森林整備事業 国土強靭化 〇

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 森林環境税関連森林整備事業で整備した面積（累計）
目標値 4.36ha 5.36ha 6.36ha 7.36ha 8.36ha

（単位：百万円） 予算額 8.1 予算額 6.4 予算額 未定

実績値

予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●集積計画を策定しま
す。
●森林整備を行いま
す。
●所有者調査を行いま
す。
●意向調査を実施しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●前年度の取組を継続
します。

３ 生活・環境
【3-8 環境にやさしい持続可能なまちづくり】 根拠法令等

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

３ 生活・環境
【3-9 生活環境に配慮した墓地等の管理】 根拠法令等 ー 担当課

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・適切な管理が行われていない区画の使用者への指導などを含め、墓
苑全体を維持管理します。
・市内に5箇所ある市営墓地使用者が不明とならないよう、また、墓
地使用者間で苦情が出ないように管理します。

事業名 市営墓地維持管理事業

環境整備課
関連する計画 ー

総合戦略

国土強靭化 〇

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市営墓地の維持管理
を行います。
●利用者に墓地の管理
を促します。

●前年度の取組を継続
します。

事業指標 管理が適切でない墓地区画数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 4.7 予算額 4.6 予算額 4.6 予算額 4.6 予算額 4.60.1以下の事業
は一律0.1とす 決算額 決算額 決算額 決算額

０区画 ０区画 ０区画 ０区画
実績値

決算額

評価
 (成果・課題)

目標値 ０区画
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・日常の整備、点検や「斎場個別施設計画（長寿命化計
画）」に基づき、計画的な施設の改修・修繕に努め、来
場者に配慮した施設の管理・運営を行います。

事業名 斎場維持管理事業

環境整備課
関連する計画 ー

総合戦略

国土強靭化 〇

【3-9 生活環境に配慮した墓地等の管理】 根拠法令等 ー 担当課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設の老朽化が進んで
いますが、支障なく火葬
が執り行えるよう維持管
理します。
●雨漏りの修繕のため、
屋上防水等改修工事を行
います。
●電気設備（受電設備）
更新工事を行います。

●施設の老朽化が進んで
いますが、支障なく火葬
が執り行えるよう維持管
理します。
●雨漏りの修繕のため、
屋上防水等改修工事を行
います。
●制御盤などの火葬炉設
備の更新を行います。

●施設の老朽化が進ん
でいますが、支障なく
火葬が執り行えるよう
維持管理します。
●斎場施設の更新を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

予算額 未定 予算額 未定 予算額（単位：百万円） 予算額 99.8 予算額 51.0

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

未定

３ 生活・環境
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４ 安全・安心

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり防災意識を持った世帯の割合（幸せ実感アンケート） 毎年2％ずつ程度上昇する
状態を目指します。

47.8%
(R6実施)

60.0%
(R11実施)

「防災情報の伝達や避難所体制が充実している」と感じ
る市民の割合（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する
状態を目指します。

71.7%
(R6実施)

76.0%
(R11実施)

自然災害による死者数 死者を出さないことを目
指します。

0人
(R5)

0人
(R10)

4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づくり 事故の発生率（高速道路を除く人口1,000人あたりの事故
の発生件数）

現状の水準維持を目指し
ます。

1.0‰
(R5)

1.0‰以下
(R10)

犯罪の発生率（人口1,000人あたりの犯罪の発生件数） 現状の水準維持を目指し
ます。

4.0‰
(R5)

4.0‰以下
(R10)

4-3 火災を防ぐ取組の強化 火災による死傷者数 死傷者を出さないことを
目指します。

1人
(R5)

0人
(R10)

4-4 市民の命を守る消防体制の充実 消防・救急体制が整い、命と暮らしを守るための市民の
意識づくりが進んでいると感じる人の割合（幸せ実感ア
ンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する
状態を目指します。

75.5%
(R6実施)

80.0%
(R11実施)

消防団員の定員に対する充足率 団員の減少が見込まれる
中で80％の水準維持を目
指します。

84.2%
(R5)

80.0%
(R10)

実現したい
まちの姿

●災害に強いまち
●事故や犯罪の少ないまち
●命を大切にするまち

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 福祉避難所運営事業 ○ 福祉課（地域介護課）

2 被災者支援事業 ○ 危機管理課

3 被災者生活支援事業 ○ 福祉課（地域介護課）

4 河川・水路管理事業 ○ 土木課

5 浸水対策事業 ● ○ 上下水道局

6 小瀬川総合整備促進事業 ● ○ 監理課

7 河川・水路改良保全事業 ● ○ 土木課

8 急傾斜地崩壊対策事業（市） ● ○ 土木課

9 急傾斜地崩壊対策事業（県） 監理課

10 海岸保全施設維持管理事業 ○ 土木課

11 ダム周辺施設維持管理事業 ○ 都市計画課

12 防災・保安体制整備事業 ○ 危機管理課

13 防災情報等啓発促進事業 ● ○ 危機管理課

14 自主防災組織育成指導事業 ● ○ 危機管理課

15 阿多田防災コミュニティグラウンド管理事業 ○ 危機管理課

16 広島県石油コンビナート・総合防災訓練実施事業 ○ 危機管理課・消防総務課

1 交通安全対策事業 ● 市民課

2 防犯対策事業 ● 市民課

3 市営外灯維持管理事業 ● ○ 土木課

4-3 火災を防ぐ取組の強化 1 火災予防推進事業 ○ 予防課

1 消防力強化事業、救急・救助体制充実事業 ● ○ 消防総務課

2 人材育成事業 ● ○ 消防総務課

3 救急救命士養成事業 ● ○ 消防総務課

4 応急手当等普及啓発事業 ○ 消防総務課

5 消防団活動推進事業、消防団人材育成事業 ● ○ 消防総務課

6 消防団資機材整備事業 ○ 消防総務課

４ 安全・安心

4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づく
り

4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづ
くり

4-4 市民の命を守る消防体制の充実
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度
【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

0.1

担当課 福祉課（地域介護課）

評価
 (成果・課題)

福祉避難所の指定数

実績値
目標値

事業指標
5 555 5

根拠法令等

関連する計画

（単位：百万円）

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】

0.1

主な
事業内容

事業No

事業名

1

福祉避難所運営事業

決算額 決算額

国土強靭化

総合戦略

○
 ・事業方針
 ・概要

・市内社会福祉施設を「福祉避難所」として指定し、当該指定施設に福祉避難所とし
て必要な機能や資機材を整備・確保することにより、市内に災害の発生の恐れがある
場合や災害が発生した場合に、高齢者や障害者など一般の避難所では生活が困難な住
民（災害時要援護者）が安心して避難できる場所を確保します。

●災害が発生した場合
に、災害時要配慮者が
安心して避難できる場
所の確保を行います。
●災害時に備えて必要
な機能や資機材等の整
備を行います。

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

0.1予算額 予算額

災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定
大竹市地域防災計画

予算額 0.1 0.1

決算額 決算額 決算額
0.1以下の事業は
一律0.1とする

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

目標値

評価
 (成果・課題)

大竹市地域防災計画
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・被災者に対する支援を行います。
・避難生活に必要な物資の提供などの支援を実施しま
す。

事業名 被災者支援事業 国土強靭化 ○

0.2 予算額 0.2 0.2 0.2

事業指標

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●食料や毛布等、避難
生活に必要な物資の提
供を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

0.2

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 災害対策基本法 担当課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

危機管理課
関連する計画
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・被災者生活再建支援法(平成10年法律第66号)による被災者生活再建支援金の支給対象と
なる被害と同等の被害を受けながら、その自然災害が被災者生活再建支援法施行令(平成
10年政令第361号)第１条に定める自然災害の規模に達しないため、法による支援を受けら
れない者に対し、予算の範囲内で補助金を交付することにより、その生活の再建を支援し
ます。

事業名 被災者生活支援事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●自然災害や火災の罹
災者に対して、弔慰金
の交付や貸付を行い、
生活再建の支援を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 被災者生活再建支援法（平成10年法律第66号）、被災者生活再建支援法施行令（平成10年政令第361

号）、大竹市被災者生活再建支援補助金交付要綱 担当課 福祉課（地域介護課）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 13.4 予算額 10.7 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・市内の河川関連施設の維持管理を行い、現状の機能を保持します。
・市内の排水ポンプ場、排水樋門、親水広場、水辺の楽校の管理、民
有地内にある市管理の雨水排水用水路の借上契約を行います。事業名 河川・水路管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内に設置の各排水ポンプ場、玖
島川親水広場、水辺の楽校（木野、
穂仁原）の清掃、点検等を年間通し
て業者等に委託することにより管理
を行います。
●国が設置している小瀬川下木野樋
門について、国交省太田川河川事務
所との委託契約に基づき、維持管理
について地元住民に委託することに
より管理を行います。
●民有地内一部にある雨水排水用水
路（白石、立戸、中浜）を所有者か
ら借上げすることにより管理を行い
ます。
●各排水ポンプ場、親水広場、水辺
の楽校の照明のLED化を行います。

●市内に設置の各排水ポンプ場、玖
島川親水広場、水辺の楽校（木野、
穂仁原）の広場の清掃、点検等を年
間通して業者等に委託することによ
り管理を行います。
●国が設置している小瀬川下木野樋
門について、国交省太田川河川事務
所との委託契約に基づき、維持管理
について地元住民に委託することに
より管理を行います。
●民有地内一部にある雨水排水用水
路（白石、立戸、中浜）を所有者か
ら借上げすることにより管理を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 河川法 担当課 土木課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

事業指標 小方排水区雨水管渠整備事業の進捗率
目標値 ー 77% 81% 100%

（単位：百万円） 予算額 65.0 予算額 171.0 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

事業名 浸水対策事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●小方排水区雨水管渠
整備の設計見直しを行
います。
●新町一丁目支障管撤
去工事を行います。

●小方排水区雨水管渠
整備を行います。
●小島雨水排水ポンプ
場の設備更新のための
耐震等設計を行いま
す。
●新町雨水排水ポンプ
場の整備に向けて、引
き続き関係事業との調
整を行います。

●小方排水区雨水管渠
整備を行います。
●小島雨水排水ポンプ
場の建築及び設備の更
新のための実施設計を
行います。
●新町雨水排水ポンプ
場の整備に向けて取組
を継続します。

●小方排水区雨水管渠
整備を行い、事業完了
予定です。
●小島雨水排水ポンプ
場の建築及び設備の更
新の工事を行います。
●新町雨水排水ポンプ
場の整備に向けて取組
を継続します。

●小島雨水排水ポンプ
場の建築及び設備の更
新の工事を行います。
●新町雨水排水ポンプ
場の整備に向けて取組
を継続します。

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 上下水道局工務課

関連する計画 大竹市公共下水道事業経営戦略
総合戦略 ○

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・住宅地の浸水被害などの軽減を図るため、雨水排水ポ
ンプ場や雨水幹線、局部的な雨水排水施設などの改良･整
備を行います。

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 国への要望実施回数
目標値 ー 2 2 2 2

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

決算額 決算額 決算額決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・小瀬川の河川改修を促進し、流域の治水及び利水の対策を図るとと
もに、河川及び周辺地域の環境整備を促進して、関係住民の快適な生
活基盤を確立し、もって地域社会の発展に寄与する。事業名 小瀬川総合整備促進事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●関係する近隣自治体
と協議会を組織し、国･
県・国会議員等に対し
て要望活動を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 監理課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 改善事業に着手した浸水対象地区数(累計)
目標値 1 2 2 2 2

（単位：百万円） 予算額 34.0 予算額 43.7 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・普通河川や幹線水路内に堆積した土砂の浚渫を、迅速かつ計画的に進めます。
・住宅地の浸水被害などの軽減を図るため、大竹第1･小方排水区などの雨水排水ポンプ場や雨水幹線、局
部的な雨水排水施設などの改良･整備を行うとともに、危険情報の周知を行います。
・浸水箇所の状況から、流末施設の排水能力などを調査し、浸水被害を軽減できるよう、雨水排水施設の
整備を行います。

事業名 河川・水路改良保全事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●玖波排水ポンプ場1号水中
ポンプ補修工事を行いま
す。
●玖波排水ポンプ場キュー
ビクル内進相コンデンサ取
替工事を行います。
●立戸4丁目地内排水ポンプ
配管改良工事を行います。
●御幸第二排水路改修工事
を行います。
●一般河川（水路）改良工
事を行います。

●御幸第二排水路改良
効果検証を行います。
●磯地郷谷川河川改修
のための用地買収を行
います。
●一般河川（水路）改
良工事を行います。
●前飯谷川、湯舟川の
河川整備工事を行いま
す。

●御幸第二排水路改良
効果検証に課題があれ
ば対策工事を検討しま
す。
●磯地郷谷川河川改修
工事を行います。
●一般河川（水路）改
良工事を行います。
●河川整備工事（場所
未定）を行います。

●磯地郷谷川河川改修
工事を行います。
●一般河川（水路）改
良工事を行います。
●河川整備工事（場所
未定）を行います。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 土木課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 70.0
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 急傾斜地崩かい対策箇所の整備予定面積に対する整備済面積(奥谷尻地区、小栗林地区、広原地区）
目標値 29% 43% 58% 68% 76%

（単位：百万円） 予算額 128.4 予算額 172.0 予算額 120.0 予算額 70.0

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 8
 ・事業方針
 ・概要

・崩かいの危険性のある宅地背面の安全対策を行いながら、既存
施設が機能を果たすよう、維持管理を行います。
・危険区域に指定され、崩壊の恐れのある法面保護を行います。事業名 急傾斜地崩壊対策事業（市） 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●栗谷町奥谷尻地区の
対策工事を実施しま
す。
●栗谷町小栗林地区の
対策工事を実施しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●栗谷町広原地区の対
策測量・設計業務を実
施します。
●栗谷町小栗林地区の
対策工事を実施しま
す。

●栗谷町広原地区の対
策工事を実施します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律 担当課 土木課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 3.1 予算額 3.0 予算額 未定 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・道路法等の法令に基づき定められた広島県建設事業負担金条
例の規定により、急傾斜地の安全対策工事等の県施工事業等に
対する負担金を支払います。事業名 急傾斜地崩壊対策事業（県） 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●次の地区等について
計画される整備事業等
へ負担金を支出しま
す。
・玖波５丁目２地区
・中津原地区
・白石二丁目

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

●前年度の取組を継続
します。（地区未定）

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律、広島県建設事業負担金条例 担当課 監理課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 3.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 3.1 予算額 5.0 予算額 3.1 予算額 3.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 漁港海岸保全施設長寿命化計画
総合戦略

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・｢漁港海岸保全施設長寿命化計画｣に基づき、維持管理を行います。 ※海岸
保全施設…防潮堤や水門など海水のの侵入や海水の浸食から海岸を防護するた
めの施設。
・海岸保全施設（御幸町地内潮遊池樋門ポンプ）の維持管理を行います。

事業名 海岸保全施設維持管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●海岸保全施設（御幸
町地内潮遊池樋門ポン
プ）の故障等の緊急時
に修繕等の対応しま
す。

●海岸保全施設（御幸
町地内潮遊池樋門ポン
プ）の故障等の緊急時
に修繕等の対応しま
す。
●５年に１回のサイク
ルでのポンプ修繕を予
定しています。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 土木課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 10.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 10.0 予算額 10.1 予算額 10.1 予算額 10.1

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・弥栄ダム湖の持つレクリエーション機能を活用して、都市と農村部の交
流の促進や観光振興、地域の活性化を図るとともに、広く住民に憩いの場
を提供することを目的として、弥栄周辺施設の管理運営を実施します。事業名 ダム周辺施設維持管理事業 国土強靭化 ○

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●指定管理者による管
理運営を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 ー 担当課 都市計画課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

事業指標 食糧･日用品･避難場所等災害時の応援協定を締結している民間事業者数(累計)

目標値

（単位：百万円） 予算額 7.5 予算額 5.6 予算額 5.6 予算額 5.6 予算額 5.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

25 26 27 28 29

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

関連する計画 大竹市地域防災計画
総合戦略

事業No
 ・事業方針
 ・概要

・地域での避難支援体制づくりの推進や、業者等との協
定など、災害時の円滑な支援体制を構築します。事業名 防災・保安体制整備事業 国土強靭化 〇

12

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●事業者等と災害時の支援
などを目的とした協定を締
結します。
●要支援者の現況把握や名
簿を作成し、市、消防本
部、消防団、民生委員、自
治会、社会福祉協議会、警
察署等で情報を共有しま
す。
●食糧や毛布等、避難生活
に必要な物資の提供を行う
ため、計画的に備蓄を進め
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 災害対策基本法 担当課 危機管理課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 8.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 防災情報メールシステムの登録者数(累計)
目標値 4,800人 5,000人 5,200人 5,400人 5,600人

（単位：百万円） 予算額 8.9 予算額 877.0 予算額

関連する計画 大竹市地域防災計画
総合戦略 〇

事業No 13
 ・事業方針
 ・概要

・防災情報の発信等により市民の防災意識を高めます。
・防災メール・LINE等による避難情報などの取得手段提
供や、防災訓練等の開催支援を行います。

事業名 防災情報等啓発促進事業 国土強靭化 〇

8.4 予算額 8.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市広報や配布物、各種説明会や
研修会などでの周知活動を行いま
す。
●自治会や自主防災組織、学校、
協議会等と連携し、出前講座、研
修会、訓練などの啓発活動を行
い、防災意識を高めます。
●防災メールやLINE等を利用して
迅速な情報配信を行います。ま
た、LINEの機能を利用して、利便
性の高い防災情報を提供します。
●防災行政無線更新のため、設計
業務を行います。

●市広報や配布物、各種説明会や
研修会などでの周知活動を行いま
す。
●自治会や自主防災組織、学校、
協議会等と連携し、出前講座、研
修会、訓練などの啓発活動を行
い、防災意識を高めます。
●防災メールやLINE等を利用して
迅速な情報配信を行います。ま
た、LINEの機能を利用して、利便
性の高い防災情報を提供します。
●防災行政無線の更新工事を行い
ます。

●市広報や配布物、各種説明
会や研修会などでの周知活動
を行います。
●自治会や自主防災組織、学
校、協議会等と連携し、出前
講座、研修会、訓練などの啓
発活動を行い、防災意識を高
めます。
●防災メールやLINE等を利用
して迅速な情報配信を行いま
す。また、LINEの機能を利用
して、利便性の高い防災情報
を提供します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 災害対策基本法 担当課 危機管理課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

自主防災組織の加入率

実績値
目標値

事業指標
83% 84%

評価
 (成果・課題)

82%80% 81%

国土強靭化

総合戦略

災害対策基本法 担当課 危機管理課

〇

〇
 ・事業方針
 ・概要

・地域防災力の向上に取り組み、地域での避難支援体制づくりを
推進します。
・自主防災組織の立ち上げ支援、防災リーダーの育成などを行い
ます。

事業No

事業名

14

自主防災組織育成指導事業

1.6（単位：百万円）
0.1以下の事業は
一律0.1とする

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

主な
事業内容

●自主防災組織未設立
の自治会に対しセミ
ナーを開催し、設立の
重要性、設立方法、設
立後の活動について説
明を行います。

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

予算額 予算額 予算額 1.6 1.61.61.5 予算額 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
根拠法令等

関連する計画 大竹市地域防災計画
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

予算額 0.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●グラウンドの除草作
業、トイレ清掃や消耗
品の補充等を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

実績値

決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 災害対策基本法 担当課 危機管理課

関連する計画 大竹市地域防災計画
総合戦略

事業No 15
 ・事業方針
 ・概要

・阿多田防災コミュニティグラウンドの維持管理を行い
ます。
・機能維持に必要な除草やトイレの管理等を行います。

事業名
阿多田防災コミュニティグラウンド
管理事業

国土強靭化 ○

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

４ 安全・安心
【4-1 自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり】 根拠法令等 担当課 危機管理課、消防総務課

関連する計画
総合戦略

事業No 16
 ・事業方針
 ・概要事業名

広島県石油コンビナート・総合防災
訓練実施事業

国土強靭化 ○

災害対策基本法（第48条）
大竹地区石油コンビナート等防災計画

県と市町が共同で実施する総合防災訓練及び石油コンビナート訓練を
令和8年度に大竹市で実施します。

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●防災関係機関相互の
連携強化等を図るため
の防災訓練を実施しま
す。
実施日：令和８年11月14日(土)
場所：東栄緑地及び周辺
主催：広島県防災会議委員、大
竹市防災会議委員、広島県石油
コンビナート等防災本部員

（単位：百万円） 予算額 予算額 4.2 予算額 予算額 予算額
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

事業指標
目標値
実績値

評価
 (成果・課題)

69



令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 35% 35% 35% 35% 35%

事業指標 交通安全運動期間中に市内各機関が実施した交通安全指導・教育の実施率

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 1.4 予算額 1.2 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●交通安全運動用チラシな
どを配布します。
●交通安全協会の交通安全
運動推進事業や交通安全教
育推進事業に対して、補助
を行います。
●交通安全啓発用グッズを
作成し、意識啓発に活用し
ます。
●自転車用ヘルメットの購
入費用の一部を補助しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

４ 安全・安心
【4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づくり】 根拠法令等 交通安全対策基本法 担当課 市民課

関連する計画 大竹市交通安全計画
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・交通安全の知識、マナーの普及や交通安全意識の向上のため、交通安全
協会などの関係団体や自治会などの地域団体、企業などとの連携を強化し
ます。                             ・
関係団体に対して補助金を交付し、交通安全の啓発を行います.

事業名 交通安全対策事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 350人 360人 370人 380人 390人

事業指標 青色防犯パトロール実施者証保持者数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 3.9 予算額 5.5 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●警察や防犯連合会など各種団体
と連携して、巡回パトロールを行
い、地域の見守り体制を強化しま
す。
●広報などを通じて、防犯を呼び
かけ、自主防犯意識の向上に取り
組みます。
●新たな防犯カメラの設置及び市
内に設置した防犯カメラの運用と
維持管理を行います。
●関係団体への補助金の交付、青
色防犯パトロール車の登録、抹消
手続を行います。
●防犯カメラ等設置に要する経費
の一部を補助します。

●警察や防犯連合会など各種団
体と連携して、巡回パトロール
を行い、地域の見守り体制を強
化します。
●広報などを通じて、防犯を呼
びかけ、自主防犯意識の向上に
取り組みます。
●市内に設置した防犯カメラの
運用と維持管理を行います。
●関係団体への補助金の交付、
青色防犯パトロール車の登録、
抹消手続を行います。
●防犯カメラ等設置に要する経
費の一部を補助します。

予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 「減らそう犯罪」ひろしまアクションプラン
総合戦略 ○

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・関係団体と連携して、巡回パトロール、啓発活動に取
り組みます。
・防犯カメラの設置、維持管理を行います。

事業名 防犯対策事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づくり】 根拠法令等 「減らそう犯罪」ひろしま安全なまちづくり推進条例、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

ほか 担当課 市民課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
100% 100%

予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 市営外灯全体に占めるLED外灯の割合

（単位：百万円） 予算額 134.4 予算額 17.2 予算額 未定

目標値 100% 100% 100%

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●LED化更新計画に沿って、計画
的かつ効率的にLED灯への更新を
進めます。7年度は蛍光灯からの
更新を主として、事業者選定、契
約、点検、調達、取替工事を行い
ます。
●6年度の水銀灯を主としたLED
灯更新工事において確認された高
濃度PCBが含まれた安定器につい
て、処分場への運搬・処分にかか
る事務を進めます。
●交換時期が迫っている既設の
LED灯について、計画的に更新を
進めます。

●交換時期が迫ってい
る既設のLED灯につい
て、計画的に更新を進
めます。
●継続的な補修、交換
を進めます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。
●5年に1度の照明施設
の定期点検を行いま
す。

関連する計画 大竹市道路照明施設維持管理計画
総合戦略 ○

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・市営外灯の修繕や更新を計画的に行うとともに、水銀灯・蛍
光灯などの非LED灯のLED化を進めます。
・市営外灯が健全に機能するよう維持管理を行います。事業名 市営外灯維持管理事業 国土強靭化 ○

４ 安全・安心
【4-2 事故や犯罪のない安全・安心な地域づくり】 根拠法令等 道路法 道路構造令 担当課 土木課

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

目標値 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上 80％以上

予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額

【事業計画】または【事業実績】
●消防フェアをはじめ、立入検査、自衛
消防訓練及び火災予防運動中の防火訪問
等を活用し住宅用火災警報器の設置と機
器の点検や交換に関する啓発活動を実施
します。
●市内小学生を対象に、防火・防災ポス
ターを募集することにより、児童の火災
予防・防災思想の一層の普及を図り、火
災の発生を予防し、防災意識を向上させ
ます。
●消防職員の防火に関する知識と経験を
高め、立入検査の質を向上させます。
●査察計画に基づく防火対象物への立入
検査を確実に実施し、関係者の防火意識
を高めます。
●製造所等の立入検査を行い、危険物施
設の適正な維持管理をさせると共に関係
者の防火意識向上を図ります。

●消防フェアをはじめ、立入検査、自衛消防訓
練及び火災予防運動中の防火訪問等を活用し、
住宅用火災警報器の設置と機器の点検や交換に
関する事項及び感震ブレーカーの設置に関する
啓発活動を実施します。
●市内小学生を対象に、防火・防災ポスターを
募集することにより、児童の火災予防・防災思
想の一層の普及を図り、火災の発生を予防し、
防災意識を向上させます。
●消防職員の防火に関する知識と経験を高め、
立入検査の質を向上させます。
●査察計画に基づく防火対象物への立入検査を
確実に実施し、関係者の防火意識を高めます。
●製造所等の立入検査を行い、危険物施設の適
正な維持管理をさせると共に関係者の防火意識
向上を図ります。
●林野火災の予防を目的とした林野火災警報・
林野火災注意報の制度を啓発し、住民の防災意
識の向上を図ります。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 住宅用火災警報器の設置率（消防フェアや立入検査等によるアンケート）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.5 予算額 0.2 予算額 0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

決算額 決算額

予防課
４ 安全・安心
【4-3 火災を防ぐ取組の強化】 根拠法令等 消防法、大竹市火災予防条例 担当課

関連する計画 火災予防週間行事計画、査察計画など
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・地域住民へ、住宅用火災警報器の設置及び適正な維持管理について、消
防フェアをはじめ、立入検査、自衛消防訓練及び火災予防運動等を活用し
周知を図ります。
・製造所等の立入検査を通じ、危険物施設の事故件数減少を目指します。

事業名 火災予防推進事業 国土強靭化 〇
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 1台 1台 2台 0台 1台

事業指標 車両整備計画に基づく整備台数

●整備計画に基づき、
消防用車両を更新しま
す。
●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

●整備計画に基づき、
消防用車両を更新しま
す。
●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

（単位：百万円） 予算額 130.2 予算額 93.4 予算額 90.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●整備計画に基づき、消防用
車両を更新します。
・昭和62年度に整備した泡原液搬送
車を小型動力ポンプ付水槽車へ更新
整備します。
・平成15年度に整備した資機材搬送
車を更新整備（シャシ調達）しま

す。

●整備計画に基づき、資機材
を更新します。
●消防水利整備計画を策定し
ます。
●消防指令システムの予備調
査を行います。

●整備計画に基づき、
消防用車両を更新しま
す。
・平成15年度に整備した資機材
搬送車を更新整備（艤装）しま
す。

●消防通信指令システ
ム導入に向けて勉強会
を行います。
●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

予算額 30.0 予算額 90.0
0.1以下の事業は
一律0.1とする

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 消防力の整備指針 担当課 消防総務課

関連する計画 消防車両整備計画、資機材整備計画
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・万全な消防活動体制を維持するため、新たな資機材の有効性を研究しなが
ら、整備計画に基づく整備を進めます。
・消防指令システムの整備を進めます。
・消火栓以外の消防水利が不足している地域に防火水槽等の設置を進めます。

事業名
消防力強化事業
救急・救助体制充実事業

国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

大竹市消防職員研修計画に基づく研修の受講

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 20人 20人 当初予算に合わせて設定 当初予算に合わせて設定 当初予算に合わせて設定

事業指標

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 2.2 予算額 2.8 予算額 2.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹市消防本部人材
育成方針・大竹市消防
職員研修計画に基づい
て、研修を行います。
・人事交流
・資格・実務研修
・消防学校研修など

●前年度の取組を継続
します。

予算額 2.2 予算額 2.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

担当課 消防総務課
関連する計画 大竹市消防本部人材育成方針、大竹市消防職員研修計画、警防計画

総合戦略 〇
事業No 2

 ・事業方針
 ・概要

・年齢層や職責、時代のニーズに応じた具体的で実効性の高い研修計画を策定します。
・警防計画の習熟に向けた訓練の開催と必要な資格の取得を促すことで高い技術を持った
職員を育成します。
・トータルバランスの取れた研修計画を策定し、年齢層や階級層に応じた資格取得や研修
の積極的な受講を進めます。

事業名 人材育成事業 国土強靭化 〇

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 消防組織法、消防法、労働安全衛生法、大竹市警防規程
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 97% 97% 97% 100% 100%

事業指標 救急車への救急救命士の乗車率(第2救急まで)

●養成計画に基づき、1
名が研修を受講し受験
する予定です。
●その他の事業につい
ては、前年度の取組を
継続します。

●前年度の取組を継続
します。

●養成計画に基づき、
研修や事前学習を行な
います。
●その他の事業につい
ては、前年度の取組を
継続します。

（単位：百万円） 予算額 2.2 予算額 1.4 予算額 2.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●養成計画に基づき、1
名が研修を受講し受験し
ます。
●研修計画に基づき、次
の研修を受講します。
・就業前病院研修（薬剤投
与実習）
・気管挿管(ビデオ硬性喉頭
鏡)実習
・気管挿管再教育
・就業後病院実習

●養成計画に基づき、
研修や事前学習を行な
います。
●指導救命士を１名養
成します。
●研修計画に基づき、
研修を受講します。

予算額 2.2 予算額 0.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 救急救命士養成計画、救急救命士病院研修計画
総合戦略 ○

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・救急救命士について、研修計画に基づき、病院での研修やセミナーなどに効率的に参加させ、
医療行為の拡大や維持に努めるとともに養成計画に基づき増員に取り組みます。
・広島市消防局救急救命士養成所に行われる研修を受講し、救急救命士試験(国家試験)を受験し
ます。
・指導救命士を計画的に養成します。

事業名 救急救命士養成事業 国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 救急救命士法 担当課 消防総務課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 250人 250人 250人 250人 250人

事業指標 救急講習等の受講者数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●住民等を対象に、心
肺蘇生法の講習会を開
催します。
●応急手当等について
広報活動を実施しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 0.1 予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・AEDの使用を含む救急講習と普通救命講習の受講者を増やします。
・応急手当の必要性、重要性を市民に理解してもらうための啓発活動を強化します。
・住民等を対象に、心肺蘇生法の講習会を開催します。
・救急の日（9月9日）に、市内ショッピングセンターなどで広報活動を実施します。

事業名 応急手当等普及啓発事業 国土強靭化 ○

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 大竹市救急業務規程 担当課 消防総務課

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 消防団員の教育･研修・訓練等参加者数（延べ人数）
目標値 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人 1,000人

（単位：百万円） 予算額 1.1 予算額 1.2 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●消防協会関係団体が主
催する各種研修会、消防
学校における各種教育課
程を受講します。
●消防関係団体が主催す
る各種訓練（S-KYT研
修）、消防出初式、消防
フェア、火災予防広報、
訓練礼式、年末特別警
戒、春･秋季出動訓練に
参加します。

●消防協会関係団体が
主催する各種研修会、
消防学校における各種
教育課程を受講しま
す。
●消防関係団体が主催
する各種訓練等に参加
します。
●ポンプ操法大竹市大
会を開催します。

●前年度の取組を継続
します。
●ポンプ操法広島県大
会に参加します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 大竹市消防団員の定員、任免、給与、服務に関する条例、消防組織法担当課 消防総務課

関連する計画 大竹市消防団研修計画
総合戦略 〇

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・トータルバランスの取れた研修・訓練計画を策定し、年齢層や階級層に応じ
た資格取得や研修の積極的な受講を進めます。
・各種研修・訓練等により消防団の人材を育成し、万全な地域防災力の強化を
目指します。

事業名
消防団活動推進事業
消防団人材育成事業

国土強靭化 〇

決算額決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 消防団の資機材の更新計画達成率
目標値 90% 90% 90% 90% 90%

（単位：百万円） 予算額 2.5 予算額 3.4 予算額 未定 予算額 未定

 ・事業方針
 ・概要

・万全な地域防災力の強化に向けて、最新鋭の資機材の有効性を研究しつ
つ、整備計画に基づく資機材の整備を進めます。
・消防団が保有する消防車両や資機材を更新計画に基づき計画的に整備し
ます。

事業名 消防団資機材整備事業 国土強靭化 〇

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●整備計画に基づき、
資機材を更新します。

●積載車･小型動力ポン
プ、その他必要資機材
等を更新、整備しま
す。

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

４ 安全・安心
【4-4 市民の命を守る消防体制の充実】 根拠法令等 消防力の整備指針（平成12年１月20日消防庁告示第１号）、消防団を中核とした地域防災力に関する法律 担当課 消防総務課

関連する計画 消防団車両（資機材）整備計画
総合戦略

事業No 6
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５ 健康・福祉

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援 高齢の方や障害のある方などが自分らしく自立した生活を送れる環境にあ
ると感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目
指します。

47.0%
(R6実施)

52.0%
(R11実施)

介護保険事業計画の実施率（標準給付費） 市介護保険事業計画事業の執行を目
指します。

95.9%
(R5)

100％
(R10)

5-2 子どもと子育てを支える体制の充実 妊娠から子育てまでの支援体制が整い、安心して子どもを生み育てられる
と感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目
指します。

64.2%
(R6実施)

70.0%
(R11実施)

これからも大竹市で子育てをしたいと考えている人の割合（乳幼児健診受
診者アンケート）

現状の水準維持を目指します。 90.4%
(R5受診分)

90.0％以上
(R10受診分)

産後１か月でEPDSが９点以上の褥婦（じょくふ）の割合 少しでも減少させることを目指しま
す。

6.1%
(R5)

減少させる
(R10)

5-3 障害のある人が自分らしく生きるための
支援

高齢の方や障害のある方などが自分らしく自立した生活を送れる環境にあ
ると感じる人の割合（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目
指します。

47.0%
(R6実施)

52.0%
(R11実施)

障害者基本計画等の達成割合（見込量に対する実績の割合） 障害者福祉サービス等（量要介護、施
設入所支援を除く）の計画値達成を目
指します。

101.1%
(R5)

100%
(R10)

5-4 見守り支え合う地域福祉の推進 住民同士がお互いに支え合える地域づくりが進んでいると感じる人の割合
（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目
指します。

46.6%
(R6実施)

52.0%
(R11実施)

近所との関わりの程度（地域福祉アンケート） 毎年2％ずつ程度上昇する状態を
目指します。

21.6%
(R6実施)

32.0%以上
(R11実施)

5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体
制の充実

自分の健康管理に日頃から気を付けていると答えた人の割合（幸せ実感ア
ンケート）

90％以上の状態を目指します。 87.6%
(R6実施)

90.0%以上
(R11実施)

保健・医療体制が整い、市民の健康づくりが進んでいると感じる人の割合
（幸せ実感アンケート）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を
目指します。

58.2%
(R6実施)

64.0%
(R11実施)

がんによる死亡率（厚生労働省人口動態統計） 少しでも減少させることを目指
します。

27.1％
（R5)

減少させる
(R10)

5-6 正しい食生活と食文化を学ぶ食育の推進 家で家族の人と一緒に，または一人で料理を作ることができる児童生徒
（小学５年生・中学２年生）の割合（食に対する実態調査）

80％以上の水準維持を目指しま
す。

81.6%
(R5)

80.0%以上
(R10)

朝食を抜くことが週３回以上あると答えた人の割合（特定健診受診者アンケー

ト）

少しでも減少させることを目指
します。

6.9%
(R5受診分)

減少させる
(R10)

実現したい
まちの姿

●子どもが健やかに育つまち
●誰もが自分らしく生きるまち
●見守り支え合うまち
●みんないきいき元気なまち

５ 健康・福祉
施策名 事業

No 実施計画事業名称
総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 老人保護措置事業 ● 地域介護課

2 老人クラブ連合会活動促進事業 ● 地域介護課

3 老人集会所補助事業 地域介護課

4 老人日常生活用具給付等事業 地域介護課

5 高齢者福祉給付金支給事業 地域介護課

6 介護サービス利用者負担軽減事業 地域介護課

7 敬老会事業 ● 地域介護課

8 シルバー人材センター活動促進事業 地域介護課

9 養護老人ホームゆうあいの里運営事業 ● ○ 地域介護課

10 高齢者離島対策事業 ● 地域介護課

11 生活管理指導短期宿泊事業 地域介護課

12 高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定事業 地域介護課

13 介護予防･生活支援サービス事業【介護保険特別会計】 ● 地域介護課

14 一般介護予防事業【介護保険特別会計】 ● 地域介護課

15 まるっと大竹（包括的支援）事業 ● 地域介護課

16 包括的支援事業【介護保険特別会計】 ● 地域介護課

17 任意事業【介護保険特別会計】 ● 地域介護課

1 要保護児童地域対策事業 ● こども家庭課（福祉課）

2 子ども・子育て支援事業計画推進事業 ● こども家庭課（福祉課）

3 子育て短期支援事業 ● こども家庭課（福祉課）

4 施設等利用給付事業 こども家庭課（福祉課）

5 ファミリー・サポート・センター事業 ● こども家庭課（福祉課）

6 未就学児等離島対策事業 ● こども家庭課（福祉課）

7 子ども食堂等支援事業 ● こども家庭課（福祉課）

8 まるっと大竹（おむつ等宅配）事業 ● こども家庭課（福祉課）

9 こども医療費助成事業 ● 保健医療課

10 市立保育所等運営管理事業 ● こども家庭課（福祉課）

5-2 子どもと子育てを支える体制の充実

5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援
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５ 健康・福祉
施策名 事業

No 実施計画事業名称
総合
戦略

国土
強靭化

担当課

5-2 子どもと子育てを支える体制の充実 11 阿多田保育園運営管理事業 こども家庭課（福祉課）

12 児童手当支給事業 こども家庭課（福祉課）

13 私立保育所等補助事業 ● こども家庭課（福祉課）

14 病児・病後児保育運営委託事業 ● こども家庭課（福祉課）

15 施設型給付事業 こども家庭課（福祉課）

16 母子・父子自立支援事業 こども家庭課（福祉課）

17 児童扶養手当支給事業 こども家庭課（福祉課）

18 ひとり親家庭等医療費助成事業 ● 保健医療課

19 まるっと大竹（児童福祉相談）事業 ● こども家庭課（福祉課）

20 ヤングケアラー支援体制強化事業 ● こども家庭課（福祉課）

21 児童館運営管理事業 こども家庭課（福祉課）

22 まるっと大竹（子育て支援センター（小方）運営管理）事業 ● こども家庭課（福祉課）

23 まるっと大竹（子育て支援センター（さかえ）運営管理）事業 ● こども家庭課（福祉課）

24 まるっと大竹（松ケ原こども館運営管理）事業 ● こども家庭課（福祉課）

25 まるっと大竹（利用者支援）事業 【子育て支援】 ● こども家庭課（福祉課）

26 母子保健指導事業 ● こども家庭課（保健医療課）

27 未熟児養育医療費助成事業 保健医療課

28 まるっと大竹（利用者支援）事業 【母子保健】 ● こども家庭課（保健医療課）

29 出産・子育て応援事業 こども家庭課（保健医療課）

30 妊産婦等支援事業 ● こども家庭課（保健医療課）

1 重度心身障害者医療費助成事業 ● 保健医療課

2 精神障害者医療費助成事業 ● 保健医療課

3 障害者団体育成支援事業 ● 福祉課

4 障害児福祉手当・特別障害者手当等支給事業 福祉課

5 障害者支援事業 ● 福祉課

6 軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業 福祉課

7 障害者等自立支援給付事業 ● 福祉課

5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援

５ 健康・福祉
施策名 事業

No 実施計画事業名称
総合
戦略

国土
強靭化

担当課

8 障害者等地域生活支援事業 ● 福祉課

9 まるっと大竹（障害者等相談支援）事業 ● 福祉課

10 障害児通所給付事業 ● 福祉課

11 精神保健事業 ● 福祉課

5-4 見守り支え合う地域福祉の推進 1 民生委員・児童委員活動支援事業 ● 地域介護課

2 地域福祉団体育成事業 福祉課（地域介護課）

3 生活困窮者自立支援事業、まるっと大竹事業（生活困窮者自立相談支援事業） 福祉課

4 地域見守り活動事業 ● 地域介護課

5 戦没者遺族団体補助事業 福祉課（地域介護課）

6 地域福祉活動促進事業 ● 福祉課（地域介護課）

7 地域福祉支援システム運営事業 地域介護課

8 まるっと大竹事業（重層的支援体制整備事業） ● 福祉課（地域介護課）

9 介護・福祉分野人材確保事業【一般会計・介護保険特別会計】 ● 福祉課（地域介護課）

10 総合福祉センター運営事業 ● ○ 福祉課（地域介護課）

11 地域福祉会館運営事業 ● 福祉課（地域介護課）

1 保健衛生団体等活動支援事業 保健医療課

2 へき地医療対策事業 ● 保健医療課

3 医療体制支援事業 ● 保健医療課

4 予防接種推進事業 保健医療課

5 健康づくり推進事業（健康増進事業、歯科保健事業、がん検診及び健康診査等事業、人間ドック及び脳ドック事業） ● 保健医療課

6 休日診療所運営事業 ● ○ 保健医療課

7 健康づくり推進事業【国民健康保険特別会計】 ● 保健医療課

5-6 正しい食生活と食文化を学ぶ食育の推進 1 食育推進事業 ● 保健医療課

5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の
充実

5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援

76



令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】

105.1

主な
事業内容

事業No

事業名

1

老人保護措置事業

決算額 決算額

予算額 予算額

 ・事業方針
 ・概要

・環境上の事情（健康状態、生活環境）や経済的な事情により、
本人または家族からの老人ホーム入所申出に基づき、入所判定委
員会による審査・判定を経て養護老人ホーム等への入所措置を実
施。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

●ゆうあいの里や養護
老人ホーム等に係る費
用（扶助費）を支出し
ます。

【事業計画】または【事業実績】

根拠法令等

関連する計画

老人福祉法
大竹市高齢者福祉計画

国土強靭化

総合戦略 ○

予算額

【事業計画】または【事業実績】

（単位：百万円）
0.1以下の事業は
一律0.1とする

未定 未定

担当課 地域介護課

評価
 (成果・課題)

市内養護老人ホームの入所者数（現状50人）

実績値
目標値

事業指標
現状維持 現状維持現状維持ー 現状維持

●前年度の取組を継続
します。

未定予算額 予算額 106.9

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

○

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

主な
事業内容

（単位：百万円）

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市老人クラブ連合会補助金交付要綱

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

担当課 地域介護課
関連する計画 高齢者福祉計画

総合戦略
事業No 2

 ・事業方針
 ・概要

・高齢者の保健福祉の向上や社会参加の促進、生きがいづくり
などを目的としておおむね60歳以上の者を会員とする市老人ク
ラブ連合会や各単位老人クラブに補助金を交付します。事業名 老人クラブ連合会活動促進事業 国土強靭化

現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持
事業指標

0.1以下の事業は
一律0.1とする

3.1 3.4 予算額 3.4 3.4

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

評価
 (成果・課題)

実績値

3.4

単位老人クラブの会員数(累計)
目標値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●市老人クラブ連合会
や各単位老人クラブに
補助金を交付します。

●前年度の取組を継続
します。
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

老人集会所の数
現状維持 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等

 ・事業方針
 ・概要

・高齢者の保健福祉の向上や社会参加の促進、生きがい
づくりなどを目的として老人集会所の運営費や設置及び
補修に要する費用を支援します。

事業名 老人集会所補助事業 国土強靭化

関連する計画 高齢者福祉計画
総合戦略

事業No 3

大竹市老人集会所設置等補助金交付要綱 担当課 地域介護課

実績値

評価
 (成果・課題)

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 4.1 予算額 4.1 予算額 4.1 予算額 4.1 予算額 4.1

決算額決算額 決算額

【事業計画】または【事業実績】

●老人集会所を管理し
ている自治会などの住
民団体に運営費などを
補助します。

●前年度の取組を継続
します。

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●電磁調理器の給付や
高齢者用電話機の貸与
を行います

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市老人日常生活用具給付等事業実施要綱 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・市内に住所を有する概ね65歳以上の一人暮らし高齢者等で一
定の所得要件を満たす者に、電磁調理器の給付や高齢者用の電
話機の貸与を行います。事業名 老人日常生活用具給付等事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

0.1
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●給付金の支給を行い
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市高齢者福祉給付金支給要綱 担当課 地域介護課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・高齢者のうち、国民年金制度上、老齢基礎年金等の受
給資格を得ることのできなかった外国人及び帰国者等に
対し、月額１万円の給付金を支給します。

事業名 高齢者福祉給付金支給事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●該当者について介護
サービス利用分の自己
負担分（1割相当額）を
全額免除します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市社会福祉法人等サービス利用者負担額軽減費用助成要綱 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・障害者自立支援法のホームヘルプサービスを利用していた低所
得者が訪問介護等のサービスを受けるとき、低所得者が社会福祉
法人等サービスを受けるときの負担額の軽減を図ります。事業名 介護サービス利用者負担軽減事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内在住の75歳以上
の高齢者を対象とし
て、大竹市社会福祉協
議会に委託し、各地区
の社会福祉協議会や自
治会の実施を支援しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●新たに作成した高齢
者福祉計画に基づき事
業を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 老人福祉法 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画
総合戦略 ○

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・長年社会に貢献された高齢者を労い長寿を祝うため、社会福
祉協議会に委託し、毎年9月の敬老の日を中心として、各地区
で敬老会を行います。事業名 敬老会事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 9.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 敬老会の参加者数（出席者）
目標値 ー 1,800人 第10期事業計画策定後に設定 第10期事業計画策定後に設定 第10期事業計画策定後に設定

（単位：百万円） 予算額 8.5 予算額 9.2 予算額 9.2 予算額 9.2

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●一般雇用を望まない
高齢者に対して、短
期・臨時的な仕事を自
主的に確保・提供でき
るようにするため、運
営に必要な補助金を交
付します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市補助金等交付規則(昭和48年大竹市規則第37号)、大竹市高齢者就業確保事業補助金交付要綱(平成

30年3月1日制定) 担当課 地域介護課
関連する計画 ー

総合戦略
事業No 8

 ・事業方針
 ・概要

・一般雇用を望まない高齢者に対し、その能力と希望に応じて、短期・臨時的
な仕事を、自主的に確保・提供できる大竹市シルバー人材センターに対して、
運営に必要な補助金を交付し、高齢者の生きがいづくりや社会参加の機会をつ
くることにより、地域福祉の推進を図ります。

事業名 シルバー人材センター活動促進事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 シルバー人材センターの維持
目標値 100%

（単位：百万円） 予算額 26.1 予算額 26.1 予算額 未定 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

○

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●広島友愛福祉会を指
定管理者として、ゆう
あいの里の運営・管理
を行います。
●令和7年度は施設の大
規模改修を行うための
調査・設計を行いま
す。

●広島友愛福祉会を指
定管理者として、ゆう
あいの里の運営・管理
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 老人福祉法、大竹市養護老人ホーム設置及び管理条例ほか 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画、ゆうあいの里長寿命化計画
総合戦略 ○

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・おおむね65歳以上で家庭環境や経済的理由により、自宅で生
活することが困難なの高齢者のため施設を運営します。また、
施設の大規模改修を進めます。事業名

養護老人ホームゆうあいの里運営事
業

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 市内養護老人ホーム設置数（現状1）
目標値 ー 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

（単位：百万円） 予算額 46.3 予算額 13.5 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田地区に介護
（予防）サービスを提
供する介護事業者や阿
多他地区の70歳以上の
高齢者の船賃を助成し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市高齢者離島対策（介護サービス利用支援）事業実施要綱 担当課 地域介護課

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・阿多田地区に介護（予防）サービスを提供する介護事業者や
阿多田地区の70歳以上の高齢者、介添人の船賃を助成します。事業名 高齢者離島対策事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 船賃の助成率（阿多田地区高齢者）
目標値 ー 80% 80% 80% 80%

（単位：百万円） 予算額 2.6 予算額 2.7 予算額 未定 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●一時的に在宅での生
活が難しい場合や虐待
の対応に備えるため、
短期宿泊事業を実施し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 大竹市生活管理指導短期宿泊事業実施要綱 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画・大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・一時的に体調を崩した高齢者を短期宿泊することにより、体
力、気力の回復を図ります。また、高齢者虐待対応に際して、
一時的な避難場所としても活用します。事業名 生活管理指導短期宿泊事業 国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●計画策定のために介
護予防・日常生活圏
ニーズ調査、在宅介護
実態調査の２つの調査
を実施します。
●上記の調査業務の一
部を委託し、そのノウ
ハウを活用します。

●令和９年度からの3年間の
高齢者福祉事業の量の目標
及び量の確保のための方策
を定め、介護保険サービス
の供給量を見込み、介護保
険料の算定を行います。⇒
大竹市高齢者福祉計画・大
竹市第10期介護保険事業計
画の策定
●上記の計画策定業務の一
部を委託し、そのノウハウ
を活用します。

未定 未定 未定

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 老人福祉法・介護保険法 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画・大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略

事業No 12
 ・事業方針
 ・概要

・それぞれ向こう3年間の高齢者福祉事業の量の目標及び
量の確保のための方策を定め、介護保険サービスの供給
量を見込み、介護保険料の算定を行います。

事業名
高齢者福祉計画・介護保険事業計画
策定事業

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 4.1 予算額 0.2 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

13

未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●｢通所サービスB｣の実
施など、地域住民との
協働によるさらなる介
護保険サービスの充実
に取り組みます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 介護保険法、平成18年6月9日老発第0609001号厚生労働省老健局長通知「地域支援事業の実施について」担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略 ○

事業No
 ・事業方針
 ・概要

・要介護状態などとなることの予防または、要介護状態などの軽減もしくは悪
化の防止及び地域における自立した日常生活の支援を実施することで、一人一
人の生きがいや自己実現のための取り組みを支援し、活動的で生きがいのある
生活や人生を送ることができるよう支援します。

事業名
介護予防･生活支援サービス事業【介
護保険特別会計】

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 通所型サービスB設置数(累計)
目標値 1 1 次期介護保険事業計画作成後に掲載 次期介護保険事業計画作成後に掲載 次期介護保険事業計画作成後に掲載

（単位：百万円） 予算額 89.5 予算額 90.4 予算額 未定 予算額

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●地域での通いや交流
の場である｢いきいき百
歳体操｣のグループ立ち
上げを促進します。立
ち上げ支援の要件を緩
和し、活動に取り組み
やすい環境を整えま
す。
【立ち上げ支援要件】月2回
以上、グループ人数3人以上

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 介護保険法、厚労省局長通知「地域支援事業の実施について」 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略 ○

事業No 14
 ・事業方針
 ・概要

・「いきいき百歳体操」を広めることで、多くの高齢者の健康維持などを推進
します。
※｢いきいき百歳体操｣…椅子を使って30分程度のDVDを見ながらゆっくり手足
を動かす筋力づくりの体操

事業名
一般介護予防事業
【介護保険特別会計】

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 ｢いきいき百歳体操｣グループ数
目標値 40組 40組 次期介護保険事業計画作成後に掲載 次期介護保険事業計画作成後に掲載 次期介護保険事業計画作成後に掲載

（単位：百万円） 予算額 12.8 予算額 13.2 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業指標 地域包括支援センター設置数（現状2 ）
目標値 ー 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持
実績値

決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 社会福祉法、介護保険法、平成18年6月9日老発第0609001号厚生労働省老健局長通知「地域支援事業の実

施について」 担当課

評価
 (成果・課題)

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●高齢者の総合相談窓口と
して｢地域包括支援セン
ター｣の運営を行い、相談支
援体制を充実させます。
●困難事例への対応も強化
します。
●生活支援コーディネー
ターを取組の核として、地
域の実情に応じて、住民な
どの多様な主体の参画によ
る、支え合いの仕組みづく
りを進めます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 44.5 予算額 48.6 予算額 未定 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額

地域介護課
関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画

総合戦略 ○
事業No 15

 ・事業方針
 ・概要

・高齢者の総合相談窓口として｢地域包括支援センター｣の運営を行います。
・生活支援コーディネーターが、社会福祉法人、民間企業、シルバー人材センター、老人
クラブ、ボランティア団体、地縁組織、民生委員などの生活支援サービスを担う事業主体
と連携しながら、多様な日常生活上の支援体制の充実･強化及び高齢者の社会参加の推進
を一体的に行います。

事業名 まるっと大竹（包括的支援）事業 国土強靭化

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●初期集中支援チーム
による訪問により、早
期に医療や介護サービ
スにつなげていきま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 介護保険法、平成18年6月9日老発第0609001号厚生労働省老健局長通知「地域支援事業の実施について」 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略 ○

事業No 16
 ・事業方針
 ・概要

・認知症が疑われる方の対応を行います。
事業名

包括的支援事業
【介護保険特別会計】

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 認知症初期集中チーム数（現状1 ）
目標値 ー 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

（単位：百万円） 予算額 28.3 予算額 28.5 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●介護給費費などの適正化
に向けた取組を行います。
●認知症について理解を深
めるための認知症サポー
ター養成講座や認知症カ
フェなどを開催します。
●在宅高齢者が住み慣れた
地域で安心して暮らし続け
られるよう地域包括支援セ
ンターと連携した取組を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-1 生きがいに満ちた高齢者の暮らしの支援】 根拠法令等 介護保険法 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略 ○

事業No 17
 ・事業方針
 ・概要

・嘱託員を雇用し介護給付費や介護認定適正化の取組を行うほか，高
齢者見守りネットワーク事業の一環として緊急通報システム事業等を
行っています。事業名

任意事業
【介護保険特別会計】

国土強靭化

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 緊急通報システムの利用者数
目標値 ー 200人 第10期事業計画策定後に設定 第10期事業計画策定後に設定 第10期事業計画策定後に設定

（単位：百万円） 予算額 14.1 予算額 15.6 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業は
一律0.1とする

会議の開催件数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.1

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、大竹市虐待等防止ネットワーク設置要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・虐待を受けている児童の早期発見や、要保護児童の適切な保護また
は要支援児童もしくは特定妊婦への支援を進めます。事業名 要保護児童地域対策事業 国土強靭化

事業指標

0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●代表者会議（年１回
程度）、実務者会議
（年３回程度）、個別
ケース検討会議（随
時）を開催します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 0.1 予算額 0.1

実績値
目標値 ー 10 10 10 10

予算額 0.1 予算額

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法、大竹市附属機関設置に関する条例 担当課 こども家庭課（福祉課）

0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 大竹市まちづくり基本構想等、大竹市地域福祉計画など
総合戦略 〇

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・乳幼児期の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の実
施にあたっての方向性や数値目標などを定めます。事業名 子ども・子育て支援事業計画推進事業 国土強靭化

決算額

事業指標 事業の進捗率（実績値/見込値）

●前年度の取組を継続
します。

●PDCAサイクルを通じ
た施策等の評価・改善
に取り組みます。
●地域のニーズに応じ
た柔軟かつ効果的な計
画の推進を図ります。
●子ども計画の策定に
取り組みます。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●PDCAサイクルを通じ
た施策等の評価・改善
に取り組みます。
●地域のニーズに応じ
た柔軟かつ効果的な計
画を推進します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 4 予算額 4.7

決算額 決算額 決算額 決算額

実績値
目標値 ー 90％～100％ 90％～100％ 90％～100％ 90％～100％

評価
 (成果・課題)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、大竹市子育て短期支援事業実施要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・【ショートステイ】保護者が疾病、疲労などの理由により、家庭における子どもの養育が一時
的に困難な場合に児童養護施設などで子どもを一定期間預かります。
・【トワイライトステイ】保護者が仕事などの理由により平日の夜間や休日に不在となり、家庭
での子どもの養育が困難な場合に児童養護施設などで子どもを保護し、生活指導、食事の提供な
どを行います。

事業名 子育て短期支援事業 国土強靭化

事業指標 年間利用可能人数（延数）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●子育て家庭へのセー
フティネットとして、
児童養護施設と連携を
取りながら、必要な時
に必要な支援を受ける
ための施設と利用者間
の調整を行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 0.2 予算額 0.2

実績値
目標値 42人 42人 42人 42人 42人

0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・幼児教育・保育無償化の対象となる小学校就学前の認可外保
育施設等に通っている児童の保護者に施設等利用給付を行いま
す。事業名 施設等利用給付事業 国土強靭化

（単位：百万円） 予算額 2.0 予算額 0.7 予算額 0.7

目標値

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法 担当課 こども家庭課（福祉課）

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●施設等利用給付を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 0.7 予算額 0.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 1.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 1.0 予算額 1.8 予算額 1.8 予算額 1.8

決算額 決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●事業の定着･継続を行
うため、会員の確保及
びチラシ等を配布し制
度の周知を行います。
●依頼会員・援助会員
を増やします。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・乳幼児や小学生の児童を有する子育て中の労働者や主婦等を会員として、児
童の預かりの援助を受けたい者（依頼会員）と児童の預かりの援助を行いたい
者（援助会員）との相互援助活動に関する連絡調整等を行います。
（社会福祉法人大竹市社会福祉協議会へ委託）

事業名
ファミリー・サポート・センター事
業

国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、子ども・子育て支援法、大竹市子育て援助活動支援事業実施要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

決算額 決算額

年間利用日数（延数）
100日 100日 100日 100日 100日
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 助成申請をした対象者の割合
目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1 予算額 0.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田島に居住する
子育て家庭へのフェ
リー代の助成を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市未就学児等離島対策（未就学児等移動支援）事業実施要綱、あたたかあたた基金条例ほか 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・離島（阿多田島）に居住する子育て家庭への経済的援助（未就学児
（２人以上いる場合に限る）及び未就学児のいる世帯の保護者を対象
としたフェリー代の助成）を行います。事業名 未就学児等離島対策事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 20.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 子ども食堂等のこどもの居場所づくりに取り組む団体数
目標値 5団体 5団体 5団体 5団体 5団体

（単位：百万円） 予算額 22.4 予算額 20.8 予算額 20.8 予算額 20.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市内のNPO法人など
が行う子ども食堂や学
習支援などに取り組む
団体に対する補助を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市ひとり親家庭等対策総合支援事業補助金交付要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・子ども食堂や学習支援などのこどもの生活・学習支援に取り組む団
体の活動費を補助することにより、こどもの貧困対策に対する支援を
行います。事業名 子ども食堂等支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 20.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 申込者数の割合
目標値 95% 95% 95% 95% 95%

（単位：百万円） 予算額 20.3 予算額 20.3 予算額 20.3 予算額 20.3

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●子育て用品の宅配
サービス、子育てサ
ポート情報の提供、母
子の健康状態の確認、
保護者からの相談対応
などを行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市子育て用品宅配及び見守り・子育てサポート情報提供等事業実施要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 8
 ・事業方針
 ・概要

・子育て経験のある配達員が２か月に１回自宅を訪問し、「子育て用品の宅配サービス」
（生後２か月から満３歳の誕生月までの乳幼児のいる家庭に、乳幼児１人あたり3,300円
相当のおむつ・おしりふき等の子育て用品を宅配）を行うとともに、子育てサポート情報
の提供、母子の健康状態の確認、保護者からの相談対応などを行います。

事業名 まるっと大竹（おむつ等宅配事業） 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 137.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 医療費の助成対象者への申請勧奨率
目標値 100% 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 138.7 予算額 137.6 予算額 137.6 予算額 137.6

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●こども医療費の対象となるこ
どもがいる転入世帯又は新生児
のいる世帯が、こども医療受給
者証を取得しているか異動届を
確認し、取得していない世帯が
ある場合には、申請勧奨を行い
ます。併せて、こどもの医療機
関への適正な受診を周知しま
す。
●10月から助成部分を拡充しま
す。受給者が負担している自己
負担額（通院：月4日まで、入
院月14日までは1日500円。それ
以降無料）を無料にします。

●こども医療費の対象と
なるこどもがいる転入世
帯又は新生児のいる世帯
が、こども医療受給者証
を取得しているか異動届
を確認し、取得していな
い世帯がある場合には、
申請勧奨を行います。
 併せて、こどもの医療
機関への適正な受診を周
知していきます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市こども医療費助成条例 担当課 保健医療課

関連する計画 大竹市子ども・子育て支援計画
総合戦略 〇

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・満18歳に到達した日以降の最初の3月31日までのこどもに係
る入院・通院に対して、医療費を全額助成します。事業名 こども医療費助成事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 294.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 264.6 予算額 294.1 予算額 294.1 予算額 294.1

こども誰でも通園制度の実施施設数（公立）
ー 1施設 2施設 2施設 2施設

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹保育所・小方認
定こども園の運営・管
理を行います。

●大竹保育所・小方認
定こども園の運営・管
理を行います。
●保育ICTシステムを整
備します。
●こども誰でも通園制
度を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法、大竹市保育所設置条例、大竹市認定こども園設置条例ほか 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画、市情報化推進計画
総合戦略 〇

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・入所（園）児童の心身の健全な育成を図り、保護者が安心し
て預けることができるよう、公立認可保育所及び認定こども園
の運営・管理を行います。事業名 市立保育所等運営管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 1.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 1.5 予算額 1.4 予算額 1.4 予算額 1.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田保育園の管理
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 地方自治法 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・休園となっている阿多田保育園の管理を行います。
（地元自治会へ管理委託 ※あじさいの会が中心）事業名 阿多田保育園運営管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 491.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 511.5 予算額 491.7 予算額 491.7 予算額 491.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●児童手当を支給しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童手当法、児童手当施行令、児童手当施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 12
 ・事業方針
 ・概要

・児童を養育している保護者等に手当を支給します。
事業名 児童手当支給事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 23.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 職務奨励費・副食費の補助申請事業者数の割合
目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 29.0 予算額 23.8 予算額 23.8 予算額 23.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●私立保育所等に対する補助を
行います。
・職務奨励費を補助します。
・副食費を補助します。
・特別保育事業（一時預かり・
延長保育）に対する補助を行い
ます。
・医療的ケア児保育支援事業に
対する補助を行います。（実施
する場合のみ）
・1・2歳児受入促進事業に対す
る補助を行います。
・宿舎借り上げに対する補助を
行います。

●1・2歳児受入促進事
業に対する補助を除く
前年度の取組を継続し
ます。
※1・2歳児受入促進事業
に対する補助は県の制度
が廃止となったため令和7
年度をもって終了しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法、大竹市私立保育所等職務奨励費交付要綱、大竹市副食費の施設による徴収に係る

補足給付事業実施要綱など 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 13
 ・事業方針
 ・概要

・市が保育委託をしている私立保育所等が行う補助メニューに
対し補助を行います。事業名 私立保育所等補助事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 13.0
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 年間利用可能人数（延数）
目標値 720人 720人 720人 720人 720人

（単位：百万円） 予算額 12.0 予算額 13.0 予算額 13.0 予算額 13.0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●病児･病後児保育を実
施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法、大竹市病児・病後児保育事業実施要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 14
 ・事業方針
 ・概要

・保護者の勤務の都合などにより家庭で保育できない病気や回復期の
児童に対する病児･病後児保育を実施します。
（独立行政法人国立病院機構広島西医療センターに運営委託）事業名 病児・病後児保育運営委託事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 585.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 529.8 予算額 585.5 予算額 585.5 予算額 585.5

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●私立幼稚園、私立保
育所（園）、私立認定
こども園等に対し施設
型給付費等を給付しま
す。
●こども誰でも通園制
度を実施する私立保育
施設等に対し、負担金
を給付します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 15
 ・事業方針
 ・概要

・子ども・子育て支援新制度適用の私立幼稚園等（１号）、私
立保育所（園）・私立認定こども園等（２・３号）に施設型給
付費等を給付します。事業名 施設型給付事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

 

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 4.60.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 母子家庭・父子家庭の親に対する自立支援給付金の年間利用者数
目標値 1人 1人 1人 1人 1人

（単位：百万円） 予算額 4.3 予算額 4.6 予算額 4.6 予算額 4.6

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●自立支援教育訓練給
付金や高等職業訓練促
進給付金の支給を行
う。
●各種資金の貸付を行
う。
●自立に向けての相
談、指導、情報提供を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市自立支援教育訓練給付金事業実施要項、大竹市高等職業訓練促進給付金等事業実施要綱など 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 16
 ・事業方針
 ・概要

・ひとり親家庭などの就業支援事業として、自立支援教育訓練給付金や高等職業訓練促進給付金
の支給を行います。
・ひとり親家庭などの生活の安定と児童の福祉の増進を図るため、修学、修業などにかかる各種
資金の貸付を行います。
・母子･父子自立支援員による自立に向けての相談、指導、情報提供を行います。

事業名 母子・父子自立支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 91.70.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 90.6 予算額 91.7 予算額 91.7 予算額 91.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●児童扶養手当の支給
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童扶養手当法、児童扶養手当施行令、児童扶養手当施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 17
 ・事業方針
 ・概要

・ひとり親家庭等の生活の安定と自立を促し、児童の福祉の増
進を図るため手当の支給を行います。事業名 児童扶養手当支給事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 6.50.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 医療費の助成対象者への申請勧奨率
目標値 100% 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 7.6 予算額 6.5 予算額 6.5 予算額 6.5

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●ひとり親家庭等医療
費の対象となる世帯
が、受給要件（児童扶
養手当の受給など）に
該当しているか確認
し、取得していない世
帯がある場合には、申
請勧奨を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市ひとり親家庭等医療費支給条例 担当課 保健医療課

関連する計画 大竹市子ども・子育て支援計画
総合戦略 ○

事業No 18
 ・事業方針
 ・概要

・ひとり親家庭の世帯（児童扶養手当受給世帯）に係る、医療
費の一部を助成することで、その保健の向上と生活の安定を図
ります。事業名 ひとり親家庭等医療費助成事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 9.80.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 調整を行った割合（対応件数/相談件数）
目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 9.3 予算額 9.8 予算額 9.8 予算額 9.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●児童福祉相談業務を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 大竹市家庭児童相談室設置要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 19
 ・事業方針
 ・概要

・専門知識を有する相談員が、保護者等に対し、0歳から18歳
未満までの児童の養護・障害・非行・育成などについての相
談・助言を行うことにより、児童虐待の防止を図ります。事業名 まるっと大竹（児童福祉相談）事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 5.40.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 講演会の開催回数 
目標値 ー 1 1 1 1

（単位：百万円） 予算額 4.6 予算額 5.4 予算額 5.4 予算額 5.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●ヤングケアラーに対
する支援体制を構築し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童虐待の防止等に関する法律、大竹市虐待等防止ネットワーク設置要綱 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 20
 ・事業方針
 ・概要

・ヤングケアラーに対する支援体制を構築し、相談体制の強化
を図ります。事業名 ヤングケアラー支援体制強化事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.20.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●栗谷児童館の管理を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、大竹市児童館条例、大竹市児童館条例施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 21
 ・事業方針
 ・概要

・休園となっている栗谷児童館の管理を行います。
（地元栗谷住民へ管理委託）事業名 児童館運営管理事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 5.10.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 年間利用者数（延数）
目標値 8,600人 9,500人 9,500人 9,500人 9,500人

（単位：百万円） 予算額 5.1 予算額 5.1 予算額 5.1 予算額 5.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●子育て支援センター
どんぐりHOUSEの運営
管理を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、大竹市子育て支援センター条例、大竹市子育て支援センター条例施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 22
 ・事業方針
 ・概要

・子育てに関する相談及び指導、子育てに関する情報の収集及
び提供並びに交流の場の提供、子育てサークル又は子育てボラ
ンティアの育成及び支援を行います。事業名

まるっと大竹（子育て支援センター
（小方）運営管理）事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 年間利用者数（延数）
目標値 3,900人 5,500人 5,500人 5,500人 5,500人

（単位：百万円） 予算額 8.7 予算額 12.5 予算額 12.2 予算額 12.5

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●さかえ子育て支援セ
ンターの運営管理を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、大竹市子育て支援センター条例、大竹市子育て支援センター条例施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 23
 ・事業方針
 ・概要

・子育てに関する相談及び指導、子育てに関する情報の収集及
び提供並びに交流の場の提供、子育てサークル又は子育てボラ
ンティアの育成及び支援を行います。事業名

まるっと大竹（子育て支援センター
（さかえ）運営管理）事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定0.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 年間利用者数（延数）
目標値 6,500人 5,500人 5,500人 5,500人 5,500人

（単位：百万円） 予算額 12.9 予算額 14.9 予算額 16.6 予算額 17.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●松ケ原こども館の運
営管理を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法、大竹市子育て支援センター条例、大竹市子育て支援センター条例施行規則 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 24
 ・事業方針
 ・概要

・子育てに関する相談及び指導、子育てに関する情報の収集及
び提供並びに交流の場の提供、子育てサークル又は子育てボラ
ンティアの育成及び支援を行います。事業名

まるっと大竹（松ケ原こども館運営
管理）事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 8.40.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 利用者支援事業の実施箇所数
目標値 1 1 1 1 1

（単位：百万円） 予算額 9.3 予算額 8.4 予算額 8.4 予算額 8.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●子育て支援センター
どんぐりHOUSE内で、
子育て支援コーディ
ネーターが、各種子育
て支援を円滑に利用で
きるよう必要な支援を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 児童福祉法 担当課 こども家庭課（福祉課）

関連する計画 第三期子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 25
 ・事業方針
 ・概要

・子どもとその保護者、妊娠している人が、教育･保育施設や地域の
子育て支援事業などを円滑に利用できるよう、コーディネーターが相
談に応じ、情報提供や助言、関係機関との連絡調整を行います。事業名

まるっと大竹（利用者支援）事業
【子育て支援】

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 7.20.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 3歳児健診受診率
目標値 100% 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 7.8 予算額 7.2 予算額 7.2 予算額 7.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●以下の補助券等を発行し
ます。
 妊婦健康診査受診券（多
胎の場合5枚追加）、産婦健
康診査（産後2週間・産後1
か月）2回分・新生児聴覚検
査1回分・1か月児健康診査
●市直営の乳幼児健診（乳
児健康相談、1歳6か月児健
診、3歳児健診）を実施しま
す。
●市直営の5歳児健診の実施
について検討します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 母子保健法、妊婦健康診査等実施要綱 担当課 こども家庭課（保健医療課）

関連する計画 第三期大竹市子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 26
 ・事業方針
 ・概要

・妊産婦や乳幼児の健康保持・増進のため、必要な人が各種事
業を適切に受けられるよう、受診勧奨の強化に取り組みます。事業名 母子保健指導事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 2.80.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 ―
目標値 ― ― ― ― ―

（単位：百万円） 予算額 2.5 予算額 2.8 予算額 2.8 予算額 2.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●低体重や早産（在胎
週数37週未満）などで
身体の発育が未熟なま
ま生まれたために入院
による養育が必要とな
る乳児（０歳児）に対
し、医療費の一部を助
成します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 母子保健法 担当課 保健医療課

関連する計画 第三期大竹市子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 27
 ・事業方針
 ・概要

・身体の発育が未熟なままで生まれ、入院を必要とする乳児
（０歳児）に対して、その治療に必要な医療費の一部を助成す
ることで、乳児の発育を促します。事業名 未熟児養育医療費助成事業 国土強靭化

決算額決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 26.30.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 10か月児面談来所率
目標値 100% 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 25.8 予算額 47.3 予算額 26.3 予算額 26.3

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●妊娠届出時面談、産前レ
ター・産前面談、こんにちは赤
ちゃん訪問、10か月児面談の
他、各乳幼児健診を加えた計７
回面談を実施します。
●産後ケア、家事育児支援事業
を実施します。
●支援が必要な方に対して、本
人と一緒にサポートプランを作
成して、必要な支援につなげま
す。
●福祉課の子育て支援コーディ
ネーターと連携して、情報共有
や個別支援を行います。

●前年度の取組を継続
します。
●おおたけ子育て支援
アプリ機能を拡張しま
す。（乳幼児健診の際に
提出するデジタル問診票
の導入・妊娠届等のデジ
タル化、オンライン予約
の実装）

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 母子保健法、産後ケア・産前産後サポート事業実施要綱 担当課 こども家庭課（保健医療課）

関連する計画 第三期大竹市子ども・子育て支援事業計画、市情報化推進計画
総合戦略 〇

事業No 28
 ・事業方針
 ・概要

・妊娠期から子育て期にわたる母子保健や育児に関する様々な悩みなどに円滑
に対応するため、保健師などが専門的な見地から相談支援などを実施します。
令和６年度から広島県内の取組として「ひろしまネウボラ」を開始して、妊産
婦・乳幼児の全数把握に努めています。

事業名
まるっと大竹（利用者支援）事業
【母子保健】

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 14.20.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 19.2 予算額 14.2 予算額 14.2 予算額 14.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

令和７年度から法定事業
●１回目は、妊娠届出を
した妊婦に5万円を、２回
目は、妊娠している子ど
もの数（流産・死産等を
含む。）に応じて５万円
の計10万円を支給しま
す。
●申請もれのないよう、
申請管理簿により未申請
者に勧奨します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 子ども・子育て支援法（第10条の2）・児童福祉法（第６条の3第22項） 担当課 こども家庭課（保健医療課）

関連する計画 第三期大竹市子ども・子育て支援事業計画
総合戦略

事業No 29
 ・事業方針
 ・概要

・妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、さ
まざまなニーズに即した必要な支援につなぐ伴走型の相談支援
の充実と経済的支援を一体的に実施します。事業名 出産・子育て応援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 21.10.1以下の事業
は一律0.1とす

事業指標 妊産婦歯科健康診査の受診率（妊婦）
目標値 70% 70% 70% 70% 70%

（単位：百万円） 予算額 22.9 予算額 21.1 予算額 21.1 予算額 21.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●以下の補助券等を発行します。

 妊婦健康診査受診券（14回）、
乳児一般健康診査（1歳未満で使
用可能な受診券2枚）、妊産婦歯
科健康診査（妊婦1回、産婦1回）
受診券
●特定不妊治療費助成事業を実施
します。先進医療に対しては、保
険適用外でも助成していました
が、令和８年３月からは、先進医
療以外の保険適用外の治療に対し
ても助成を行い、上限額も５万円
から３０万円に引き上げます。
●妊婦健康診査等支援事業を実施
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-2 子どもと子育てを支える体制の充実】 根拠法令等 母子保健法、妊産婦歯科健康診査事業実施要綱、妊婦健康診査等実施要綱、特定不妊治療費助成事業実施

要綱、妊婦健康診査等支援事業実施要綱 担当課 こども家庭課（保健医療課）

関連する計画 第三期大竹市子ども・子育て支援事業計画
総合戦略 〇

事業No 30
 ・事業方針
 ・概要

・妊産婦や乳幼児の健康保持・増進のため、必要な人が各種事
業を適切に受けられるよう、申請勧奨や情報発信の強化に取り
組みます。事業名 妊産婦等支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業は
一律0.1とする

新規の１～３級の身体障害者手帳所持者または〇AかAか〇Bの療育手帳所持者もしくは等級変更となり対象の等級等となった手帳所持者への申請勧奨率

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 88.3 予算額 99.8 予算額

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 大竹市重度心身障害者医療費支給条例 担当課 保健医療課

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・重度心身障害者（身体障害者手帳1～3級所持者または療育手
帳〇AかAか〇B所持者）の入院・通院に係る医療費に対して助
成を行い、重症化の予防に取り組みます。事業名 重度心身障害者医療費助成事業 国土強靭化

事業指標
目標値 100% 100% 100% 100% 100%

99.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●重度心身障害者の入
院・通院に係る医療費
に対して助成を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 99.8 予算額 99.8

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・精神に障害のある方（精神障害者手帳１級所持者かつ自立支
援医療の受給者）の通院に係る医療費に対して助成を行い、重
症化の予防に取り組みます。事業名 精神障害者医療費助成事業 国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 大竹市精神障害者医療費支給条例 担当課 保健医療課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●精神障害者の通院に
係る医療費に対して助
成を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

100% 100%

予算額 0.5 予算額 0.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 所得制限を理由とする非該当者への次年度申請勧奨率

（単位：百万円） 予算額 0.7 予算額 0.5 予算額 0.5

目標値 100% 100% 100%

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額

関連する計画 ー
総合戦略 〇

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 助成をした団体数
目標値 ー 2 2 2 2

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●申請のあった団体に
助成し、活動の活発化
を図ります。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・団体の福祉活動を促進し、身体障害者手帳所持者等の社会
的、経済的地位の向上を図り、相互協力して福祉を増進しま
す。事業名 障害者団体育成支援事業 国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 大竹市補助金等交付規則 担当課 福祉課

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 13.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 12.4 予算額 13.1 予算額 13.1 予算額 13.1

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●制度の周知を行いま
す。
●申請者に対し、審
査・給付を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 4

 ・事業方針
 ・概要

・在宅の障害児・重度障害者に対して、その障害による特別の
負担の軽減を図るため、手当てを支給します。事業名

障害児福祉手当・特別障害者手当等
支給事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 特別児童扶養手当等の支給に関する法律 担当課 福祉課

関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 8.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 対象者数に対する申請者数の割合
目標値 ー 100% 100% 100% 100%

（単位：百万円） 予算額 8.2 予算額 8.2 予算額 8.2 予算額 8.2

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●制度の周知を行います。
●指定居宅サービス事業所等の
阿多田地区住民の居宅サービス
提供に係る船賃を助成します。
●収入が一定額以下の者につい
て、通所の際の交通費を一部助
成します。
●阿多田島地区に居住する障害
者（児）の船賃の料金又は一部
を助成します。
●障害者（児）がタクシー・バ
スを利用する場合、その料金又
は一部を助成します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 大竹市福祉タクシー等実施要綱等 担当課 福祉課

関連する計画 障害者基本計画
総合戦略 〇

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・在宅の障害者に対し、市独自施策として、通所費用や外出費用、離
島の方の在宅サービス費用を一部助成することにより、在宅での生活
を支援します。事業名 障害者支援事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●制度の周知を行いま
す。
●申請者に対し、給付
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 6

 ・事業方針
 ・概要

・軽度・中等度の難聴の子どもの健全な発達を支援します。
・身体障害者手帳交付対象とならない軽度・中等度の難聴児の補聴器
の購入に要する費用の一部を助成します。
・国、県も要綱策定。他自治体でも同事業を実施。

事業名
軽度・中等度難聴児補聴器購入費助
成事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 大竹市軽度及び中等度難聴児補聴器購入費等助成事業実施要綱 担当課 福祉課

関連する計画 障害者基本計画 

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 障害福祉サービス費のうち、在宅のサービスの利用量
目標値 277人/月 284人/月 次期障害者基本計画作成後に掲載 次期障害者基本計画作成後に掲載 次期障害者基本計画作成後に掲載

（単位：百万円） 予算額 681.0 予算額 707.3 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●障害者と指定事業者の
契約により、利用した
サービスの費用を自立支
援費として支給します。
●障害者の日常生活及び
社会生活を総合的に支援
するための法律に基づ
く、自立支援給付（介護
給付・訓練等給付・補装
具費・自立支援医療）を
支給します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 担当課 福祉課

関連する計画 障害者基本計画 障害福祉計画 
総合戦略 〇

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・障害者に対し、サービス費用、医療費等を支給します。
・自分らしく生きるための支援として、希望する地域で生活できるよ
う障害福祉サービスで支援します。事業名 障害者等自立支援給付事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 64.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 地域生活支援事業のうち、在宅や通所のサービスの利用者数（日中一時、移動支援、訪問入浴サービス、地域活動支援センター）
目標値 68人/月 70人/月 次期障害者基本計画作成後に掲載 次期障害者基本計画作成後に掲載 次期障害者基本計画作成後に掲載

（単位：百万円） 予算額 71.5 予算額 64.3 予算額 64.3 予算額 64.3

決算額

事業No 8
 ・事業方針
 ・概要

・障害のある方が希望する地域で生活できるよう、地域の実情
に応じた地域生活支援事業を行います。事業名 障害者等地域生活支援事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●法第７７条に規定に基づき、次の事
業を行います。
障害者等相談支援事業、地域自立支援
協議会設置、訪問入浴サービス、成年
後見人制度支援事業（所管は地域介護
課）、特別支援学校放課後等対策事
業、日常生活用具給付事業、移動支援
事業、日中一時支援事業、自動車改造
費・自動車運転免許取得助成事業、大
竹市地域活動支援センターⅠ型・Ⅲ型
事業、障害者交流スポーツ大会助成事
業、意思疎通支援事業、障害支援区分
認定審査会、大竹市地域生活支援拠点
事業（緊急時受入れ事業）
●障害のある方に制度周知を行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

大竹市移動支援事業実施要綱等 担当課 福祉課
関連する計画 地域福祉計画 障害者基本計画 障害福祉計画 障害児福祉計画

総合戦略 〇

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 11.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 相談支援員のスキルアップ勉強会の開催数
目標値 ー 12回/年 12回/年 12回/年 12回/年

（単位：百万円） 予算額 10.6 予算額 11.3 予算額 11.3 予算額 11.3

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●支援が必要な人に対
し、障害福祉サービス
の利用を促すための周
知を行います。
●社会資源や専門機関
を活用するための支援
等を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 大竹市障害者等相談支援事業実施要綱 担当課 福祉課

関連する計画 地域福祉計画 障害者基本計画 障害福祉計画 障害児福祉計画
総合戦略 〇

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・障害のある方からの相談に対応します。
・障害以外にも困りごとがある場合は、他機関と連携した重層的支援
体制において、包括的な支援を行います。事業名

まるっと大竹（障害者等相談支援）
事業

国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 238.8 予算額 222.1 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額

事業指標 通所支援費の利用量
目標値 102人／月   113人／月  次期障害者基本計画作成後に設定 次期障害者基本計画作成後に設定 次期障害者基本計画作成後に設定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●制度の周知を行いま
す。
●障害児の保護者と指
定事業者の契約によ
り、利用したサービス
の費用を通所給付費と
して支給します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 児童福祉法 担当課 福祉課

関連する計画 障害者基本計画 障害児福祉計画
総合戦略 〇

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・障害児に対し、通所給付費を支給します。
事業名 障害児通所給付事業 国土強靭化

決算額

予算額 未定

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 1.8 予算額 1.2 予算額 1.2 予算額 1.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 出前健康講座の開催回数
目標値 ー ６回/年 ６回/年 ６回/年 ６回/年

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●若年層の自殺予防対
策として、教育委員会
との連携を行います。
●個別支援を実施しま
す。
●地域包括ケアシステ
ム構築を推進します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-3 障害のある人が自分らしく生きるための支援】 根拠法令等 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 担当課 福祉課

関連する計画 自殺対策計画
総合戦略 〇

事業No 11
 ・事業方針
 ・概要

・在宅の精神障害者及びその家族が地域で安心して自立した生
活を送れるよう支援します。
・自殺予防のための啓発に取り組みます。事業名 精神保健事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

予算額 1.2
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.1以下の事業は
一律0.1とする

民生委員の選任数（配置人数）

●前年度の取組を継続
します。

●民生委員・児童委員が活動し
やすい環境を作り、各地区にお
いて困りごと等があった際に報
告できるように月に１回各地区
の定例会を行います。
●民生委員・児童委員の３年に
一度の改選時期であり、各委員
に意向確認を行い、なるべく継
続してもらえるよう働きかけま
す。また委員が不在等の地区に
関しては新たな委員を探し空白
地区が生じないように努めま
す。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 9.5 予算額 9.4 予算額

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 民生委員法(昭和23年7月29日法律第198号) 担当課 地域介護課

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・家族や地域社会の絆が弱まり地域社会が抱える課題が複雑・多様化
する中、民生委員・児童委員の役割はますます重要になっている。委
員が活動しやすい環境を作るとともに、県知事に対し候補者を推薦し
ます。

事業名 民生委員・児童委員活動支援事業 国土強靭化

事業指標
目標値 ー 60人 60人 60人 60人

9.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●民生委員・児童委員が活動し
やすい環境を作り、各地区にお
いて困りごと等があった際に報
告できるように月に１回各地区
の定例会を行います。
●民生委員・児童委員の３年に
一度の改選時期であり、各委員
に意向確認を行い、なるべく継
続してもらえるよう働きかけま
す。また委員が不在等の地区に
関しては新たな委員を探し空白
地区が生じないように努めま
す。

●民生委員・児童委員
活動の支援を行いま
す。

予算額 9.4 予算額 9.4

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・高齢者自身が周囲にSOSを発信できる環境づくりと、高齢者
を地域で支える意識を高めるため、地域住民との協働や地域外
の関係機関･団体などとの連携を強化します。事業名 地域福祉団体育成事業 国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 大竹市補助金等交付規則(昭和48年大竹市規則第37号) 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 ー
総合戦略

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●ボランティア連絡協議会運営補助
金
大竹市におけるボランティア及びボ
ランティアグループ間と連携を深
め、福祉のニーズを的確に把握し活
動しながら、誰もが住み慣れた地域
で安心して暮らせる福祉のまちづく
りを目指すため、市民ボランティア
の活動へ助成します。
●保護司会活動補助金
保護司会の運営費を一部補助するこ
とにより、保護司法第13条に規定す
る保護司会として、その任務の円滑
な遂行の支援と保護司法第１条に規
定する保護司の使命達成に資する活
動を支援します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標

（単位：百万円） 予算額

実績値

評価
 (成果・課題)

目標値

0.2 予算額 0.2 予算額

市内にあるボランティア連絡協議会と保護司会の維持
現状維持 現状維持

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

0.2 予算額 0.2 予算額 0.2

現状維持 現状維持 現状維持
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額 決算額

実績値

（単位：百万円） 予算額 22.5 予算額 24.3 予算額 未定 予算額 未定

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・社会福祉協議会内によりそいサポートセンターを設置し、経
済的に困窮し最低限度の生活を維持することができなくなるお
それのある者に対して支援を行います。事業名 生活困窮者自立支援事業、まるっと大竹事業

（生活困窮者自立相談支援事業）
国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 生活困窮者自立支援法 担当課 福祉課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●生活困窮者自立支援
事業を実施します。
●住居確保給付金等の
支給を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額

評価
 (成果・課題)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 生活見守りサービス・みまもりタグ利用者数（合計）
目標値 50人 10人 10人 10人 10人

（単位：百万円） 予算額 0.6 予算額 0.5 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

4
 ・事業方針
 ・概要

・認知症により、徘徊のおそれのある高齢者などが行方不明になったときに、小型の見守
りタグ及び専用のアプリケーションを使い、早期発見のための情報を収集します。
・一人暮らしの高齢者等を対象に日常生活で異変を関知した場合に、光CATVの専用
チューナーを用いて、家族に安否をお知らせします。

事業名 地域見守り活動事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●生活見守りサービス
やみまもりりタグの利
用の周知に努めます。
●警察との連携を強化
し、｢見守りタグ事業｣
の効果を高めるととも
に、｢はいかい高齢者
SOSネットワーク｣と連
動したPRを行い、利用
を促します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 介護保険法 担当課 地域介護課

関連する計画 大竹市高齢者福祉計画、大竹市第9期介護保険事業計画
総合戦略 ○

事業No
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.3
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3 予算額 0.3

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●戦没者遺族の福祉向
上のため、戦没者遺族
団体（崇敬会）に対し
て補助金の交付を行
い、活動を支援しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 大竹市補助金等交付規則（昭和48年大竹市規則第37号） 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・崇敬会の運営費の一部を補助することにより、社会の福祉に
寄与する崇敬会の活動を支援します。事業名 戦没者遺族団体補助事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 48.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 大竹市社会福祉協議会の維持
目標値 ー 維持 維持 維持 維持

（単位：百万円） 予算額 46.8 予算額 48.4 予算額 48.4 予算額 48.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●支援をする人と支援が必
要な人の相互認識を深める
ために、地域福祉活動の拠
点としての総合福祉セン
ターの機能を強化します。
社会福祉協議会が中心とな
り、主体的で特色ある取組
を行い、地域ボランティア
組織などの自主的運営によ
る集まりや拠点づくりを支
援します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 6

 ・事業方針
 ・概要

・社会福祉協議会の運営事業及び地域福祉活動事業に要する経費のうち人
件費（報酬、給与、賃金及びこれに伴う厚生経費をいう。）を補助するこ
とにより、社会福祉協議会の運営の安定化を図り、積極的に地域福祉を推
進します。

事業名 地域福祉活動促進事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 社会福祉法（昭和26年法律第45号)、大竹市補助金等交付規則（昭和48年大竹市規則第37号）、社会福祉

法人大竹市社会福祉協議会に対する補助金交付要綱 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 ー
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 1.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 2.7 予算額 1.5 予算額 1.5 予算額 1.5

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●地域福祉支援システ
ムの情報更新を毎月行
い、平常時の見守り・
災害時の支援に活用し
ます。
●地方公共団体情報シ
ステム標準化に対応す
るたのシステム改修を
行います。

●地域福祉支援システ
ムの情報更新を毎月行
い、平常時の見守り・
災害時の支援に活用し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 ー 担当課 地域介護課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・社会支援を必要とする方の平常時の見守りや災害時の支援を地域の
中で受けることが出来るよう地域福祉支援システムを活用し、情報の
蓄積をすすめることで地域福祉推進を図ります。事業名 地域福祉支援システム運営事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 大竹市地域共生社会の創生等に関する包括連携協定への賛同団体数
目標値 16 16 16 16 16

（単位：百万円） 予算額 79.4 予算額 35.5 予算額 未定 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●地域共生社会づくり
の中心となる中核機関
の整備を行い、組織的
な包括的相談支援を行
います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 8

 ・事業方針
 ・概要

・地域住民の複雑化・複合化したニーズに対応する包括的な支援体制を整備
し、対象者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた
支援を一体的に行う重層的支援体制の整備を行います。大竹市では市と大竹市
社会福祉協議会、知仁会と連携し、市全域の支援体制整の整備を進めます。

事業名
まるっと大竹事業（重層的支援体制
整備事業）

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 社会福祉法（昭和26年法律第45号）第106条の8 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 第3期大竹市地域福祉計画、第4期大竹市地域福祉計画(R8∼)
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

５ 健康・福祉

ー
総合戦略 ○

事業No 9
 ・事業方針
 ・概要

・市内の介護・福祉分野における人材を確保し、市内事業所への就労支援・就
労継続支援を行うことで、市内の介護・福祉サービス提供の維持及び利用者の
サービス利用が継続できるように支援することを目的として、市内の事業所に
従事しようとする方や従事している方に、資格取得費用の一部を補助します。

事業名
介護・福祉分野人材確保事業
【一般会計・介護保険特別会計】

国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●介護・福祉サービス
の提供を維持し、利用
者がサービス利用を継
続できるように市内の
事業所に従事している
方、しようとする方を
対象に資格取得費用の
一部を補助します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

未定 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 ー 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画

事業指標 資格取得の助成件数、初任者研修受講者数
目標値 助成件数：20件・受講者数：10人 助成件数：20件・受講者数：10人 助成件数：20件・受講者数：10人 未定 未定

（単位：百万円） 予算額 9.0 予算額 予算額 未定8.3 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

実績値

評価
 (成果・課題)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 総合福祉センターの設置数（現状1 ）
目標値 ー 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

（単位：百万円） 予算額 162.5 予算額 37.8 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●総合福祉センターを
市民の方が幅広く利用
できるよう、施設の修
繕等に努めます。
●利用停止となったリ
ハビリ温水プールを多
目的ルームへ改修工事
を行い、様々な方が利
用可能なスペースへと
利活用を行います。

●総合福祉センターを
市民の方が幅広く利用
できるよう、施設の修
繕等に努めます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 大竹市総合福祉センター設置及び管理条例、大竹市総合福祉センター設置及び管理条例施行規則 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 10
 ・事業方針
 ・概要

・在宅福祉及び地域福祉推進の拠点となる施設として大竹市総
合福祉センターサントピア大竹を設置し、市民の福祉の増進を
図ります。事業名 総合福祉センター運営事業 国土強靭化 ○

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

現状維持

（単位：百万円） 予算額 8.7 予算額 10.6 予算額 10.6 予算額 10.6

決算額

予算額 10.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 地域福祉会館の設置数（現状1 ）
目標値 ー 現状維持 現状維持 現状維持

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●生きがいづくりと支
え合いにつながる場で
あり続けるために、地
域福祉会館の修繕等を
行い施設の維持管理を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略 ○
事業No 11

 ・事業方針
 ・概要

・市民が住み慣れた地域で、誰もがともに助け合いながら、いつまでも健
康で安心、安全な生活を送ることが出来るようにするため、市民の生きが
いづくりと支え合いにつながる場として、大竹市地域福祉会館を設置し、
地域福祉推進を図ります。

事業名 地域福祉会館運営事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-4 見守り支え合う地域福祉の推進】 根拠法令等 大竹市地域福祉会館設置及び管理条例、大竹市地域福祉会館設置及び管理条例施行規則 担当課 福祉課（地域介護課）

関連する計画 ー

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

●運営費の補助を継続
して実施します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 1.2 予算額 1.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

目標値

決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 ー 担当課 保健医療課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・各団体に運営（活動）費の一部を補助します。
 ①広島県市町村保健活動協議会②広島県西部地域保健対策協議会
 ③大竹市献血推進協議会④大竹市医師会⑤大竹市食品衛生協会事業名 保健衛生団体等活動支援事業 国土強靭化

事業指標

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 1.2 予算額 1.2 予算額 1.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

111



令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・阿多田診療所や栗谷診療所の運営支援を行いながら、持続可
能なへき地医療体制の確立に向けた検討を行います。事業名 へき地医療対策事業 国土強靭化

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 医療法 担当課 保健医療課

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●阿多田診療所及び栗
谷診療所の運営費の補
助を継続して実施しま
す。
●遠隔診療（オンライ
ン診療など）、巡回診
療について調査、検討
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

2 2

予算額 50.1 予算額 50.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 へき地診療所の数

（単位：百万円） 予算額 45.9 予算額 50.1 予算額 50.1

目標値 2 2 2

決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

決算額 決算額 決算額

関連する計画 第8次広島県保健医療計画・第8次広島県保健医療計画地域計画（広島西二次保健医療圏）
総合戦略 〇

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 17.1
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 市広報に救急医療情報を掲載する回数
目標値 12 12 12 12 12

（単位：百万円） 予算額 17.4 予算額 17.1 予算額 17.1 予算額 17.1

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●在宅当番医制委託事業を実施します。
●救急相談センター運営費負担金を支出
します。
●救急医療情報ネットワーク事業運営費
負担を支出します。
●産科医等確保支援事業負担金を支出し
ます。
●廿日市市と共同で、広島西医療セン
ターとJA広島総合病院に対し、二次保健
医療圏内で二次及び三次救急医療を確保
するために運営費補助を継続して実施し
ます。
●地域医療を担う医師確保･育成などを
行う地域医療支援センターの運営費の補
助を実施します。
●周知啓発のため市広報・HPへ掲載しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 第8次広島県保健医療計画・第8次広島県保健医療計画地域計画（広島西二次保健医療圏）
総合戦略 〇

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・救急相談センターなど、相談や情報提供を行う機関などを市民に周知します。
・市民がかかりつけ医を持ち、日常生活での留意点や緊急時の処置方法や適切な受診
行動ができるよう啓発します。
・県及び廿日市市と協議し、二次･三次救急医療体制の維持に取り組みます。

事業名 医療体制支援事業 国土強靭化

担当課 保健医療課
５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 医療法

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 134.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 145.2 予算額 134.8 予算額 134.8 予算額 134.8

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●各種予防接種事業を
実施します。
●予防接種健康被害救
済制度に係る申請進達
事務（健康被害調査委
員会を含む）や給付事
務を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

総合戦略
事業No 4

 ・事業方針
 ・概要

・定期予防接種（A類・B類）を実施します。
・予防接種健康被害救済制度に係る申請進達事務（健康被害調査委員
会を含む）や給付事務を実施します。事業名 予防接種推進事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 予防接種法、定期接種実施要領（厚生労働省） 担当課 保健医療課

関連する計画 予防接種に関する基本的な計画（厚生労働省）

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 70.6
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 国が受診推奨しているがん検診の平均受診率 （令和6年度実績11.2％）
目標値 前年度実績より増やす 前年度実績より増やす 前年度実績より増やす 前年度実績より増やす 前年度実績より増やす

（単位：百万円） 予算額 71.0 予算額 70.6 予算額 70.6 予算額 70.6

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●健康診査・がん検
診・節目歯科健診を実
施します。
●人間ドック・脳ドッ
クを実施します。
●健康診査の自動予約
を実施します。
●健康教育・健康相談
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。
●口腔機能低下予防事
業を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 健康増進法、高齢者の医療の確保に関する法律 担当課 保健医療課

関連する計画 大竹市健康増進計画（第3次）、
大竹市国民健康保険第3期データヘルス計画・第4期特定健康診査等実施計画 総合戦略 ○

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・受診勧奨を行うとともに、健（検）診体制の充実やデータ分析に基づき効果
的な保健事業を実施し、健康寿命の延伸に繋げます。
・市民を対象に、無料または低額で受けられる、後期高齢者健診、一般健診、
がん検診、歯科健診、各種健康教室を行います。

事業名 健康づくり推進事業（健康増進事業、歯科保健事業、がん

検診及び健康診査等事業、人間ドック及び脳ドック事業）
国土強靭化

決算額 決算額 決算額
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 54.7 予算額 167.4 予算額 169.7 予算額 25.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額

事業指標 年間利用人数
目標値 ー 1,200人 1,200人 1,200人 1,200人

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●現在地で休日･祝日･
年末年始の診療を実施
しながら、令和６年度
に策定した基本計画に
基づき、移転先の新施
設（基本・実施）設計
業務を進めます。

●現在地で休日･祝日･
年末年始の診療を継続
します。
●旧なかはま保育所の
解体工事を行い、新施
設の建設工事を行いま
す。

●現在地で休日･祝日･
年末年始の診療を継続
します。
●引き続き新施設の建
設工事を行います。
●10月からの新施設開
所に向けて準備等を行
います。

●新施設で休日･祝日･
年末年始の診療を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

決算額 決算額 決算額

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 医療法 担当課 保健医療課

関連する計画 第8次広島県保健医療計画・第8次広島県保健医療計画地域計画（広島西二次保健医療圏）
総合戦略 〇

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・休日及び年末年始の初期救急医療体制の維持に取り組みま
す。事業名 休日診療所運営事業 国土強靭化 ○

決算額

予算額 25.7

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

（単位：百万円） 予算額 72.8 予算額 69.8 予算額 69.8 予算額 69.8
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●特定健康診査の受診
勧奨を実施します。
●生活習慣改善教室を
実施します。
●人間ドック・脳ドッ
クを実施します。
●健康診査の自動予約
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

５ 健康・福祉
【5-5 元気・健康・安心をつくる保健・医療体制の充実】 根拠法令等 高齢者の医療の確保に関する法律、国民健康保険法 担当課 保健医療課

関連する計画 大竹市健康増進計画（第3次）、
大竹市国民健康保険第3期データヘルス計画・第4期特定健康診査等実施計画 総合戦略 ○

事業No 7
 ・事業方針
 ・概要

・受診勧奨を行うとともに、健（検）診体制の充実やデータ分析に基づき効果
的な保健事業を実施し、健康寿命の延伸に繋げます。
・国民健康保険被保険者を対象に、無料で受けられる、国民健康保険被保険者
の特定健康診査、各種健康教室を行います。

事業名
健康づくり推進事業（特定健康診査等勧奨事業、糖尿病対策推進

事業、人間ドック及び脳ドック事業、特定健康診査等事業）【国民健康保険特別会
計】

国土強靭化

決算額 決算額 決算額

予算額 69.8
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

●多くの人に食に関心を持ってもらう
ために啓発します。
①調理実習を伴う事業を年間10回程度を予定（1
講座定員10名程度）
②レシピの提供年間6,000枚（500枚/月）
③献立アプリによる情報発信（食生活改善推進
員）

●従来の参加型離乳食教室について
は、市広報･各種事業で案内し、目標と
する参加者数が達成できるよう取り組
みます。新型コロナウイルス感染症対
応のため、従来の参加型離乳食教室の
人数設定を見直し、1講座定員8名程度
で行います。
●参加できない保護者を含め多くの人
が、視覚的に内容を理解できるよう、
乳児健康相談時に離乳食のすすめ方に
ついて説明を行います。

●令和7年度の取組を継
続する。
 レシピの提供年間
6,060枚（505枚/月）

予算額

５ 健康・福祉
【5-6 正しい食生活と食文化を学ぶ食育の推進】 根拠法令等 食育基本法

実績値

4.9

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・健康寿命を伸ばすため、食育の視点で健康づくり・介護予防に取り組む
とともに、市民に周知します。
・食育の推進に向けて、関係部署間で方向性を共有する場を設けます。事業名 食育推進事業 国土強靭化

予算額 4.9
0.1以下の事業は
一律0.1とする

目標値 6,260人 6,320人 6,380人 6,440人 6,500人
事業指標 食育事業の参加者数

決算額 決算額 決算額 決算額

担当課 保健医療課
関連する計画 大竹市食育推進計画（第2次）

総合戦略 〇

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 4.3 予算額 4.9 予算額 4.9

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

決算額

評価
 (成果・課題)
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６ 自治・行政運営

施策名 成果指標（ＫＰＩ） 備考 基準値
実績値
(Ｒ7)

実績値
(Ｒ8)

実績値
(Ｒ9)

実績値
(Ｒ10）

目標値
(Ｒ10)

6-1 市民と行政の協働による地域づくり 「地域のために何か役に立てるようなことをしてみた
い、している」と答えた人の割合（幸せ実感アンケー
ト）

毎年1％ずつ程度上昇する状態を目指し
ます。

58.7%
(R6実施)

64.0%
(R11実施)

自治会加入率 加入者の減少が見込まれる中、60％以
上の水準維持を目指します。

68.4%
(R5)

60.0%以上
(R10)

6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行
財政運営

将来負担比率 100%未満の水準を目指します。 91.4％
(R5)

100％未満
(R10)

市税収納率（滞納繰越分を含む） 収納率の向上を目指します。 98.2%
(R5)

98.3%
(R10)

6-3 公営企業などの健全な経営 簿価総額の割合（土地開発公社） 毎年1％ずつ程度の減少を目指します。 29.6%
(R5)

25.0％
(R10)

有限会社阿多田島汽船の費用に対する欠損金補助を除
く収益の割合（過去5年平均）の増減

現状の水準維持を目指します。 1.01
(R5)

1.01以上
(R10)

料金回収率（水道事業） 100%の回収率を目指します。 89.73%
(R5)

100%
(R10)

経費回収率（下水道事業） 100%の回収率を目指します。 113.85%
(R5)

100%
(R10)

6-4 時代に対応した情報化の推進とまち
の魅力発信

市公式ＬＩＮＥの登録者数 毎年100人程度の増加を目指します。 1,344人
(R7.1)

1,800人
(R11.4)

情報セキュリティインシデント発生件数 セキュリティインシデント0件を目指し
ます。

0件
(R5)

0件
(R10)

実現したい
まちの姿

●市民と行政の協働
●地域を愛する人づくり
●健全で柔軟な行財政運営
●情報通信技術の活用

施策名 事業
No 実施計画事業名称

総合
戦略

国土
強靭化

担当課

1 ふるさと納税促進事業 ● 産業振興課

2 まちづくり基本構想等策定・推進事業 ● 企画財政課

3 コミュニティサロン管理運営事業 市民課

4 地区集会所管理運営事業 市民課

5 協働のまちづくり推進事業 ● 市民課

6 地域活動促進事業 ● 市民課

1 職員研修事業 総務課

2 普通財産等の管理・処分事業 監理課

3 広域連携事業 企画財政課

4 市税賦課徴収事業 税務課

5 離島における公的証明書交付事業 市民課

6 大願寺地区土地造成事業支援基金積立事業、土地造成特別会計支援事業 企画財政課

1 土地開発公社経営健全化対策事業 監理課

再掲 地域公共交通整備事業（第三セクター等経営健全化） 市民課

1 市議会本会議等の公開事業 ● 議会事務局

2 議会ＩＣＴ化事業 議会事務局

3 広報事業 企画財政課

4 ＳＮＳ等情報発信事業 ● 企画財政課

5 電子計算機管理事業 ● 企画財政課

６ 自治・行政運営

6-4 時代に対応した情報政策とまちの魅力発
信

6-1 市民と行政の協働による地域づくり

6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政
運営

6-3 公営企業などの健全な経営
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額

担当課 産業振興課

評価
 (成果・課題)

返礼品掲載件数（ふるさとチョイス）

実績値
目標値

事業指標
120件 120件120件120件 120件

根拠法令等

関連する計画

国土強靭化

総合戦略 ○

 ・事業方針
 ・概要

・応援したい地域として選ばれるように、市の魅力の発信や魅
力ある返礼品の開発を推進します。
・企業からの支援が得られるよう事業のPRに努めます。

●ふるさと納税ポータルサ
イトを通じた寄附を募集し
ます。
●新たな返礼品を開発しま
す。
●ふるさと納税を活用した
市の魅力発信を行います。
●寄附対象事業のPRを行い
ます。
●地域再生計画を策定しま
す。

【事業計画】または【事業実績】

予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

300.0予算額 予算額

ー

予算額 300.0 300.0

【事業計画】または【事業実績】

●ふるさと納税ポータ
ルサイトを通じた寄附
を募集します。
●新たな返礼品を開発
します。
●ふるさと納税を活用
した市の魅力発信を行
います。
●寄附対象事業のPRを
行います。

【事業計画】または【事業実績】

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

（単位：百万円）
0.1以下の事業は
一律0.1とする

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】

400.0

主な
事業内容

事業No

事業名

1

ふるさと納税促進事業

決算額 決算額

地方税法、地域再生法、総務省告示第179号他

●前年度の取組を継続
します。

300.0

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

0.6 未定 未定

国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

0.6 予算額

評価
 (成果・課題)

事業指標 総合戦略推進会議の開催回数
目標値 ー 1回以上 1回以上 1回以上 1回以上

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 大竹市まちづくり基本構想等策定条例 担当課 企画財政課

関連する計画 まちづくり基本計画・まちづくり基本計画実施計画
総合戦略 ○

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・まちづくり基本構想を実現に向けた進捗管理を行いま
す。事業名

まちづくり基本構想等策定・推進事
業

実績値

0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

（単位：百万円） 予算額 予算額 予算額 予算額

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●市民アンケートを実
施します。
●総合戦略推進会議を
実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●市民アンケートの実
施
●総合戦略推進会議の
実施
●次期基本計画の策定
（事業者選定等）

●市民アンケートの実
施
●総合戦略推進会議の
実施
●次期基本計画の策定

0.6
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額

予算額 未定

実績値

評価
 (成果・課題)

事業指標
目標値

決算額 決算額

（単位：百万円） 予算額 18.6 予算額 16.1 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●指定管理者を指定
し、施設の維持・管理
を行います。
●コミュニティサロン
栄町において、防水工
事を実施します。

●指定管理者を指定
し、施設の維持・管理
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●指定管理者を指定
し、施設の維持・管理
を行います。
●令和9年2月末をもっ
てコミュニティサロン
玖波は玖波交流館に機
能統合されますので、
跡地利用について方向
性を検討します。

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 3
 ・事業方針
 ・概要

・市民が心の潤いと安らぎを得られる交流施設として、コミュ
ニティサロン（元町・栄町・玖波）の管理・運営を行います。事業名 コミュニティサロン管理運営事業 国土強靭化

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 大竹市コミュニティサロン設置及び管理条例 担当課 市民課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額

予算額 未定

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 大竹市地区集会所設置及び管理条例、施行規則 担当課 市民課

（単位：百万円） 予算額 1.9 予算額 1.9 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

事業指標
目標値
実績値

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●指定管理者を指定
し、施設の維持・管理
を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・指定管理者を指定し、施設の維持・管理を行います。
事業名 地区集会所管理運営事業 国土強靭化

118



令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 新規に発足した団体（スタート支援助成金の交付を受けた団体）数（累計）
目標値 42団体 45団体 48団体 51団体 54団体

（単位：百万円） 予算額 1.0 予算額 1.0 予算額 未定 予算額 未定

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●地域課題の解決に取
り組む市民活動団体
が、自主的・主体的に
提案・実施する事業を
公募し、市民活動助成
金を交付します。
●市民活動団体が安心
して活動ができるよう
に、市民活動保険制度
を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・地域の課題解決に向けて、地域住民も「公共の担い手」として、行政との協
働のあり方を確立しながら地域づくりを進めます。
・市民活動団体に、助成金を交付します。
・市民活動団体が安心して活動できるように市民活動保険制度を実施します。

事業名 協働のまちづくり推進事業 国土強靭化

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 大竹市市民活動助成金交付要綱 担当課 市民課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

予算額 未定

６ 自治・行政運営
【6-1 市民と行政の協働による地域づくり】 根拠法令等 ー 担当課 市民課

評価
 (成果・課題)

事業指標 自治会活動費助成金の交付を受けた団体数
目標値 60団体 60団体 60団体 60団体 60団体
実績値

（単位：百万円） 予算額 21.9 予算額 28.2 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●宝くじ助成事業により、コミュニ
ティ組織が整備する備品の購入費を
補助します。
●大竹市コミュニティづくり推進協
議会の運営費及び事業費（こみゅに
てぃおおたけ発行経費など）を補助
します。
●コイ・こいフェスティバルの開催
費用を補助します。
●自治組織の活動を援助するため、
年間の活動に必要な経費の一部を助
成金として交付します。
●自治会を通じて当該自治会の地域
内に配布された広報誌の数に応じ
て、広報配布手数料を交付します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 ー
総合戦略 ○

事業No 6
 ・事業方針
 ・概要

・市民活動の広がりを促進するための支援を行います。
・自治会やコミュニティ活動団体の活動を支援します。
・イベント開催費用を補助します。

事業名 地域活動促進事業 国土強靭化
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値
目標値 50人 50人 50人 50人

評価
 (成果・課題)

50人

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 地方公務員法 担当課 総務課

関連する計画 大竹市人材育成基本方針
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・職場外研修は、個人や所属（部、課等）にとって短期的にみれば負担があったとしても、長期
的には重要であることを庁内で共有し、積極的な参加を促します。
・職場外研修により職場から離れ、専門性の高い知識やスキルを一定期間に集中して習得し、他
の職場や他の自治体職員等と互いに意識啓発し合うとともに、人的ネットワークの形成により職
員の能力啓発、向上を図ります。

事業名 職員研修事業 国土強靭化

階層別研修以外の受講者数事業指標

（単位：百万円）

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●広島県自治総合研修
センターや、市町村ア
カデミー等への派遣研
修を実施します。
●外部講師による職員
研修を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 5.2 予算額 5.2
0.1以下の事業は
一律0.1とする

予算額 5.6 予算額 5.2 予算額 5.2

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

決算額

国土強靭化

総合戦略

評価
 (成果・課題)

目標値
実績値

事業指標

（単位：百万円） 予算額 13.0 予算額 7.4 予算額 未定 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額 決算額 決算額 決算額

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 担当課 監理課

事業No

地方自治法、大竹市公有財産管理規則

●登記・管理事務のほ
か、必要に応じて除
草、維持補修工事を行
います。
●有償貸付や売却を行
います。また、売却の
ための用地測量や調査
等を行います。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

関連する計画 －

2
 ・事業方針
 ・概要

・財産の維持管理を行います。
・財産の処分を行います。事業名 普通財産等の管理・処分事業
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

国土強靭化

予算額 未定

決算額

担当課 企画財政課

総合戦略
関連する計画 広島広域都市圏発展ビジョン

事業No

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 連携中枢都市圏構想推進要綱（平成26年8月25日付け総行市第200号総務省自治行政局長通知）

事業名

決算額 決算額 決算額

（単位：百万円）

3
 ・事業方針
 ・概要

・広島広域都市圏協議会等の他市町と連携した枠組みの中で、
様々な交流等の推進や広域的な利便性のある施設等に対する費
用の分担を行い、広域的な発展に寄与します。広域連携事業

事業指標 広島広域都市圏における連携自治体数（R6：30自治体）
目標値 30以上 30以上 30以上 30以上 30以上

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●広島広域都市圏協議
会・広島県地域振興対策
協議会・瀬戸内・海の路
ネットワーク推進協議会
等の各種会議へ出席しま
す。
●広島広域都市圏発展ビ
ジョン掲載事業のうち参
加事業を実施します。
●広島空港整備に係る費
用を負担します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 2.2 予算額 2.3 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

予算額 未定

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 地方税法、大竹市税条例、大竹市都市計画税条例 担当課 税務課

関連する計画 ―
総合戦略

事業No 4
 ・事業方針
 ・概要

・市税等（市民税，固定資産税，都市計画税，軽自動車税，市
たばこ税，国有資産等所在市町村交付金）を賦課・徴収しま
す。事業名 市税賦課徴収事業 国土強靭化

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●特別徴収や口座振替
による納付を推奨する
とともに、多様化する
納付方法の周知、啓発
に努めるとともに、納
期限内での納付と収納
率の維持・向上に取り
組みます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

事業指標 個人市民税の特別徴収実施率
目標値 90.58% 90.58% 90.58% 90.58% 90.58%

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

（単位：百万円） 予算額 54.3 予算額 55.6 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

実績値

評価
 (成果・課題)
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

●前年度の取組を継続
します。

【事業計画】または【事業実績】

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律 担当課 市民課

関連する計画 ー
総合戦略

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・米空母艦載機部隊の配備による航空機騒音等の影響を
受ける阿多田島住民の生活利便の向上を図ります。事業名 離島における公的証明書交付事業 国土強靭化

評価
 (成果・課題)

予算額 0.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 0.4 予算額 0.4 予算額 0.4 予算額 0.4

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●阿多田島郵便局で、
戸籍謄抄本、住民票の
写しや印鑑証明、税証
明などの公的証明書の
交付業務に加え、転出
届の受付、もやすゴミ
袋無償配布の申請受
付、各課への書類取次
やコピー対応などの業
務を実施します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

実績値

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

土地造成特別会計単年度収支(当該年度実質収支額ー前年度実質収支額)(千円)
0 0 0 0 0

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●一般会計から土地造成特別会計
へ、毎年度95,800千円に加え、大願
寺地区土地造成事業支援基金条例に
基づき大竹工業団地に立地した工場
並びに小方ケ丘団地の土地、家屋及
び償却資産に賦課される固定資産税
の約1/4の金額を繰り出します。
●令和8年5月から5年間の利率を低
利な条件で借りられるよう借入先の
金融機関と協議を行います。
●償還スキームの柱である旧小方
小･中学校跡地などの売却収入の確
保に向けて、小方地区のまちづくり
事業において土地活用の方向性の早
期決定に取り組みます。

●一般会計から土地造成
特別会計へ、毎年度
95,800千円に加え、大願
寺地区土地造成事業支援
基金条例に基づき大竹工
業団地に立地した工場並
びに小方ケ丘団地の土
地、家屋及び償却資産に
賦課される固定資産税の
約1/4の金額を繰り出しま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 未定

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標
目標値

（単位：百万円） 予算額 258.0 予算額 257.5 予算額 未定

実績値

6

６ 自治・行政運営
【6-2 将来を見据えた計画的で効率的な行財政運営】 根拠法令等 ― 担当課 企画財政課

関連する計画 ―
総合戦略

事業No
 ・事業方針
 ・概要

・土地造成特別会計の資金不足が起こらないよう歳入確保・歳
出削減に取り組むとともに、一般会計からの繰出しを着実に行
います。事業名

大願寺地区土地造成事業支援基金積立事
業、土地造成特別会計支援事業

国土強靭化
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

実績値

評価
 (成果・課題)

１件

予算額 未定 予算額 未定

目標値 １件 １件 １件 １件
事業指標 公社保有地の年間売却処分数(件数)

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 16.2 予算額 20.0 予算額 未定

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●大竹市土地開発公社
における長期保有土地
の解消、｢大竹市土地開
発公社経営健全化のた
めの利子補給等に関す
る協定書｣に基づく利子
補給及び損失補てんな
ど公社の経営健全化に
取り組みます。

●前年度の取組を継続
します。

0.1以下の事業は
一律0.1とする

監理課
６ 自治・行政運営
【6-3 公営企業などの健全な経営】 根拠法令等 公有地の拡大の推進に関する法律 担当課

関連する計画 大竹市土地開発公社経営健全化方針
総合戦略

事業No 1
 ・事業方針
 ・概要

・土地開発公社経営健全化方針に基づき、大竹市土地開発公社における長
期保有土地の解消に向けた土地対策の推進と公社保有地の簿価上昇緩和の
ための利子補給や保有地のの売却で発生する損失の補てんなどの支援を行
います。

事業名 土地開発公社経営健全化対策事業 国土強靭化

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値

未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 有限会社阿多田島汽船の年間旅客数
目標値 6.1万人 6.2万人 6.3万人 6.4万人 6.5万人

予算額 未定 予算額 未定 予算額（単位：百万円） 予算額 64.0 予算額 72.3

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●有限会社阿多田島汽
船の欠損補填のため、
離島航路運営費等補助
金を交付します。
●有限会社阿多田島汽
船の経営安定化のた
め、預託融資を実施し
ます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
する。

●前年度の取組を継続
する。

●前年度の取組を継続
する。

事業No 再掲
 ・事業方針
 ・概要

・阿多田～小方航路を運航する有限会社阿多田島汽船の欠損削減を目指し、経営健全化に
取り組みます。
・有限会社阿多田島汽船において、阿多田島来島者増による増収を図るなどの経営努力を
継続します。
・有限会社阿多田島汽船の欠損補填のため、離島航路運営費等補助金を交付します。

事業名
地域公共交通整備事業
（第三セクター等経営健全化）

市民課
関連する計画 第三セクター等経営健全化方針

総合戦略

国土強靭化

６ 自治・行政運営
【6-3 公営企業などの健全な経営】 根拠法令等 H30.2.20総財公第26号総務省課長通知「第三セクター等の経営健全化方針の策定について」 担当課
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値 9,600回 9,700回 9,800回 9,900回 10,000回

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●議会に関心のない層（主に若年
層）に対し、より議会を知ってもら
えるよう、SNS等を活用して議会情
報の発信を行います。
●議会だよりをもっと見てもらえる
ような紙面づくりに取り組みます。
●老朽化した本会議場、委員会室等
の中継機器等を更新します。
●議会活動を確認できる環境の充実
を図るため、本会議や委員会会議録
の検索システムを導入します。
●傍聴者に配慮し、会議資料等表示
機器を整備します。
●政務活動費の透明性を確保するた
めの取組について協議します。

●議会に関心のない層（主に若年
層）に対し、より議会を知ってもら
えるよう、SNS等を活用して議会情
報の発信を行います。
●議会だよりをもっと見てもらえる
ような紙面づくりに取り組みます。
●政務活動費の透明性を確保するた
めの取組について協議します。
●効果的なSNS等の活用方法を調査
研究します。
●会議録検索システムで、簡単に関
心のある議会や委員会等を確認でき
ることを広く周知し、市民の議会へ
の関心へつながる取組を行います。

予算額 6.9 予算額 6.9

決算額

根拠法令等 大竹市議会基本条例 担当課 議会事務局
関連する計画 －

総合戦略 ○
事業No 1

 ・事業方針
 ・概要

・市政への関心を高めるため、議会活動の様子をいつで
も確認できる環境を整えます。事業名 市議会本会議等の公開事業 国土強靭化

0.1以下の事業は
一律0.1とする

６ 自治・行政運営
【6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信】

事業指標 市議会本会議及び委員会等の映像配信の総視聴回数

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 43.9 予算額 6.9 予算額 6.9

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値

事業指標

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 0.7 予算額 0.7 予算額 0.7

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●本会議、委員会等で
会議システムを使用
し、使用する資料の
ペーパーレス化、効率
的で迅速な議会運営を
行います。

●前年度の取組を継続
します。
●H30から導入してい
るタブレット端末の更
新について、調査研究
します。

予算額 0.7 予算額 0.7
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 －
総合戦略

事業No 2
 ・事業方針
 ・概要

・議員個人に1台タブレット端末を貸与するとともに、本会議
場、委員会室等で会議システムを使用し、資料のペーパーレス
化を行います。事業名 議会ICT化事業 国土強靭化

担当課 議会事務局
６ 自治・行政運営
【6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信】 根拠法令等 大竹市議会情報通信機器使用要領
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

評価
 (成果・課題)

実績値
目標値

事業指標

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

（単位：百万円） 予算額 20.2 予算額 18.4 予算額 18.4

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●月１回広報紙を発行
し全戸配布します。
●「大好き大竹応援大
使」やおおたけPRキャ
ラクター「コイちゃ
ん」を活用した市の魅
力発信を行います。
●市史編さんの取組を
行います。

●前年度の取組を継続
します。

予算額 18.4 予算額 18.4
0.1以下の事業は
一律0.1とする

関連する計画 ー
総合戦略

 ・事業方針
 ・概要

・市民への情報提供の手段として，市民が直に感じ取れる行政サービスの一つ
として重要な役割を担う広報紙を作成します。
・「大好き応援大使」やおおたけPRキャラクター「コイちゃん」を活用し、市
の魅力を効果的に発信します。

事業名 広報事業 国土強靭化

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

６ 自治・行政運営
【6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信】

事業No 3

根拠法令等 ー 担当課 企画財政課

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額

実績値

評価
 (成果・課題)

予算額 0.5
0.1以下の事業は
一律0.1とする

事業指標 LINE公式アカウントの友だち登録者数
目標値 1,400人 3,000人 4,000人 5,000人 6,000人

（単位：百万円） 予算額 7.2 予算額 0.5 予算額 0.5 予算額 0.5

決算額 決算額

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●ホームページや
Facebookなどで市に関
する情報や話題を発信
します。
●LINE公式アカウント
の機能拡充を行い、情
報発信力の強化に取り
組みます。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

６ 自治・行政運営

4

【6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信】 根拠法令等 ー 担当課 企画財政課
関連する計画 ー

総合戦略 ○
事業No

 ・事業方針
 ・概要

・市ホームページやSNSを活用した情報発信を充実させることにより
①市民に市政情報を周知します。 ②行政手続きに関する情報等を提供し市民
生活の利便性を向上させます。 ③防災情報等の緊急情報を迅速かつ確実に伝
達します。 ④観光やイベント情報を発信し市をPRします。

事業名 SNS等情報発信事業 国土強靭化
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令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

決算額 決算額 決算額 決算額 決算額

予算額 未定

６ 自治・行政運営
【6-4 時代に対応した情報化の推進とまちの魅力発信】 根拠法令等 ー 担当課 企画財政課

評価
 (成果・課題)

事業指標 電子申請件数
目標値 2,000 2,100 2,200 2,300 2,400
実績値

（単位：百万円） 予算額 511.4 予算額 362.1 予算額 未定 予算額 未定
0.1以下の事業は
一律0.1とする

主な
事業内容

【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】 【事業計画】または【事業実績】

●Windows、Office等を最
新化してセキュリティを強
化します。
●システムを標準化して内
部事務の効率化を図りま
す。
●電子申請を充実して、市
民サービスの向上を図りま
す。
●若手職員による業務改善
ワークショップを行いま
す。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

●前年度の取組を継続
します。

関連する計画 大竹市情報化推進計画
総合戦略 ○

事業No 5
 ・事業方針
 ・概要

・情報基盤の再構築、内部事務の効率化、市民サービスの向
上、職員の意識改革、情報発信の５本柱とし、それに基づいた
施策を推進します。事業名 電子計算機管理事業 国土強靭化
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